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このガイドでは、システムの監視と管理を容易にする PostgresEnterpriseManager™（PEM）Webインターフェイ

スに組み込まれているツールとウィザードについて説明します。

このガイドは包括的なリソースではありません。むしろ、ツールの評価を支援し、製品の使用方法の基本を理解す

るための支援として機能することを目的としています。PEMの機能の使用に関する詳細については、PEMクライ

アントで利用できるオンラインヘルプを参照してください。

このドキュメントでは Postgresを使用して、PostgreSQLまたは EDBPostgresAdvancedServerデータベースを

意味します。
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第 1章

The PEM Query Tool

PEMには、Postgresサーバーに対してアドホック SQLクエリを発行できる機能豊富なインタラクティブ開発環境

（IDE）が含まれています。

Toolsメニューの Query Toolメニューオプション、またはブラウザツリーコントロールの選択ノードのコン

テキストメニューからクエリツールにアクセスできます。クエリツールを使用すると、次のことができます。

• アドホック SQLクエリを発行します。

• 任意の SQLコマンドを実行します。

• updatableの場合、SELECTクエリの結果セットを編集します。

• ユーザーが設定した現在の接続とトランザクションの状態を表示します。

• 出力パネルに表示されるデータを CSVファイルに保存します。

• テキスト、グラフィック形式、または表形式（https://explain.depesz.comに類似）の SQLステートメントの

実行計画を確認します。

• SQLステートメントに関する分析情報を表示します。

クエリツールの複数のコピーを個別のタブで同時に開くことができます。クエリツールのコピーを閉じるには、タ

ブバーの右上隅にある*X*をクリックします。

クエリツールには 2つのパネルがあります:

• 上部パネルには SQL Editorが表示されます。パネルを使用して、クエリを入力、編集、または実行でき

ます。また、セッションで実行されたクエリを表示するために使用できる Historyタブ、および編集中に

テキストスニペットを保持するために使用できる Scratch Padタブも表示されます。スクラッチパッド

が閉じている場合は、SQLエディターおよび他のパネルを右クリックして新しいパネルを追加することに

より、スクラッチパッドを再度開く（または追加のスクラッチパッドを開く）ことができます。

• 下のパネルには Data Outputパネルが表示されます。タブ付きパネルには、クエリによって返された結

果セット、クエリの実行計画に関する情報、クエリの実行に関連するサーバーメッセージ、およびサーバー

https://explain.depesz
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図 1 クエリツールタブ

から受信した非同期通知が表示されます。

The Query Tool Toolbar

Query Toolツールバーは、頻繁に実行されるタスクへのショートカットを提供する状況依存アイコンを使用し

ます。アイコンが強調表示されている場合、オプションは有効になっています。アイコンがグレー表示されている

場合、タスクは無効になっています。

図 2 クエリツールツールバー

アイコンにカーソルを合わせると、アイコンの機能を説明するツールチップが表示されます。

アイコン 振る舞い ショートカット

Open File Open Fileアイコンをクリックして、以前に保存したクエリを SQLエ

ディターに表示します。

アクセスキー

+O

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

アイコン 振る舞い ショートカット

Save Saveアイコンをクリックして、以前に保存したクエリのクイック保存を

実行するか、 Saveメニューにアクセスします。

• Saveを選択して、SQLエディターパネルの選択した内容をファ

イルに保存します。

• Save As を選択して新しいブラウザーダイアログを開き、SQL

エディターパネルの選択したコンテンツを保存する新しい場所を

指定します。

アクセスキー

+S

Save Data

Changes

Save Data Changesアイコンをクリックして、データ出力パネルの

データ変更（挿入、更新、または削除）をサーバーに保存します。

F6

Find Findメニューを使用して、SQLエディターに表示されるコードを検索、

置換、またはナビゲートします。

• Findを選択して検索ターゲットを指定し、SQLエディターのコ

ンテンツを検索します。

• Find next を選択して、検索ターゲットの次の出現箇所を見つ

けます。

• Find previousを選択すると、検索対象の最後の出現箇所に移

動します。

• Pesistent findを選択して、エディター内の検索ターゲット

のすべての出現を識別します。

• Replace を選択して、ターゲットの個々の出現箇所を見つけて

（プロンプトで）置き換えます。

• Replace allを選択して、エディター内のターゲットのすべて

の出現箇所を見つけて置き換えます。

• Jumpを選択して、検索対象の次の出現箇所に移動します。

Cmd+F

Cmd+G

Cmd+Shift+G

Cmd+Shift+F

Alt+G

Copy Copyアイコンをクリックして、データ出力パネルで現在ハイライトされ

ているコンテンツをコピーします。データの表示/編集モードのとき。

アクセスキー

+C

Paste データの表示/編集モードで、 Paste アイコンをクリックして以前の行

を新しい行に貼り付けます。

アクセスキー

+P

Delete Deleteアイコンをクリックして、選択した行を削除対象としてマーク

します。 Save Data Changesアイコンをクリックすると、これらの

マークされた行が削除されます。

アクセスキー

+D

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

アイコン 振る舞い ショートカット

Edit Editメニューのオプションを使用して、テキスト編集ツールにアクセス

します。クエリツールモードの場合、オプションは SQLエディターパネ

ルに表示されるテキストに作用します。

• Indent Selectionを選択して、現在選択されているテキスト

をインデントします。

• Unindent Selection を選択して、現在選択されているテキ

ストからインデントを削除します。

• Inline Comment Selection を選択して、選択を含む行を

SQLスタイルのコメント表記で囲みます。

• Inline Uncomment Selection を選択して、選択した行か

ら SQLスタイルのコメント表記を削除します。

• Block Comment を選択して、選択を含むすべての行を C スタ

イルのコメント表記で囲みます。このオプションはトグルとして

機能します。

タブ

Shift+Tab

Cmd+/

Cmd+。

Shift+Cmd+/

Filter Filterアイコンをクリックして、データの表示/編集モードでデータの

フィルタリングおよびソート基準を設定します。下矢印をクリックして、

他のフィルタリングおよび並べ替えオプションにアクセスします。

• Sort/Filterをクリックして、並べ替えとフィルタリングのダ

イアログを開きます。

• Filter by Selectionをクリックして、選択したセルの値を

含む行のみを表示します。

• Exclude by Selection をクリックして、選択したセルに値

を含まない行のみを表示します。

• Remove Sort/Filter をクリックして、以前に選択した並べ

替えまたはフィルタリングオプションを削除します。

アクセスキー

+F

Limit

Selector

データセットのサイズを行数に制限するには、 Limit Selectorの値

を選択します。

アクセスキー

+R

Stop Stopアイコンをクリックして、現在実行中のクエリの実行をキャンセル

します。

アクセスキー

+Q

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

アイコン 振る舞い ショートカット

Execute/

Refresh

Execute/Refreshアイコンをクリックして、SQLエディターパネル

で強調表示されたクエリを実行または更新します。下矢印をクリックし

て、他の実行オプションにアクセスします。

• Auto-Rollbackの横にチェックを追加して、トランザクション

中にエラーが発生した場合に自動的にトランザクションをロール

バックするようにサーバーに指示します。

• Auto-Commitの横にチェックを追加して、各トランザクション

を自動的にコミットするようサーバーに指示します。トランザク

ションによって行われたすべての変更は他の人に見えるようにな

り、クラッシュした場合に永続的になります。

F5

Explain Explainアイコンをクリックして、現在のクエリの説明プランを表示し

ます。EXPLAIN の結果は、出力パネルの Explain タブにグラフィカ

ルに表示され、 Data Outputタブにテキスト形式で表示されます。

F7

Explain

analyze

Explain analyze アイコンをクリックして、現在のクエリで EX-

PLAINANALYZEコマンドを呼び出します。

Explain Optionsメニューをナビゲートして、EXPLAINコマンドの

オプションを選択します。

• Verbose を選択して、クエリプランに関する追加情報を表示し

ます。

• Costsを選択して、各計画ノードの推定スタートアップと合計コ

スト、および推定行数と各行の推定幅に関する情報を含めます。

• バッファの使用に関する情報を含めるには、 Buffers を選択し

ます。

• Timing を選択して、起動時間とクエリの各ノードで費やされた

時間に関する情報を含めます。

• クエリプランに関する概要情報を含めるには、 Summary を選択

します。

Shift+F7

Commit Commitアイコンをクリックして、トランザクションをコミットします。 Shift+CTRL+M

Rollback Rollbackアイコンをクリックして、トランザクションをロールバック

します。

Shift+CTRL+R

次のページに続く

7



Postgres Enterprise Manager, リリース 8.0

表 1 – 前のページからの続き

アイコン 振る舞い ショートカット

Clear Clearドロップダウンメニューのオプションを使用して、表示内容を消

去します。

• Clear Query Window を選択して、SQL エディターパネルの

内容を消去します。

• Historyタブの内容を消去するには Clear Historyを選択し

ます。

アクセスキー

+L

Download as

CSV

Download as CSVアイコンをクリックして、現在のクエリの結果セッ

トをコンマ区切りリストにダウンロードします。 Preferences ->

SQL Editor -> CSV outputダイアログで CSV設定を指定できま

す。

F8

Macros マクロ アイコンをクリックして、マクロを管理します。[マクロの管理]

オプションを使用して、マクロを作成、編集、またはクリアできます。

8 第 1 章 The PEM Query Tool
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1.1 SQLエディターパネル

SQL editorパネルは、クエリを手動で提供したり、別のソースからクエリをコピーしたり、ファイルからクエ

リを読み込んだりできるワークスペースです。SQLエディターは、構文の色付けと自動補完を備えています。

図 3 クエリツール-[クエリエディター]タブ

オートコンプリートを使用するには、クエリの入力を開始します。クエリエディターで、クエリの次のオブジェク

ト名またはコマンドを提案する場合は、Ctrl+スペースキーの組み合わせを押します。たとえば、 /*SELECT /*

FROM/* `` （末尾のスペースを含む）と入力し、 ``Control+Spaceキーの組み合わせを押して、オートコ

ンプリートオプションのポップアップメニューから選択します。

図 4 クエリツール-[クエリエディター]タブ

クエリを入力した後、ツールバーから Execute/Refreshアイコンを選択します。SQLエディターパネルの完

全な内容は、実行のためにデータベースサーバーに送信されます。SQLエディターに表示されるコードのセクショ

ンのみを実行するには、サーバーで実行するテキストを強調表示し、Execute/Refreshアイコンをクリックし

ます。

コマンドの実行時にサーバーから返されるメッセージは、 Messagesタブに表示されます。コマンドが成功する

と、 Messagesタブに実行の詳細が表示されます。

1.1. SQLエディターパネル 9
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図 5 クエリツール-[クエリエディター]タブ-オートコンプリート機能

図 6 クエリツール-クエリエディタ-[メッセージ]タブ
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Editメニューのオプションは、コードのフォーマットとコメントを支援する機能を提供します。

• 自動インデント機能は、Return キーを押すと、テキストを前の行と同じ深さまで自動的にインデントし

ます。

• 2行以上を選択して Tabキーを押すことにより、インデントテキストをブロックします。

• コード内で SQLスタイルを実装または削除するか、Cスタイルのコメント表記を切り替えます。

ツリービューから特定のオブジェクトを drag and dropにして、長いオブジェクト名を入力する時間を節約す

ることもできます。オブジェクト名を含むテキストは、スキーマ名で完全修飾されます。必要に応じて二重引用符

が追加されます。関数とプロシージャの場合、関数名とパラメーター名がクエリツールに貼り付けられます。

1.1. SQLエディターパネル 11
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1.2 データ出力パネル

Data Outputパネルには、最後に実行されたクエリによって生成されたデータと統計が表示されます。

図 7 クエリツール-データ出力タブ

1.2.1 データ出力タブ

Data Outputタブには、クエリの結果セットが表形式で表示されます。次のことができます。

• 表示された結果セットから選択してコピーします。

• Execute/Refresh オプションを使用して、クエリ実行情報を取得し、クエリ実行オプションを設定し

ます。

• Download as CSVアイコンを使用して、 Data Outputタブのコンテンツをコンマ区切りファイルと

してダウンロードします。

• 更新可能な場合、 SELECTクエリの結果セットのデータを編集します。

結果セットは、次の場合に更新可能です。

• すべての列は、単一のテーブルから直接選択されるか、実際にはテーブルの列ではありません（たとえば、

2つの列の連結）。テーブルから直接選択された列のみが編集可能で、他の列は読み取り専用です。

• 結果セットで、テーブルのすべての主キー列または OIDが選択されます。

複数回名前変更または選択された列も読み取り専用です。

注釈: 更新可能なクエリ結果セットを操作するには、 psycopg2ドライバーバージョン 2.8以上がインストール

されている必要があります。
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編集可能で読み取り専用の列は、列ヘッダーの鉛筆アイコンとロックアイコンを使用してそれぞれ識別されます。

図 8 クエリツール-編集可能および読み取り専用の列

更新可能な結果セットは、 View/Edit Dataモードの Data Gridに似ており、同じ方法で変更できます。

自動コミットが offの場合、データの変更は進行中のトランザクションの一部として行われます。進行中のトラ

ンザクションがない場合、新しいトランザクションが開始されます。トランザクションがコミットされない限り、

データの変更はデータベースにコミットされません。

保存中にエラーが発生した場合（たとえば、NOTNULL制約のある列に NULLを保存しようとすると）、データの

変更は自動的に作成された SAVEPOINTにロールバックされ、進行中のトランザクションで以前に実行されたク

エリがロールバックされないようにします。

Data Outputパネルに表示される以前のクエリまたはコマンドのすべての行セットは、別のクエリを呼び出す

と破棄されます。別のクエリツールのブラウザタブを開いて、以前の結果を利用できるようにします。

1.2.2 説明タブ

クエリの Explain または Explain Analyze プランを生成するには、ツールバーの Explain または

Explain Analyzeボタンをクリックします。

Explain と Explain Analyze に関連するその他のオプションは、ツールバーの Explain Analyze ボタ

ンの右側にあるドロップダウンから選択できます。

PEMは JSON形式で Explain [Analyze]プランを生成することに注意してください。

Explainプランが正常に生成されると、 Explainパネルの下に 3つのタブ/パネルが作成されます。

1.2. データ出力パネル 13
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図 9 クエリツール-ツールバーの説明ボタン

1.2.3 グラフィカルタブ

Graphicalタブのアイコンにカーソルを合わせて、そのアイテムに関する情報を確認します。ポップアップウィ

ンドウに、選択したオブジェクトに関する情報が表示されます。JIT統計、トリガー、および概要については、右

上隅のアイコンにカーソルを合わせてください。必要に応じて、同様のポップアップウィンドウが表示されます。

EXPLAIN VERBOSEはグラフィカルに表示できないことに注意してください。

Explainキャンバスの左上隅にあるダウンロードボタンを使用して、プランを SVGファイルとしてダウンロー

ドします。InternetExplorerでは Download as SVG機能がサポートされていないことに注意してください。

図 10 クエリツール-説明タブ-グラフィカルプランタブ
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Explain analyzeに付随するクエリプランは、 Data Outputタブで利用できます。

1.2.4 分析タブ

Analysisタブには、プランの詳細が表形式で表示され、 explain.depsez.comで使用可能な形式に類似し

た形式が生成されます。表の各行は、 Explain Plan Nodeのデータを表します。出力には、ノード情報、排

他的タイミング、包括的タイミング、実際の行と計画された行、実際の行、計画された行、またはループが含まれ

る場合があります。行を選択すると、選択した行の子行にオレンジ色の点がマークされます。

合計クエリ時間の排他的/包括的タイミングの割合が次の場合:

90より大きい->赤

50より大きい->オレンジ（赤と黄色の間）

10より大きい->黄色

計画担当者が行数（実際と計画）を誤って推定した場合:

10回->黄色

100回->オレンジ（赤と黄色の間）色

1000回->赤色

図 11 クエリツール-説明タブ-分析タブ

1.2. データ出力パネル 15
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1.2.5 統計タブ

Statisticsタブには、2つのテーブルに情報が表示されます。

• Statistics per Node Typeは、各ノードタイプが参照された回数を示します。

• Statistics per Tableは、各テーブルがクエリによって参照された回数を示します。

図 12 クエリツール-[プランの説明]タブ-[統計]タブ

1.2.6 メッセージタブ

Messagesタブを使用して、最後に実行されたクエリに関する情報を表示します。

サーバーがエラーを返した場合、 Messagesタブにエラーメッセージが表示され、エラーの原因となった構文に

SQLエディターで下線が引かれます。クエリが成功すると、 Messagesタブにクエリの完了にかかった時間と取

得された行数が表示されます。
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図 13 クエリツール-出力エラー

図 14 クエリツール-[メッセージ]タブ

1.2.7 通知タブ

Notifications タブを使用して、クライアントプロセスが送信した可能性のある非同期通知の詳細を表示し

ます。

非同期通知イベントの記録時間、イベントまたはチャネルの名前、通知を送信したクライアントプロセスのプロセ

ス ID、通知とともに送信されたペイロード文字列などの詳細を確認できます。

1.2. データ出力パネル 17
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図 15 クエリツール-出力通知タブ

1.3 クエリ履歴パネル

Query Historyタブを使用して、現在のセッションのアクティビティを確認します。

図 16 クエリツール-クエリ履歴タブ

Query Historyタブには、最近のコマンドに関する情報が表示されます。

• クエリが呼び出された日時。

• クエリのテキスト。

• クエリによって返される行の数。

• サーバーがクエリを処理して結果セットを返すのにかかった時間。

• サーバーから返されたメッセージ（ Messagesタブには表示されません）。

• クエリのソース（ツールバーに対応するアイコンで示されます）。
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pgAdminによって内部的に生成されたクエリを表示または非表示にできます（ View/Edit Dataまたは Save

Data操作中）。

Query Historyタブの内容を消去するには、 Clearドロップダウンメニューから Clear historyを選択

します。

クエリ履歴は、 Query Tool モードで実行している場合、ユーザーごとに各データベースのセッションにわ

たって維持されます。 View/Edit Data モードでは、履歴は保持されません。デフォルトでは、最後の 20 個

のクエリが各データベースに保存されます。これは、 MAX_QUERY_HIST_STORED の値を上書きすることで

config_local.pyで調整できます。

1.3. クエリ履歴パネル 19
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1.4 接続状態

Connection status機能を使用して、クエリツールのステータスアイコンをクリックして、現在の接続とトラ

ンザクションのステータスを表示します。

図 17 クエリツール-接続ステータスボタン

1.5 マクロ

クエリツールマクロを使用すると、キーを 1回押すだけで定義済みの SQLクエリを実行できます。事前定義され

たクエリには、プレースホルダー$SELECTION$を含めることができます。マクロを実行すると、プレースホル

ダーはクエリツールのクエリエディターペインで現在選択されているテキストに置き換えられます。

マクロを作成するには、クエリツール*の*マクロ*メニューから*マクロの管理オプションを選択します。使用す

るキーを選択し、マクロの名前とクエリ（オプションで選択プレースホルダーを含む）を入力し、[保存]ボタンを

クリックしてマクロを保存します。
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マクロをクリアするには、[マクロの管理]ダイアログでマクロを選択し、[クリア]ボタンをクリックします。

サーバーは、マクロをクリアするための確認を求めます。

1.5. マクロ 21
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すべてのマクロをクリアするには、キーの左側にある [クリア]ボタンをクリックします。サーバーは、すべての行

をクリアするための確認を求めます。

マクロを実行するには、適切なショートカットキーを選択するか、マクロメニューから選択します。
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The PEM Schema Diff Tool

Schema Diffは、2つのデータベーススキーマ間でスキーマオブジェクトを比較できる機能です。 Toolsメニュー

を使用して、スキーマ差分にアクセスします。

SchemaDiff機能を使用すると、次のことができます。

• データベーススキーマを比較および同期します（ソースからターゲットへ）。

• データベーススキーマ間の違いを視覚化します。

• ターゲットスキーマオブジェクトの SQLステートメントの違いを一覧表示します。

• 同期スクリプトを生成します。

Note -ソースデータベースとターゲットデータベースは同じメジャーバージョンである必要があります。

Toolsメニューの下の Schema Diffをクリックして、選択パネルを開きます。比較するソースサーバーとター

ゲットサーバー、データベース、およびスキーマを選択します。オブジェクトを選択したら、 Compareボタンを

クリックします。

個々のタブで Schema Diffの複数のコピーを同時に開くことができます。タブを閉じるには、タブバーの右上

隅にある Xをクリックします。

Preferences ダイアログを使用して、 Schema Diff を新しいブラウザタブで開くかどうかを指定します。

Open in new browser tabオプションを trueに設定します。

Schema Diff パネルは 2 つのパネルに分かれています。 Object Comparison panel と DDL

Comparison panel。
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図 1 スキーマ差分ダイアログ

2.1 スキーマ差分オブジェクト比較パネル

オブジェクト比較パネルでは、比較する同じメジャーバージョン、データベース、スキーマのソースサーバーと

ターゲットサーバーを選択できます。接続されているか切断されているかに関係なく、ブラウザツリーの下にリス

トされているサーバーを選択できます。接続されていないサーバーを選択すると、サーバーを使用する前にパス

ワードの入力を求められます。

次に、比較するデータベースを選択します。データベースは同じでも異なっていてもかまいません（同じサーバー

内または異なるサーバーから）。

最後に、比較するソーススキーマとターゲットスキーマを選択します。

図 2 スキーマ差分ダイアログ-比較ボタン

サーバー、データベース、スキーマを選択したら、 Compareボタンをクリックして Comparison Resultを

取得します。
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図 3 スキーマ差分ダイアログ-比較結果

関数、マテリアライズドビュー、テーブル、トリガー関数、プロシージャ、およびビューのドロップダウンリスト

を使用して、すべてのスキーマオブジェクトの DDLステートメントを表示します。

オブジェクト比較パネルの右上隅には、 Filterオプションがあり、次の比較基準に基づいてスキーマオブジェ

クトをフィルタリングするために使用できます。

• Identical –同じ SQLステートメントを持つ両方のスキーマでオブジェクトが見つかった場合、比較結果

は同じです。

• Different –両方のスキーマでオブジェクトが見つかったが、SQLステートメントが異なる場合、比較結

果は異なります。

• Source Only –オブジェクトがターゲットスキーマではなくソーススキーマのみで見つかった場合、比較

結果はソースのみです。

• Target Only –オブジェクトがソーススキーマではなくターゲットスキーマのみで見つかった場合、比較

結果はターゲットのみです。

図 4 スキーマ差分ダイアログ-フィルターオプション

2.1. スキーマ差分オブジェクト比較パネル 27
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オブジェクト比較パネルでスキーマオブジェクトのいずれかをクリックすると、そのオブジェクトの DDLステー

トメントが DDL Comparisonパネルに表示されます。
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2.2 SchemaDiffDDL比較パネル

DDL Comparisonパネルには 3つの列が表示されます。

• 最初の列には、ソーススキーマのオブジェクトの DDLステートメントが表示されます。

• 2列目には、ターゲットスキーマのオブジェクトの DDLステートメントが表示されます。

• 3列目には、ターゲットスキーマオブジェクトの SQLステートメントの違いが表示されます。

図 5 スキーマ差分ダイアログ-DDL比較パネル

すべてのスキーマオブジェクトの DDLステートメントを確認して、SQLステートメントの違いを確認できます。

スキーマ差分ツールを使用して、ソーススキーマオブジェクトの SQLステートメントに基づいて、ターゲットス

キーマオブジェクトで見つかった差分の SQLスクリプトを生成することもできます。スクリプトを生成するには、

オブジェクト比較パネルでスキーマオブジェクトのチェックボックスを選択し、オブジェクト比較パネルの右上隅

にある Generate Scriptボタンをクリックします。

スキーマオブジェクトを選択し、 Generate Script ボタンをクリックして新しいタブで Query Tool を開

きます。 Query Editorに表示される SQLステートメントの違いが表示されます。

スキーマオブジェクトをクリックして DDL Comparison パネルで生成された差異を確認し、スキーマオブ

ジェクトのチェックボックスを選択していない場合、PEM は Query Tool を新しいタブで開き、SQL Query

Editorに表示されるステートメント。

Copyボタンを使用して、 DDL Comparisonパネルで生成された差異をコピーすることもできます。

2.2. SchemaDiffDDL比較パネル 29
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図 6 スキーマ差分ダイアログ-スクリプト生成ボタン

図 7 スキーマ差分ダイアログ-スクリプトの生成-クエリエディター

ターゲットスキーマの SQLステートメントを適用して、スキーマを同期します。

30 第 2 章 The PEM Schema Diff Tool



31

第 3章

パフォーマンスの監視と管理

PEMには、すべての管理対象サーバーのエンタープライズ全体のパフォーマンス監視を実装する組み込み機能が

含まれています。PEMのさまざまなパフォーマンスモニタリングの側面の多くの側面をカスタマイズできますが、

製品に付属してすぐに使用できる推奨デフォルトを受け入れることもできます。

最上位のダッシュボードは Global Overviewです。グローバル概要には、PEMサーバーによって監視されて

いるすべてのサーバーとエージェントのステータス概要、監視対象サーバーのリスト、および現在トリガーされて

いるアラートの状態が表示されます。

3.1 ダッシュボードを使用してパフォーマンス情報を表示する

PEMは、多数のダッシュボードを通じてパフォーマンス統計を表示します。各ダッシュボードには、選択したオ

ブジェクトに関連する統計を表示するチャート、グラフ、および表を含む一連の概要ビューが含まれます。

PEM クライアントは、PEM サーバーに接続すると Global Overview ダッシュボードを表示します。追加の

ダッシュボードは、監視対象オブジェクトに関する統計情報を提供します。これらには以下が含まれます。

Alerts Dashboard

アラートダッシュボードには、現在トリガーされているアラートが表示されます。グローバル概要から開く

と、ダッシュボードにはシステム上のすべての監視対象ノードの現在のアラートが表示されます。サーバー

内のノードから開くと、レポートはそのノードに関連するアラートと、ツリーコントロール内のそのオブ

ジェクトの下にあるすべての監視対象オブジェクトを反映します。

Audit Log Analysis dashboard

AdvancedServerユーザーの場合、監査ログ分析ダッシュボードを使用すると、監査ログと収集が有効になっ

ているインスタンスから収集された監査ログを参照できます。

Database Analysis dashboard

データベース分析ダッシュボードには、選択したデータベースのパフォーマンス統計が表示されます。
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図 1 グローバル概要ダッシュボード
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I/O Analysis dashboard

I/O分析ダッシュボードには、オブジェクト DMLアクティビティ、ログ操作など、さまざまな領域にわた

る I/Oアクティビティが表示されます。

Memory Analysis dashboard

メモリ分析ダッシュボードは、Postgresサーバーのさまざまなメモリ関連のメトリックに関する統計を提供

します。

Object Activity Analysis dashboard

オブジェクトアクティビティ分析ダッシュボードは、選択したデータベースのテーブル/インデックスのパ

フォーマンスの詳細を提供します。

Operating System Analysis dashboard

オペレーティングシステム分析ダッシュボードは、基盤となるマシンのオペレーティングシステムのパ

フォーマンスに関する情報を提供します。

Probe Log Analysis Dashboard

プローブログ分析ダッシュボードには、PEMエージェントから返されたエラーメッセージが表示されます。

Server Analysis dashboard

サーバー分析ダッシュボードは、選択した Postgresサーバーの全体的な操作に関する一般的なパフォーマン

ス情報を提供します。

Server Log Analysis dashboard

ServerLogAnalysis ダッシュボードを使用すると、PEM サーバーに保存されているサーバーログの内容を

フィルタリングおよび確認できます。

Session Activity Analysis dashboard

セッションアクティビティ分析ダッシュボードは、選択したサーバーのセッションワークロードとロックア

クティビティに関する情報を提供します

Session Waits Analysis dashboard

セッション待機分析ダッシュボードは、AdvancedServerセッションの現在の DRITA待機イベントの概要を

提供します。

Storage Analysis dashboard

ストレージ分析ダッシュボードには、テーブルスペースとオブジェクトのスペース関連のメトリックが表示

されます。

System Waits Analysis dashboard
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システム待機分析ダッシュボードには、AdvancedServerセッションのシステム待機情報のグラフィカルな

分析が表示されます。

Streaming Replication Analysis dashboard

StreamingReplicationAnalysis ダッシュボードには、監視対象サーバーのWAL アクティビティに関する統

計情報が表示され、フェールオーバーマネージャークラスターの状態を監視できます。

ダッシュボードを開くには 2つの方法があります。できること:

•「管理」メニューからアクセスできる Dashboardsメニューからアクティブなダッシュボード名を選択し

ます。

• ツリーコントロールで監視対象オブジェクトの名前を右クリックし、[ダッシュボード]メニューから確認す

るダッシュボードの名前を選択します。

各ダッシュボードは、クライアントウィンドウのメインパネルの Monitoring タブに表示されます。ダッシュ

ボードを開いた後、同じタブ内の他のダッシュボードに移動できます。

各ダッシュボードヘッダーには、他のダッシュボードに移動できるナビゲーションメニューが含まれています。ブ

ラウザの前後のアイコンを使用して、以前に表示したダッシュボードをスクロールします。更新アイコンを使用し

て、現在のダッシュボードを更新します。

Dashboard Configurationダイアログのオプションを使用すると、ダッシュボード上のすべての折れ線グラ

フのタイムラインをリンクできます。 Dashboard Configurationダイアログを開くには、ダッシュボード

のヘッダーに表示される設定アイコンをクリックします。

図 2 ダッシュボード設定ダイアログ

Dashboard Configurationダイアログのフィールドを使用して、ダッシュボードに表示されるチャートの属

性を制御します。

• すべての折れ線グラフのリンクタイムラインスライダーを有効に設定して、指定したタイムラインをダッ

シュボードに表示される折れ線グラフに適用することを示します。[無効]に設定すると、設定は後で使用で

きるように保持されますが、表示されるデータの量は変更されません。

• Daysセレクターを使用して、折れ線グラフに表示する収集データの日数を指定します。
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• Hour(s)セレクターを使用して、折れ線グラフに表示する収集データの時間数を指定します。

• このダッシュボードの構成を記憶するの横にあるチェックボックスをオンにして、カスタマイズされた期間

を現在のダッシュボードのみに適用することを示します。オフのままにすると、すべてのダッシュボードの

折れ線グラフに期間がグローバルに適用されます。

Dashboard Configurationダイアログで指定された設定は、現在のユーザーのセッションにのみ適用される

ことに注意してください。
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3.2 カスタムダッシュボードの管理

PEMは、多数のシステム定義のダッシュボードを通じてパフォーマンス統計を表示します。各ダッシュボードに

は、選択したオブジェクトに関連する統計を表示するチャート、グラフ、およびテーブルを含む一連のサマリー

ビューが含まれます。 Manage Dashboardsタブを使用して、システムに最も関連する情報を表示するカスタ

ムダッシュボードを作成および管理できます。

図 3 [ダッシュボードの管理]タブ

カスタムダッシュボードを作成するには、[ダッシュボードの管理]タブの [クイックリンク]セクションにある [0]

リンクをクリックします。

既存のダッシュボードを変更するには、ダッシュボード名の左側にある編集アイコンをクリックします。ダッシュ

ボードエディターが開き、ダッシュボードの定義が表示されます。ダッシュボードの定義の変更が終了したら、

Saveボタンをクリックして変更を保存します。 Cancelをクリックして、変更を保存せずに終了します。

ダッシュボードを削除するには、ダッシュボード名の左側にある削除アイコンをクリックします。ダッシュボード

を削除することを確認するポップアップが表示されます。 OKをクリックして、選択したダッシュボードを削除し

ます。
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3.2.1 カスタムダッシュボードの作成

PEMダッシュボードエディターを使用して、ユーザー定義のダッシュボードを作成または変更できます。カスタ

ムダッシュボードには、事前定義されたチャート、ユーザー定義のチャート、または事前定義されたチャートと

ユーザー定義のチャートの組み合わせが含まれます。

図 4 ダッシュボード作成エディター

Configureセクションのフィールドを使用して、ダッシュボードに関する一般情報を指定します。

• Nameフィールドにダッシュボードの名前を指定します。指定された名前は、タイトルが表示される場合、

ダッシュボードのタイトルにもなります。

• Levelドロップダウンリストボックスを使用して、ダッシュボードが表示される PEMクライアント内の

PEM階層のレベルを指定します。ダッシュボードには、グローバルレベル、エージェントレベル、サーバー

レベル、またはデータベースレベルのダッシュボードメニューからアクセスできます。リスト内の選択され

た各レベルは、カスタムダッシュボードのグラフの基になるメトリックの異なるセットを公開します。

• [説明]フィールドにダッシュボードの説明を入力します。

ダッシュボードを Opsダッシュボードとして使用する場合は、 Ops dashboard optionsボックスのフィー

ルドに情報を入力します。

• Ops Dashboard?フィールドを「はい」に設定して、Opsモニターに表示するためにフォーマットされた

ダッシュボードを作成するようサーバーに指示します。
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• Show Title?フィールドを「はい」に設定すると、Opsダッシュボードの上部にダッシュボード名が表

示されます。

• Fontドロップダウンリストボックスを使用して、タイトルのカスタムフォントスタイルを選択します。選

択したフォントスタイルがプレビューボックスに表示されます。

• Font size ドロップダウンリストボックスを使用して、タイトルのカスタムフォントサイズを選択しま

す。選択したフォントスタイルがプレビューボックスに表示されます。

Permissionsボックスを使用して、新しいダッシュボードを表示できるユーザーを指定します。

• Share with all sliderを「はい」に設定して、すべてのチームがダッシュボードにアクセスできる

ようにサーバーに指示するか、「すべてと共有」を「いいえ」に設定して、アクセス許可フィールドを有効に

します。

• Access permissions フィールドを使用して、新しいダッシュボードを表示できるロールを指定しま

す。フィールドをクリックし、ユーザーのリストから選択して、ダッシュボードにアクセスできるユーザー

のリストにロールを追加します。

Configure Dashboard セクションを完了したら、右上隅の矢印をクリックしてセクションを閉じ、

Dashboard Layout Designセクションにアクセスします。

図 5 セクションヘッダーの変更

セクションヘッダーの編集アイコンをクリックして、セクション名を指定します。次に、追加アイコン（+）をク
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リックして、セクションにグラフを追加します。

図 6 チャートの追加

各チャートカテゴリの右側にある矢印を使用して、使用可能なチャートを表示し、チャートを選択します。

図 7 チャートの配置の詳細を指定

チャート詳細セレクターを使用して、チャートの配置の詳細を指定します。

• Chart widthセレクターを使用して、チャートの幅を示します。50％を選択してダッシュボードの半分

にグラフを表示するか、100％を選択してダッシュボードの幅全体を使用します。

• Chart alignmentセレクターを使用して、セクション内のチャートの位置を示します。
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Leftを選択して、チャートを左揃えにすることを示します。

Centerを選択して、チャートを中央に配置することを示します。

Rightを選択して、チャートを右揃えにすることを示します。

テーブルは常に中央に表示されることに注意してください。

カスタムダッシュボードを作成または編集する場合、ドラッグアンドドロップを使用して、セクション内のチャー

トを再配置したり、チャートを別のセクションに移動したりできます。

別のグラフをダッシュボードに追加するには、セクションヘッダーの追加アイコン（+）をクリックします。ダッ

シュボードの編集が終了したら、 Saveボタンをクリックして編集内容を保存し、終了します。

変更を保存せずに終了するには、 Cancelボタンをクリックします。
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3.2.2 Opsダッシュボードの作成

PEM ダッシュボードエディターを使用して、Ops モニターでの表示用にフォーマットされたカスタムダッシュ

ボードを作成できます。Opsダッシュボードは、ヘッダー情報を省略し、余分なバナー、タイトル、および境界線

を最小限に抑えながら、指定されたチャートとグラフを表示します。

図 8 Opsダッシュボードオプション

Ops dashboard を作成するには、 Create Dashboard ダイアログの Ops dashboard options セク

ションに Ops表示に関する詳細情報を入力します。

• Ops Dashboard? フィールドを Yes に設定して、Ops モニターに表示するためにフォーマットされた

ダッシュボードを作成するようサーバーに指示します。

• Opsダッシュボードの上部にダッシュボード名を表示するには、Show Title?フィールドを Yesに設定

します。

• Fontドロップダウンリストボックスを使用して、タイトルのカスタムフォントスタイルを選択します。選

択したフォントスタイルが Previewボックスに表示されます。

• Font size ドロップダウンリストボックスを使用して、タイトルのカスタムフォントサイズを選択しま

す。選択したフォントスタイルが Previewボックスに表示されます。

Opsダッシュボードにグラフと表を追加したら、 Saveボタンをクリックして作業を保存します。その後、 New

Dashboardダイアログの Levelフィールドで指定された階層レベルのダッシュボードメニューをナビゲートし

て、ダッシュボードにアクセスできます。
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3.3 [チャートの管理]タブを使用する

Manage Chartsタブを使用して、カスタム折れ線グラフまたは表を作成または変更できるダイアログにアクセ

スしたり、CapacityManagerテンプレートをインポートしてカスタムチャートで使用したりできます。チャートを

定義した後、カスタムダッシュボードにチャートを表示できます。 Manage Chartsタブを開くには、PEMク

ライアントの Managementメニューから Manage Charts...を選択します。

図 9 [チャートの管理]タブ

Manage Chartsタブには Quick Linksメニューがあり、次のダイアログにアクセスできます。

• カスタムダッシュボードで使用する場合は Create a New Chart。

• カスタムチャートを作成するためのテンプレートとして使用する Import a Capacity Managerテン

プレート。

• オンライン Helpにアクセスします。

Custom Chartsテーブルには、ユーザー定義のチャートのリストが表示されます。チャートが新しく追加され

ると、フォントは緑色で表示されます。追加のグラフを追加するか、画面を更新すると、グラフの名前が黒で表示

されます。

図 10 カスタムチャート表

Custom Chartsテーブルの右上隅にある検索ボックスを使用して、カスタムチャートを検索します。以下を指

定します:

• チャート名
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• 種類

• レベル

• メトリックスカテゴリ

Custom Chartsテーブルのチャート名の左側にあるアイコンを使用して、チャートを管理します。

• 編集アイコンをクリックして Chart Configurationウィザードを開き、グラフまたは表の側面を変更

します。

• 削除アイコンをクリックして、選択したチャートを削除します。
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3.3.1 カスタムチャートの作成

Manage Charts タブの Quick Links セクションにある Create New Chart アイコンをクリックして、

Create Chartウィザードを開きます。ウィザードは、新しいチャートを定義するために必要な手順をガイドし

ます。

図 11 チャートに関する一般情報の指定

Configure Chartダイアログのフィールドを使用して、チャートに関する一般情報を指定します。

• Nameフィールドにチャートの名前を指定します。

• Categoryフィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、このチャートが表示されるカテゴリ

を指定します。カスタムダッシュボードにカスタムチャートを追加すると、指定したカテゴリで選択するた

めにチャートが表示されます。

• Typeフィールドのラジオボタンを使用して、チャートが Line chartと Tableのどちらになるかを指

定します。

• Descriptionフィールドにチャートの説明を入力します。説明は、情報アイコンをクリックすると、グ

ラフを表示するユーザー（カスタムダッシュボード）に表示されます。

Configure Chartダイアログのフィールドに入力したら、 Nextをクリックして続行します。

Select Metricsダイアログのフィールドを使用して、チャートに表示されるメトリックを選択します。

44 第 3 章パフォーマンスの監視と管理



Postgres Enterprise Manager, リリース 8.0

図 12 表示されるメトリックの指定

• Metric levelドロップダウンリストボックスを使用して、メトリックを選択する PEM階層のレベルを

指定します。エージェント、データベース、またはサーバーを指定できます。各レベルは、プローブとメト

リックの一意のセットへのアクセスを提供します。

• [使用可能なメトリック]ボックスのツリーコントロールを使用して、チャートに表示されるメトリックを選

択します。

テーブルを作成する場合、1 つのプローブからメトリックのみを選択できます。ツリーコントロールの各

ノードには、単一のプローブによって返されるメトリックがリストされます。ツリーコントロールのノード

を展開し、メトリック名の左側のボックスをオンにして、そのメトリックデータをテーブルに含めます。

折れ線グラフを作成している場合は、ツリーコントロールのノードを展開し、グラフに含める各メトリック

をダブルクリックします。

• [選択した指標]パネルのフィールドを使用して、グラフでの指標データの表示方法を指定します。選択パネ

ルには、メトリックの名前が（変更不可能な）メトリック [プローブ]列に表示されます。次のことができ

ます。

– ごみ箱アイコンをクリックして、選択したメトリックのリストからメトリックを削除します。

– Selection Criteria列のドロップダウンリストボックスを使用して、表示されるデータの順序を

指定します。

– Limitフィールドを使用して、表の行数またはグラフの行数を指定します。
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チャートで許可される最大行数は 32です。

テーブルで許可される行の最大数は 100です。

• 折れ線グラフを作成する場合、PEMは階層間のメトリックの比較をサポートします。

– compare icon をクリックして選択ボックスを開き、1 つ以上のプローブ固有の属性（CPU、イン

ターフェース、データベースなど）を選択してチャートで比較できるようにします。

– copyアイコンをクリックして、選択内容を同じプローブのすべてのメトリックに適用します。ポップ

アップが開いたら、 Yes をクリックして同じプローブの他の選択が上書きされることを確認するか、

Noをクリックして属性をコピーせずにポップアップを終了します。

Select Metricsダイアログのフィールドに入力したら、 Nextをクリックして続行します。

図 13 グラフオプションの指定

Set Optionsダイアログのフィールドを使用して、グラフの表示オプションを指定します。

• Auto Refreshフィールドを使用して、チャートの更新間隔を分単位で指定します-1～120の値を選択し

ます。デフォルトの自動更新間隔は 2分です。

折れ線グラフのオプション見出しの下にあるフィールドを使用して、折れ線グラフの表示設定を指定します。

• Points to plotフィールドを使用して、チャートにプロットされるポイントの最大数を指定します。

• 履歴スパンラベルの右側のフィールドを使用して、チャートに表示する履歴データの量を指定します。
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Day(s)フィールドを使用して、チャートに含める履歴データの日数を指定します。

Hour(s)フィールドを使用して、チャートに含める履歴データの時間数を指定します。

Minute(s)フィールドを使用して、チャートに含める履歴データの分数を指定します。

Data extrapolationボックスのフィールドを使用して、PEMが履歴データに基づいて外挿データを生成す

るかどうかを指定します。

• No Extrapolationラベルをクリックして、外挿データをチャートから除外します。

• Spanラベルをクリックして、「日」および「時間」セレクターを使用して、チャート上のメトリックが及ぶ

期間を指定します。

• Thresholdラベルをクリックして、しきい値セレクターを使用してチャートの最大値または最小値を指定

します。

Set Optionsダイアログのフィールドに入力したら、 Nextをクリックして続行します。

図 14 アクセス許可の指定

Set Permissionsダイアログのフィールドを使用して、グラフの表示オプションを指定します。

• Share with all slider を Yes に設定して、すべての許可ユーザーがグラフを使用できることを示

すか、 Noを設定して、アクセス許可フィールドで指定されたユーザーまたはグループへのアクセスを制限

します。

• Access permissionsフィールドを使用して、チャートにアクセスするグループを選択します。
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図 15 グラフの定義は [グラフの管理]タブに表示されます

チャートの定義が終了したら、 Finishをクリックして編集内容を保存し、 Manage Chartsタブのリストに

チャートを追加します。
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3.3.2 キャパシティマネージャテンプレートのインポート

Manage Chartsタブのクイックリンクセクションにある Import Capacity Manager Templateアイコ

ンをクリックして Create Chart ダイアログを開き、CapacityManager テンプレートをチャートまたは表の開

始点として使用します。

図 16 CapacityManagerテンプレートのインポート

Create Chartダイアログが開いたら、カスタムチャートに関する情報を入力します。

• Import capacity template フィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、チャートの

ベースとなるテンプレートの名前を選択します。

• Nameフィールドにチャートの名前を指定します。

• Categoryフィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、このチャートが表示されるカテゴリ

を指定します。カスタムチャートをカスタムダッシュボードに追加すると、指定したカテゴリで選択するた

めにチャートが表示されます。

• Typeフィールドのラジオボタンを使用して、チャートが Line chartと Tableのどちらになるかを指

定します。

• Descriptionフィールドにチャートの説明を入力します。説明は、情報アイコンをクリックすると、グ
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ラフを表示するユーザー（カスタムダッシュボード）に表示されます。

Nextをクリックして、「メトリックの選択」ダイアログに進みます。

図 17 テンプレートの指標

Select Metricsウィンドウでは、選択したテンプレートで指定されたメトリックを確認できます。チャート

エディターの下部パネルには、チャートに含まれるメトリックが表示されます。チャートに含まれるメトリック

は、チャートエディターでは変更できません。メトリックを変更するには、CapacityManagerユーティリティを使

用してテンプレートを更新する必要があります。

メトリックを確認したら、 Nextをクリックして「オプションの設定」ダイアログに進みます。

Set Optionsウィンドウのフィールドを使用して、グラフの表示オプションを指定します。

• Auto Refreshフィールドを使用して、チャートの更新間隔を分単位で指定します-1～120の値を選択し

ます。デフォルトの自動更新間隔は 2分です。

Data extrapolationボックスのフィールドを使用して、チャートでカバーされる期間を指定します。次のい

ずれかを実行できます。

• Historical days and extrapolated daysラベルをクリックして、以下を提供します。

– Historicalフィールドにグラフ化する必要がある履歴データの日数。
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図 18 チャートオプションの選択

– Extrapolatedフィールドにチャート化する予定の日数。

• または、履歴日としきい値のラベルをクリックして、次の情報を提供します。

– Historicalフィールドにグラフ化する必要がある履歴データの日数

– チャートが終了する threshold値。

[オプションの設定]ウィンドウが完了したら、[0]をクリックして続行します。

Set Permissionsウィンドウのフィールドを使用して、グラフの表示オプションを指定します。

• Share with all sliderを「はい」に設定すると、すべての許可ユーザーがグラフを使用できること

を示し、「いいえ」に設定すると、「アクセス許可」フィールドで指定されたユーザーまたはグループへのア

クセスが制限されます。

• Access permissionsフィールドを使用して、チャートにアクセスするグループを選択します。

チャートの定義が終了したら、 Finishをクリックして編集内容を保存し、 Manage Chartsタブのリストに

チャートを追加します。
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図 19 チャートの権限の選択

3.4 プローブ

probe は、PEM エージェントによって監視されているデータベースオブジェクトに関する情報を取得するスケ

ジュールされたタスクです。PEMは収集した情報を使用して、各ホームページに表示されるグラフを作成します。

Manage Probesタブ（ Managementメニューからアクセス）を使用すると、データ収集スケジュールと、特

定のプローブから返された情報を PEMが保持する期間を変更できます。

特に明記しない限り、PostgresEnterpriseManager™は以下の表にリストされているプローブを有効にします。
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プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

バックグラウンドライターの統計 このプローブは、バックグラウン

ドライターに関する情報を監視し

ます。次の情報が含まれます。

• 時限チェックポイントの数

• 要求されたチェックポイン

トの数

• 書き込まれたバッファーの

数（チェックポイントごと）

• 書き込まれたバッファーの

数（バックグラウンドライ

ターによる）

• バックグラウンドライター

のサイクル数

• 書き込まれたバックグラウ

ンドバッファの数

• 割り当てられたバッファの

数

サーバー

ブロックされたセッション情報 このプローブは、ブロックされた

セッションに関する情報を返しま

す。

サーバー

CPU使用率 このプローブは、CPU 使用率情報

を監視します。

エージェント

データとログファイルの分析 このプローブは、ログファイルに

関する情報を監視します。次の情

報が含まれます。

• ログファイルの名前

• ログファイルが存在するデ

ィレクトリ

サーバー

データベース凍結 XID このプローブは、各データベース

の凍結された XIDを監視します。

サーバー

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

データベースサイズ このプローブは、監視対象データ

ベースのサイズに関する情報を監

視します。次の情報が含まれます。

• 情報が収集された時間

• データベース名

• データベースのサイズ（MB

単位）

サーバー

データベース統計 このプローブは、データベース統

計を監視します。次の情報が含ま

れます。

• バックエンドの数

• コミットされたトランザク

ションの数

• ロールバックされたトラン

ザクションの数

• 読み取られたブロックの数

• ヒットしたブロックの数

• 返された行の数

• フェッチされた行の数

• 挿入された行の数

• 更新された行の数

• 削除された行の数

サーバー

ディスクビジー情報 このプローブは、ディスクアクティ

ビティに関する情報を監視します。

• Note: このプローブは、Ma-

cOSX、Solaris、または HP-

UX ではサポートされてい

ません

エージェント

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

ディスク容量 このプローブは、ディスク容量の使

用状況に関する情報を監視します。

次の情報が含まれます。

• 使用されているディスク容

量

• 利用可能なディスク容量

エージェント

EDB監査構成 このプローブは、PostgresPlusAd-

vancedServer の監査ログ設定を監

視します。

サーバー

フェールオーバーマネージャーク

ラスター情報

このプローブは、フェールオーバー

マネージャークラスターを監視

し、クラスターに関する情報を返

します。フェールオーバーマネー

ジャーバイナリのクラスター名と

パスが [サーバーのプロパティ] ダ

イアログで指定されない限り、こ

のプローブは無効になります。

サーバー

フェールオーバーマネージャー

ノードの状態

このプローブは、フェールオーバー

マネージャークラスターを監視し、

クラスター内の各ノードに関す

る詳細を返します。フェールオー

バーマネージャーバイナリのクラ

スター名とパスが [サーバーのプロ

パティ]ダイアログで指定されない

限り、このプローブは無効になり

ます。

サーバー

関数統計 このプローブはデータベースを監

視し、機能に関する情報を取得し

ます。次の情報が含まれます。

• 関数名

• 引数のタイプ

• 戻り値

データベース

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

インデックスサイズ このプローブはデータベースを監

視し、インデックスに関する情報

を取得します。次の情報が含まれ

ます。

• インデックスの名前

• データが収集された時間

• インデックスのサイズ（MB

単位）

データベース

インデックス統計 このプローブは、インデックス統

計を監視します。次の情報が含ま

れます。

• インデックススキャンの数

• 読み取られた行の数

• フェッチされた行の数

• 読み取られたブロックの数

• ヒットしたブロックの数

データベース

インストール済みパッケージ このプローブは、現在インストー

ルされているパッケージを監視し

ます。収集される情報は次のとお

りです。

• インストールされたパッ

ケージの名前

• インストールされたパッ

ケージのバージョン

• プローブが実行された日時

エージェント

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

IO分析 このプローブは、ディスク I/O情報

を監視します。情報には以下が含

まれます。

• 読み取られたブロックの数

• 書き込まれたブロックの数

• プローブが実行された日時

• Note: このプローブは Ma-

cOSX ではサポートされて

いません

エージェント

負荷平均 このプローブは、CPU の負荷平均

を監視します。次の情報が含まれ

ます。

• 1分間の平均負荷

• 5分間の負荷平均

• 15分間の平均負荷

• Note: このプローブは Win-

dowsではサポートされてい

ません

エージェント

ロック情報 このプローブはロック情報を監視

します。次の情報が含まれます。

• データベース名

• ロックタイプ

• ロックモード

• ロックを保持しているプロ

セス

サーバー

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

メモリ使用量 このプローブは、システムメモリ

使用量に関する情報を監視します。

次の情報が含まれます。

• 合計 RAM（MB）

• MB単位の空き RAM

• MB 単位の合計スワップメ

モリ

• MB 単位の空きスワップメ

モリ

• 共有システムメモリ（MB単

位）（データベースサーバー

のメモリパラメータを調整

するためにチューニングウ

ィザードで使用されます）

– Windows 以外のシステ

ムでは、 shmmax 値

であり、/proc/sys/

kernel/shmmaxから

読み取られます

– Windows では、総メモ

リと同じです。

エージェント

ネットワーク統計 このプローブは、ネットワーク統

計を監視します。次の情報が含ま

れます。

• インターフェイスの IPアド

レス

• 送信されたパケットの数

• 受信したパケットの数

• 送信されたバイト数

• 受信したバイト数

• リンク速度（MB/秒）

エージェント

準備されたトランザクションの数 このプローブは、準備されたトラ

ンザクションの数を保存します。

サーバー

WALファイルの数 このプローブは、WALファイルの

数を監視します。

サーバー

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

オブジェクトカタログ:データベー

ス

このプローブは、データベースと

そのプロパティのリストを監視し

ます。情報には以下が含まれます。

• データベース名

• データベースのエンコード

タイプ

• データベースでユーザー接

続またはシステム接続が許

可されている場合

サーバー

オブジェクトカタログ:外部キー このプローブは、外部キーとその

プロパティのリストを監視します。

次の情報が含まれます。

• 外部キーを含むテーブルの

名前

• 外部キーが参照するテーブ

ルの名前

• テーブルが存在するデータ

ベースの名前

• テーブルが存在するスキー

マの名前

スキーマ

オブジェクトカタログ:機能 このプローブは、関数とそのプロ

パティのリストを監視します。次

の情報が含まれます。

• 関数の名前

• 関数が存在するスキーマの

名前

• 関数が存在するデータベー

スの名前

スキーマ

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

オブジェクトカタログ:インデック

ス

このプローブは、インデックスと

そのプロパティのリストを監視し

ます。次の情報が含まれます。

• インデックスの名前

• インデックスが関連付けら

れているテーブルの名前

• インデックステーブルが存

在するデータベースの名前

スキーマ

オブジェクトカタログ:スキーマ このプローブは、スキーマのリス

ト、およびそれらに関連付けられ

ているデータベースとサーバーを

監視します。

データベース

オブジェクトカタログ:シーケンス このプローブは、シーケンスとその

プロパティのリストを監視します。

スキーマ

オブジェクトカタログ:テーブル このプローブは、テーブル情報の

リストを監視します。次の情報が

含まれます。

• テーブル名

• テーブルが存在するスキー

マの名前

• スキーマが存在するデータ

ベースの名前

• テーブルに主キーがあるか

どうかを示すブールインジ

ケーター

スキーマ

オブジェクトカタログ:テーブルス

ペース

このプローブは、テーブルスペー

スのリストを監視します。

サーバー

オペレーティングシステム情報 このプローブは、オペレーティン

グシステムの詳細と起動時間を監

視します。

エージェント

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

パッケージカタログ このプローブは、現在インストー

ルに使用可能なパッケージを監視

します。収集される情報は次のと

おりです。

• パッケージ名

• パッケージのバージョン

エージェント

PGHBAConf このプローブは、認証設定情報を監視します| pg_hba.confファイルを

サーバーします。|

サーバー情報 このプローブは、サーバーに関す

る情報を監視します。

サーバー

セッション情報 このプローブは、セッション情報

を監視します。次の情報が含まれ

ます。

• セッションユーザーの名前

• セッションがサーバーに接

続した日付と時刻

• 情報が収集されたときのセ

ッションのステータス（ア

イドル、待機など）

• クライアントのアドレスと

ポート番号

サーバー

設定 このプローブは、現在 GUC変数に

割り当てられている値を監視しま

す。

サーバー

SQLプロテクト このプローブはサーバーを監視し、

SQL インジェクション攻撃に関す

る情報を取得します。

サーバー

Slonyレプリケーション このプローブは、Slonyを使用して

複製されたクラスターの遅延デー

タを監視します。

データベース

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

ストリーミングレプリケーション このプローブは、ストリーミング

レプリケーションを使用している

クラスターを監視し、以下に関す

る情報を取得します。

• 送信された Xlogロケーショ

ン（バイト単位）

• 書き込み Xlogの場所（バイ

ト単位）

• フラッシュ Xlogの場所（バ

イト単位）

• 再生 Xlogの場所（バイト単

位）

• Xlogラグ（セグメント）

• Xlogラグ（ページ単位）

サーバー

ストリーミングレプリケーション

の遅延時間

このプローブは、ストリーミング

レプリケーションを使用している

クラスターを監視し、以下に関す

る遅延情報を取得します。

• レプリケーションの遅延時

間（秒単位）

• レプリケーションの現在の

ステータス（実行中/一時停

止）

サーバー

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

ストリーミングレプリケーション

データベースの競合

このプローブは、ストリーミング

レプリケーションを使用している

データベースを監視し、発生した競

合に関する情報を取得します。こ

れには、次の理由でキャンセルさ

れたクエリに関する情報が含まれ

ます。

• ドロップ表領域の競合の数

• ロックタイムアウトの競合

の数

• 古いスナップショットの競

合の数

• 固定されたバッファーの競

合の数

• デッドロック競合の数

サーバー

テーブル膨張 このプローブは、現在のテーブル

の膨張に関する情報を監視します。

次の情報が含まれます。

• テーブルの名前

• テーブルが存在するスキー

マの名前

• 推定ページ数

• 無駄なページの推定数

• 行ごとの推定バイト数

データベース

テーブル凍結 XID このプローブは、各テーブルの凍

結された XIDを監視します。

スキーマ

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

テーブルサイズ このプローブは、テーブルサイズ

に関する情報を監視します。次の

情報が含まれます。

• テーブルサイズ（MB単位）

• 合計インデックスサイズ

（MB単位）

• インデックスと TOAST を

含む合計テーブルサイズ

（MB単位）

データベース

テーブル統計 このプローブは、テーブル統計を監

視します。次の情報が含まれます。

• 順次スキャンの数

• 順次スキャン行の数

• インデックススキャンの数

• インデックススキャン行の

数

• 挿入された行の数

• 更新された行の数

• 削除された行の数

• ライブ行の数

• デッド行の数

• 最後の VACUUM

• 最後の自動バキューム

• 最後の分析

• 最後の自動分析

• ANALYZE が推定したペー

ジ数

• ANALYZE によって推定さ

れた行数

データベース

表領域サイズ このプローブは、テーブルスペー

スとそのサイズのリストを監視し

ます。

サーバー

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 プローブ設定レベル

ユーザー情報 このプローブは、現在のユーザー

のリストを監視します。格納され

る情報は次のとおりです。

• ユーザー名

• ユーザーの種類（スーパー

ユーザーと非スーパーユー

ザー）

• ユーザーが接続されている

サーバー

サーバー

WALアーカイブステータス このプローブは、WALアーカイブ

のステータスを監視します。格納

される情報は次のとおりです。

• 完了した WAL アーカイブ

の数

• 保留中の WAL アーカイブ

の数

• 最終アーカイブ時間

• WALアーカイブの数が失敗

しました

• 最後の失敗の時刻

サーバー

xDBレプリケーション このプローブは、xDB レプリケー

ションを使用してレプリケートさ

れたクラスターのラグデータを監

視します。

データベース
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3.5 プローブのカスタマイズ

プローブは、特定の監視対象オブジェクトに関するパフォーマンスメトリックのセットを返すスケジュールされた

タスクです。プローブは、監視対象のサーバー、データベース、オペレーティングシステム、またはエージェント

から統計を取得します。 Manage Probesタブを使用して、デフォルト設定を上書きし、各プローブの動作をカ

スタマイズできます。

Manage Probesタブを開くには、Managementメニューから Manage Probes...を選択します。PEMク

ライアントで Manage Probesタブが開きます。

図 20 [プローブの管理]タブ
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Manage Probesタブには、プローブの作成と管理に使用できる一連のクイックリンクがあります。

• Manage Custom Probesアイコンをクリックして Custom Probesタブを開き、カスタムプローブを

作成または変更します。

• Copy Probesアイコンをクリックして [プローブのコピー]ダイアログを開き、現在選択されているオブ

ジェクトから 1つ以上の監視対象オブジェクトにプローブ設定をコピーします。

プローブは、特定のオブジェクトタイプ（サーバー、データベース、データベースオブジェクト、またはエージェ

ント）ごとに一意のメトリックセットを監視します。ツリーコントロールでオブジェクトの名前を選択して、その

オブジェクトのプローブを確認します。

プローブに関連付けられたプロパティを変更するには、プローブの名前を強調表示し、[プローブ]テーブルに表示

される設定をカスタマイズします。

• Execution Frequency列の Defaultスイッチを Nに移動して、分と秒のセレクターを有効にし、プ

ローブの実行間の時間の長さのデフォルト以外の値を指定します。

• Enabled?列の Defaultスイッチを Noに移動して、プローブの状態を変更し、プローブがアクティブ

かどうかを示します。

注釈: 無効化されたプローブからのデータがチャートで使用される場合、チャートの左上隅に情報アイコンが表示
され、提供されたリンクをクリックしてプローブを有効にできます。

• Data Retention 列の Default スイッチを No に移動して「日」フィールドを有効にし、プローブに

よって収集された情報が PEMサーバーに保存される日数を指定します。

Manage Probesタブには、現在のノードから変更できないプローブに関する情報が表示される場合があります。

現在のダイアログからプローブを変更できない場合、スイッチは無効になります。一般に、無効なプローブは、

PEMクライアントツリーコントロールの階層の上位にあるノードから変更できます。ツリーコントロールで別の

オブジェクトを選択して、 Manage Probesタブで表示または有効にするプローブを変更します。
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3.5.1 カスタムプローブの作成

PEM Custom Probesタブを使用して、新しいプローブを作成したり、既存のユーザー定義プローブを変更した

りできます。 Custom Probesタブを開くには、Manage Probesタブから Manage Custom Probes...

アイコンを選択します。

図 21 カスタムプローブダイアログ

Show System Probes?スイッチを使用して、 Custom Probesタブのシステムプローブを表示または非表

示にします。

Custom Probesタブを使用して、新しいプローブを作成したり、既存のプローブを変更したりできます。新し

いプローブを作成するには、タブの右上隅にある Addアイコンをクリックします。 Probe Name列に新しいプ

ローブの名前を入力します。次に、 Editアイコン（プローブ名の左側にある）を選択して、プローブ定義を確認

または追加します。

Generalタブのフィールドを使用して、既存のプローブの定義を変更するか、新しいプローブのプロパティを指

定します。

• Probe Nameフィールドを使用して、新しいプローブの名前を指定します。

• Collection methodフィールドを使用して、プローブタイプを指定します。ドロップダウンリストボッ

クスを使用して、以下を選択します。

– SQL-プローブは SQLステートメントを介して情報を収集します。

– WMI-プローブは、WindowsManagementInstrumentation拡張を介して情報を収集します。

– バッチ-プローブはコマンドスクリプトまたはシェルスクリプトを使用して情報を収集します。

Linux シ ス テ ム で バ ッ チ プ ロ ー ブ を 作 成 す る 前 に 、 agent.cfg フ ァ イ ル を 変 更 し 、

allow_batch_probes パラメーターを true に設定して、PEM エージェントを再起動する必要が

あります。 agent.cfgファイルは、次のディレクトリのいずれかにあります。
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図 22 カスタムプローブの定義-[全般]タブ

– グラフィカルインストーラーを使用して PEM をインストールした場合:/opt/edb/pem/agent/

etc/agent.cfg

– RPMを使用して PEMをインストールした場合:/usr/edb/pem/agent/etc/agent.cfg

64ビットWindowsシステムでは、エージェントの設定はレジストリに保存されます。バッチプローブを作

成する前に、AllowBatchProbesレジストリエントリのレジストリエントリを変更し、PEMエージェン

トを再起動します。PEMレジストリエントリは HKEY_LOCAL_MACHINE/Software/Wow6432Node/

EnterpriseDB/PEM/agentにあります。

バッチプローブはプラットフォーム固有であることに注意してください。Batchの収集方法を指定する場合

は、Platformフィールドでプラットフォームタイプを指定する必要があります。

Linuxシステムでスクリプトを呼び出すには、 agent.cfgファイルの batch_script_userパラメー
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ターのエントリを変更し、スクリプトの実行に使用するユーザーを指定する必要があります。このパラメー

ターには、非 rootユーザーまたは rootを指定できます。ユーザーを指定しない場合、または指定したユー

ザーが存在しない場合、スクリプトは実行されません。ファイルを変更した後、エージェントを再起動し

ます。

Windowsシステムでスクリプトを呼び出すには、 AllowBatchJobStepsのレジストリエントリを true

に設定し、PEMエージェントを再起動します。

• Target Typeドロップダウンリストボックスを使用して、プローブが監視するオブジェクトタイプを選

択します。収集方法がWMIの場合、ターゲットタイプは無効になります。

• Minutesおよび Secondsセレクターを使用して、プローブがデータを収集する頻度を指定します。

• Probe Enable?スイッチを使用して、プローブがデフォルトで有効になっているかどうかを指定します。

デフォルトでプローブを有効にするには Yesを指定し、デフォルトでプローブを無効にするには Noを指定

します。

注釈: 無効化されたプローブからのデータがチャートで使用される場合、チャートの左上隅に情報アイコンが表示
され、提供されたリンクをクリックしてプローブを有効にできます。

• Data Retentionフィールドを使用して、収集された情報がプローブの履歴テーブルに保持される日数

を指定します。

• Discard from history の横にあるスイッチを使用して、サーバーがプローブの履歴テーブルを作成

するかどうかを指定します。 Yesを選択してプローブ履歴を破棄するか、 Noを選択してプローブ履歴を

テーブルに保持します。

• Platformドロップダウンリストボックスを使用して、プローブが監視するプラットフォームのタイプを

指定します。このフィールドは、Collectionメソッドが Batchの場合にのみ有効になります。

Columnsタブを使用して、プローブデータを保存する列を定義します。 Columnsタブに移動し、「右上」にあ

る Addボタンをクリックして新しい列を定義します。 Nameフィールドに列名を入力した後、 Editボタン（新

しい列名の左側）をクリックして、列に関する情報を提供します。

• Nameフィールドに列のわかりやすい名前を入力します。

• Internal Nameフィールドは、ユーザー定義のプローブでは有効になっていません。

• Column Typeドロップダウンリストボックスを使用して、列がキー列（主キー）か非キー列かを指定し

ます。非キー列は通常、メトリックアイテム（グラフ化できる値）です。

• Data Typeドロップダウンリストボックスを使用して、列に保存されるデータのタイプを指定します。

• Unit フィールドを使用して、列に格納されているメトリックに適用される測定単位を指定します。この

単位は、カスタムチャートまたは CapacityManagerチャートの Y軸に表示されます。これはオプションの

フィールドです。
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図 23 [カスタムプローブ]ダイアログの [列]タブ

• Graphable スイッチを使用して、定義されたメトリクスをグラフ化できるかどうか、および Capacity-

Manager または ManageCharts ダイアログからプローブにアクセスできるようにするかどうかを指定し

ます。

• Is PITスイッチを使用して、メトリックを特定の時点までに保存するかどうかを指定します。

「ポイントインタイム」メトリックは、任意の時点で変化する（増加または減少する）メトリックです。た

とえば、データベースサイズはポイントインタイムメトリックです。任意の時点で、データベースのサイズ

は変動します。ポイントインタイムではないメトリック（累積メトリックとも呼ばれる）は、サイズが常に
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時間とともに増加するメトリックです。たとえば、読み取りブロックと読み取りタプルは累積メトリックで

す。値は同じままか、増加します。

• Calculate PITスイッチを使用して、サーバーがメトリックデータの特定の時点の値を計算するように

指定します。 Is PITが Yesの場合、 Calculate PITは無効になります。

PEMでは、累積メトリックのポイントインタイム値も保存できます。PEMは、現在の値から累積メトリッ

クの最後に収集された値を減算し、その差を特定の時点の値として保存します。

図 24 カスタムプローブダイアログのコードタブ

Codeタブを使用して、プローブによって実行されるデフォルトコードを指定します。

• プローブが SQLプローブの場合、 Codeタブでプローブによって呼び出される SQL SELECTステートメ

ントを指定する必要があります。クエリによって返される列名は、 Columnsタブで指定された内部名と一

致する必要があります。クエリによって返される列の数、および列名、データ型などは、 Columnsタブで

指定された情報と一致する必要があります。

• プローブがバッチプローブの場合、プローブの実行時に呼び出されるシェルまたは.batスクリプトを指定す

る必要があります。スクリプトの出力は次のようになります。

最初の行には、 Columnsタブで提供される列の名前を含める必要があります。各列名はタブ（/t）文字で

区切る必要があります。2行目以降、各行にはタブ文字で区切られた各列のデータが含まれている必要があ

ります。

指定された列がキー列として定義されている場合、スクリプトが出力の行にわたってその列の重複データを

生成しないことを確認する必要があります。 Columnsタブで指定される列の数とその名前、データ型など

は、スクリプト出力の出力と一致する必要があります。

• プローブが WMI プローブの場合、WMI クエリを SELECT WMI クエリとして指定する必要があります。

SELECTステートメントで参照される列名は、 Columnタブで指定された対応する列の名前と同じである

必要があります。クエリによって返される列名は、 Columnタブで指定された Internal Nameと一致
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する必要があります。クエリによって返される列の数、列名、データ型などは、[列]タブで指定された情報

と一致する必要があります。

図 25 カスタムプローブダイアログの代替コードタブ

Alternate Codeタブを使用して、特定のバージョンのサーバーでプローブが起動した場合に呼び出されるコー

ドを提供します。バージョン固有のコードを提供するには、 Applies to any server version?スイッチ

を Noに移動し、 Addボタンをクリックします。次に、 Database Version(s)ドロップダウンリストボック

スを使用してバージョンを選択し、 Editボタン（バージョン名の左側）をクリックして、プローブの起動時に実

行されるコードを提供します。

データベースバージョンを選択し、 Probe Code列を空白のままにすると、PEMは、そのバージョンに一致す

るサーバーでプローブが実行されるときに Codeタブで指定されたコードを呼び出します。

プローブの定義が終了したら、 Saveアイコン（ Custom Probesタブの隅）をクリックして定義を保存し、カ

スタムチャートおよびグラフでプローブデータを使用できるようにします。
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3.5.2 プローブの削除

Deleteアイコン（プローブ名の左側にあります）を使用して、ユーザー定義のプローブを削除します。プローブ

を削除すると、プローブは削除のマークが付けられ、後で削除されます（カスタムプローブが削除された場合）。

削除中に、プローブ定義が削除され、対応するテーブルが pemdataおよび pemhistoryスキーマから削除され

ます。

システムプローブは、PEMが提供する組み込みプローブであり、PEMスキーマの一部です。システムプローブを

削除しようとすると、PEMクライアントに通知が表示され、プローブを削除できないことが通知されます。

図 26 システムプローブを削除しよう
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3.5.3 プローブのコピー

Copy Probe Configuration... ダイアログを使用して、1 つの監視対象オブジェクトから同じタイプの

1 つ以上の監視対象オブジェクトにプローブ定義をコピーできます。 Copy Probe Configuration... ダ

イアログを開くには、PEM クライアントツリーコントロールでプローブのコピー元のオブジェクトを強調表示

し、 Managementメニューから Manage Probesを選択します。 Manage Probesタブが開いたら、 Copy

Probeをクリックして Copy Probe Configurationダイアログを開きます。

図 27 プローブ設定のコピーツリーコントロール

このダイアログは、[プローブ設定のコピー]ダイアログを開いたオブジェクトから、ツリーコントロールで選択し

た場所にプローブ定義をコピーします。

Copy Probe Configurationツリーコントロールで親ノードを指定した場合、PEMは、プローブコントロー

ルをツリーコントロールのそのノードの下にある各オブジェクト（同じタイプ）にコピーすることに注意してくだ

さい。たとえば、1つのスキーマからデータベース内にあるすべてのスキーマにプローブ定義をコピーするには、

ターゲットスキーマの親データベースのみを選択します。そのオブジェクトがコピーされているプローブのソース

である場合、リストされたターゲットオブジェクトの名前の左に赤い警告記号が表示されることに注意してくだ

さい。

1つまたは複数のターゲットオブジェクトを選択したら、 Configure Probesボタンをクリックして、ダイア

ログで選択した場所にプローブ定義をコピーします。
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3.6 アラート

PEM は登録されたサーバーを継続的に監視し、パフォーマンスメトリックを各統計の良好または許容可能なパ

フォーマンスを構成する事前定義されたユーザー指定のしきい値と比較します。許容可能なしきい値から逸脱する

と、アラートがトリガーされます。アラートは、PEMがシステム統計と比較するシステム定義またはユーザー定

義の条件セットです。アラートは、注意が必要な登録済みサーバーの状態に注意を促します。

Reviewing alerts on the Global Overview

システム統計がその統計に指定された境界から逸脱すると、アラートがトリガーされ、高（赤）、低（黄）、または

中（オレンジ）の重大度警告が Alert Statusテーブルの左端の列に表示されます Global Overviewダッ

シュボード。

図 28 アラートステータステーブル

PEMサーバーには、サーバーをアクティブに監視している事前定義のアラートが多数含まれています。アラート

定義によりアラートの原因に関する詳細が利用可能になった場合、重大度警告の右側の下矢印をクリックして、ア

ラートをトリガーした条件に関する詳細情報を含むダイアログにアクセスできます。

PEMは、カスタマイズされたアラートを作成できるインターフェイスも提供します。各アラートは、アラートテ

ンプレートで定義されたメトリックを使用します。アラートテンプレートは、サーバーがリソースまたはメトリッ

クの統計を評価する方法を定義します。PEMサーバーには、事前定義されたいくつかのアラートテンプレートが

含まれていますが、カスタムアラートテンプレートを作成することもできます。
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図 29 アラートの詳細

3.6.1 アラートダッシュボードの使用

Dashboardsメニュー（ Monitoringタブ）を使用して Alertsダッシュボードにアクセスします。 Alerts

ダッシュボードには、アクティブなアラートの概要と各アラートのステータスが表示されます。

図 30 アラートダッシュボード

Alerts Dashboardヘッダーには、ダッシュボードが最後に更新された日付と時刻、および現在のアラートの
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数が表示されます。

Alerts Overviewセクションには、アクティブなアラートのグラフィック表現と、現在の高、低、および中の

アラートの数が表示されます。グラフの左側の垂直バーは、各列に表示されるアラートの数を提供します。バーに

カーソルを合わせると、選択されたアラート重大度のアラートカウントがグラフの右上隅に表示されます。

Alert Detailsテーブルには、現在トリガーされているアラートのリストが表示されます。エントリは、重大

度の高いものから低いものへ優先順位付けされます。各エントリには、アラートを識別し、アラートをトリガーし

た条件を認識するための情報が含まれています。アラートの名前をクリックして、アラート定義に関する詳細情報

を確認します。

Alert Errorsテーブルには、構成関連のエラーが表示されます（たとえば、誤って必要なプローブを無効にし

たり、アラートパラメータを不適切に構成したりする）。[エラーメッセージ]列に表示される情報を使用して、エ

ラーの原因となっている競合を特定して解決できます。

Customizing the Alerts Dashboard

アラートダッシュボードに表示されるテーブルとチャートをカスタマイズできます。テーブルまたはチャートをカ

スタマイズするには、右上隅にある設定アイコンをクリックします。

図 31 チャートのカスタマイズ

[グラフ構成の個人用設定]ダイアログのフィールドを使用して、表示設定を指定します。

• Auto Refreshフィールドを使用して、テーブルまたはチャートに表示されるデータの更新間の秒数を指

定します。

• 該当する場合、 Download asフィールドを使用して、チャートを JPEG画像または PNG画像としてダ

ウンロードするかどうかを示します。

• 該当する場合、 Colours selectorsを使用して、チャートで使用される表示色を指定します。

• 該当する場合、 Show Acknowledged Alertsスイッチを「はい」に設定して、確認済みの列のチェッ

クボックスで確認したアラートを表に表示することを示します。このフィールドを「いいえ」に設定して、

表が承認済みアラートを非表示にすることを示します。スイッチはトグルとして機能します。確認されたア

ラートは、アラート定義で指定された時間が経過するまで、テーブルのコンテンツから削除されません。

カスタマイズを保存するには、右上隅の Saveアイコン（チェックマーク）をクリックします。以前の変更を削除

してデフォルト値に戻すには、 Delete アイコンをクリックします。 Save および Delete ドロップダウンメ

ニューを使用すると、 All Dashboardsまたは選択したサーバーまたはデータベースに設定を適用するかどう

かを指定できます。
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3.6.2 [アラートの管理]タブの使用

PEMクライアントの Manage Alertsタブを使用して、アラートを定義、コピー、または管理します。 Manage

Alertsタブを開くには、 Managementメニューから Manage Alertsを選択します。

図 32 アラートの管理タブ

Quick Linksツールバーを使用して、アラートを管理するときに役立つダイアログとタブを開きます。

• Copy Alerts をクリックして Copy Alert Configuration ダイアログを開き、アラート定義をコ

ピーします。

• Alert Templatesをクリックして Alert Templateタブを開き、アラートテンプレートを変更また

は作成します。

• Email Groupsをクリックして Email Groupsタブを開き、メールグループを変更または作成します。

• Webhooksをクリックして Webhooksタブを開き、webhookエンドポイントを作成または管理します。

• Server Configurations をクリックして Server Configuration ダイアログを開き、サーバー

構成設定を確認または変更します。

• Helpをクリックして、PEMWebインターフェイスの新しいタブで PEMオンラインヘルプを開きます。

Manage Alertsタブの Alertsセクションの表を使用して、新しいアラートを作成するか、既存のアラートを

管理します。
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3.6.2.1 カスタムアラートテンプレートの作成

アラートテンプレートは、アラートのプロパティを定義するプロトタイプです。アラートは、監視対象オブジェク

トの現在の状態をしきい値（アラートテンプレートで指定）と比較して、管理上の注意が必要な状況が存在するか

どうかを判断するようサーバーに指示します。

Alert Templates タブを使用して、カスタムアラートテンプレートを定義するか、既存のアラートテンプ

レートの定義を表示できます。 Alert Templates タブを開くには、 Management メニューから Manage

Alerts... メニューオプションを選択します。 Manage Alerts タブが開いたら、 Quick Links ツール

バーから Alert Templatesを選択します。

図 33 [アラートテンプレート]タブ

Show System Templateドロップダウンリストボックスを使用して、 Alert Templatesテーブルに表示

されるアラートテンプレートをフィルタリングします。リストボックスを使用して PEM階層のレベルを選択し、

選択したレベルのすべてのテンプレートを表示します。

Defining a New Alert Template

新しいアラートテンプレートを定義するには、 Show System Templateドロップダウンリストボックスを使

用して「なし」を選択し、アラートテンプレートテーブルの右上隅にある Addアイコン（+）をクリックします。

アラートテンプレートエディターが開きます。

Generalタブのフィールドを使用して、テンプレートに関する一般情報を指定します。

• Template nameフィールドを使用して、新しいアラートテンプレートの名前を指定します。

• Descriptionフィールドを使用して、アラートテンプレートの説明を入力します。

• Target typeドロップダウンリストボックスを使用して、アラートの対象となるオブジェクトのタイプ

を選択します。

• Applies to server ドロップダウンリストボックスを使用して、アラートが適用されるサーバータイ

プ（EDBPostgresAdvancedServerまたは PostgreSQL）を指定します。単一のサーバータイプ、または ALL

を指定できます。
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図 34 一般タブ

• History retentionフィールドを使用して、アラートの実行結果が PEMサーバーに保存される日数を

指定します。

• Threshold unitフィールドを使用して、しきい値の単位タイプを指定します。

• Auto createボックスのフィールドを使用して、PEMがテンプレートを使用して自動アラートを生成す

る必要があるかどうかを示します。有効にした場合、PEMは（ターゲットタイプドロップダウンリストボッ

クスで指定された）新しいサーバーまたはエージェントが追加されると自動的にアラートを作成し、ター

ゲットオブジェクトがドロップされるとそのアラートを削除します。

– Auto create?スライダーを Yesに移動して、PEMがテンプレートに基づいてアラートを自動的に

作成することを示します。既存のアラートテンプレートを変更する場合、自動作成を変更しますか？ス

ライダーを [いいえ]から [はい]にすると、PEMは既存のエージェントとサーバーにアラートを作成し

ます。スライダーを [はい]から [いいえ]に変更すると、既存のアラートのデフォルトのしきい値が消

去され、元に戻すことはできません。

– Operatorドロップダウンリストボックスを使用して、現在のシステム値を評価するときに PEMが使

用する演算子を選択します。

大なり記号（>）を選択して、システム値が「しきい値」フィールドに入力された値よりも大きい場合にア

ラートがトリガーされることを示します。

より小さい記号（<）を選択して、システム値が [しきい値]フィールドに入力された値より小さい場合にア

ラートがトリガーされることを示します。
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• しきい値フィールドを使用して、PEMがシステム値と比較してアラートを生成する必要があるかどうかを

判断する値を指定します。3つのすべてのしきい値（低、中、高）の値を指定する必要があることに注意し

てください。

Lowフィールドに重大度の低いアラートをトリガーする値を入力します。

Mediumフィールドに重大度が中程度のアラートをトリガーする値を入力します。

Highフィールドに重大度の高いアラートをトリガーする値を入力します。

• Check frequencyフィールドを使用して、アラートを実行するデフォルトの分数を指定します。この値

は、サーバーが定義で指定された SQLコードを呼び出し、その結果をテンプレートで指定されたしきい値

と比較する頻度を指定します。

図 35 [アラートテンプレート]ダイアログの [プローブの依存関係]タブ

Probe Dependencyタブのフィールドを使用して、「SQL」タブで指定された SQLクエリで参照されるプロー

ブの名前を指定します。

• Probesドロップダウンリストボックスを使用して、利用可能なプローブのリストから選択します。プロー

ブ名を強調表示し、 Addボタンをクリックして、アラートテンプレートで使用されるプローブのリストに

プローブを追加します。選択したプローブリストからプローブを削除するには、プローブ名を強調表示し、

Deleteアイコンをクリックします。

図 36 [アラートテンプレート]ダイアログの [パラメータ]タブ

• Parameters タブのフィールドを使用して、 SQL タブで指定された SQL コードで使用されるパラメー

ターを定義します。 Addアイコン（+）をクリックして:

Nameフィールドを使用して、パラメータ名を指定します。

Data typeドロップダウンリストボックスを使用して、パラメーターのタイプを指定します。

Unitフィールドを使用して、パラメータで指定されたユニットのタイプを指定します。

• SQLタブの Codeフィールドを使用して、アラートの実行時にサーバーが呼び出す SQLクエリのテキスト

を提供します。SQLクエリは、しきい値と比較される結果を提供します。アラートの結果が指定されたし
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きい値から逸脱すると、アラートが発生します。

図 37 [アラートテンプレート]ダイアログの [SQL]タブ

クエリ内で、 Parametersタブで定義されたパラメーターは、変数 param_ xによって順番に参照される必要があります。
xはパラメーターリスト内のパラメーター定義の位置を示します。たとえば、param_1はパラメーターリストの最初のパラ

メーターを指し、param_2はパラメーターリストの 2番目のパラメーターを指します。
クエリには、次の事前定義変数も含めることができます。

Variable Description Variable Name
エージェント識別子 「${agent_id}」
サーバー識別子 「${server_id}」
データベース名 '${database_name}'
スキーマ名 「${schema_name}」
テーブル 「${object_name}」
インデックス 「${object_name}」
シーケンス 「${object_name}」
関数名 「${object_name}」

• Detailed Information SQLフィールドを使用して、アラートがトリガーされた場合に呼び出される

SQLクエリを提供します。クエリの結果セットは、 Alertsダッシュボードまたは Global Overview

ダッシュボードの詳細なアラート情報の一部として表示される場合があります。

注釈: 指定されたクエリが PEM階層内の異なるレベル（サーバー、データベース、スキーマなど）の 1つ以上の

プローブに依存しており、プローブが無効になると、結果のアラートは次のように表示されます。

• クエリによって参照されるアラート定義とプローブが PEM 階層内の同じレベルにある場合、サーバーは

Global Alertダッシュボードの Alert Errorテーブルにアラートテンプレートを参照するアラート

を表示します。

• クエリによって参照されるアラート定義とプローブが PEM 階層の異なるレベルからのものである場合、

サーバーは、アラートが定義された階層の Alert Detailsテーブルのアラートテンプレートを参照する

トリガーアラートを表示します。
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Saveアイコンをクリックしてアラートテンプレート定義を保存し、アラートテンプレートリストにテンプレート

名を追加します。カスタムアラートテンプレートを保存した後、[アラート]ダイアログを使用して、テンプレート

に基づいてアラートを定義できます。

Modifying or Deleting an Alert Template

既存のテンプレートの定義（PEM の事前定義されたアラートテンプレートを含む）を表示するには、 Show

System Templateドロップダウンリストボックスを使用して、監視するオブジェクトのタイプを選択します。

オブジェクトタイプを選択すると、Alert Templatesテーブルに、そのオブジェクトタイプに対応する現在定

義されているアラートテンプレートが表示されます。

リスト内のテンプレート名を強調表示し、（行の左端にある）編集アイコンをクリックして、テンプレート定義を

確認します。

Alert Templatesダイアログのタブを使用して、アラートテンプレートに関する詳細情報を表示します。

• 一般情報は Generalタブに表示されます。

• テンプレートのデータを提供するプローブの名前は Probe Dependencyタブにリストされています。

• SQLコードで参照されるパラメーターの名前は、 Parametersタブにリストされます。

• アラートの動作を定義する SQLコードは SQLタブに表示されます。

アラートテンプレートを削除するには、アラートテンプレートテーブルでテンプレート名を強調表示し、[削除]ア

イコンをクリックします。アラート履歴は、テンプレート定義の History Retentionフィールドで指定され

た期間にわたって保持されます。
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3.6.2.2 新しいアラートを作成する

Manage Alertsタブには、PEMクライアントツリーコントロールで現在選択されているオブジェクトで定義さ

れているアラートのテーブルが表示されます。 Alertsテーブルを使用して、既存のアラートを変更したり、新

しいアラートを作成したりできます。

図 38 アラートの管理タブ

アラートエディタを開いて新しいアラートを作成するには、テーブルの右上隅にある追加アイコン（+）をクリッ

クします。以下に示すように、エディターが開きます。

Generalタブのフィールドを使用して、アラートに関する情報を提供します。

• Nameフィールドにアラートの名前を入力します。

• Templateフィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、アラートのテンプレートを選択しま

す。アラートテンプレートは、1つ（または複数）のメトリックまたはパラメーターを使用して、PEMが

ユーザー指定のアラート境界を比較する値を生成する機能です。テンプレート関数から返された値が、ユー

ザー定義のアラートの境界内にある値に評価された場合（オペレーターおよびしきい値のフィールドで指

定）、PEM はアラートを生成し、アラート概要表示に通知を追加します。テンプレートで指定されたアク

ションを実行します。

• Enable?スイッチを使用して、アラートを有効にする（はい）か無効にする（いいえ）かを指定します。

• Intervalボックスのコントロールを使用して、アラート条件が満たされているかどうかをアラートが確

認する頻度を指定します。間隔値を指定するには、分セレクターを使用します。Defaultsスイッチを使用し

て、Minutes値を選択したテンプレートのデフォルト（推奨）値に設定またはリセットします。

• History retentionボックスのコントロールを使用して、PEMがアラートによって収集されたデータ

を保存する日数を指定します。 Daysセレクターを使用して、データを保存する日数を指定します。デフォ
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図 39 アラートエディタの [全般]タブ

ルトスイッチを使用して、 Days値をデフォルト値（30日）に設定またはリセットします。

• Threshold valuesボックスのコントロールを使用して、アラートのトリガー条件を定義します。[しき

い値]フィールドで指定された値が（オペレーターで指定された）システム値よりも大きいまたは小さいと

評価されると、PEMは低、中、または高レベルのアラートを生成します。

• Operatorドロップダウンリストボックスを使用して、現在のシステム値を評価するときに PEMが使用す

る演算子を選択します。

– 大なり記号（>）を選択して、システム値が「しきい値」フィールドに入力された値よりも大きい場合

にアラートがトリガーされることを示します。

– より小さい記号（<）を選択して、システム値が [しきい値]フィールドに入力された値より小さい場合

にアラートがトリガーされることを示します。

• thresholdフィールドを使用して、PEMがシステム値と比較してアラートを生成する必要があるかどう

かを判断する値を指定します。3つのすべてのしきい値（低、中、高）の値を指定する必要があることに注

意してください。

– Lowフィールドに重大度の低いアラートをトリガーする値を入力します。

– Mediumフィールドに重大度が中程度のアラートをトリガーする値を入力します。
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– Highフィールドに重大度の高いアラートをトリガーする値を入力します。

Parameter Optionsテーブルには、選択したテンプレートに必要なパラメーターのリストが含まれています。

この表には、事前定義されたパラメーターと、値を指定する必要があるパラメーターの両方が表示されます。[値]

列にプロンプトを表示するパラメーターには値を指定する必要があることに注意してください。

PEMは、アラートがトリガーされた場合、またはアラートがクリアされた場合に、通知を送信したり、スクリプ

トを実行したりできます。 Notification タブを使用して、アラートが発生した場合の PEM の動作を指定し

ます。

図 40 アラートエディタの [通知]タブ

Email notificationボックスのフィールドを使用して、指定したレベルでアラートがトリガーされた場合に

電子メール通知を受信する電子メールグループを指定します。 Email Groupsタブを使用して、アラートがト

リガーされたときに通知されるユーザーのアドレスを含むメールグループを作成します。 Email Groupsタブ

にアクセスするには、 Manage Alertsタブの Quick Linksメニューにある Email Groupsアイコンをク

リックします。

• 特定の警告レベルに達したときに電子メールを送信するように PEMに指示するには、警告レベルの横にあ

るスライダーを [はい]に設定し、ドロップダウンリストボックスを使用して、通知する定義済みのユーザー

またはグループを選択します。

PEMが電子メール通知を送信する前に、SMTPサーバーを使用して電子メールを配信するように PEMサーバー

を構成する必要があることに注意してください。

Trap notificationオプションを使用して、このアラートのトラップ通知を構成します。

• このアラートの状態が変化したときに SNMP トラップ通知を送信するには、 Send trap スライダーを

Yesに設定します。

• SNMPバージョンを識別するために SNMP Verを v1、 v2、または v3に設定します。

• Low alert、 Med alert、 High alertスライダーを使用して、トラップをトリガーするアラート
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のレベルを選択します。たとえば、[高アラート]の横のスライダーを [はい]に設定した場合、PEMは、重

大度が高いアラートがトリガーされたときに通知を送信します。

通知を送信する前に、SNMPトラップ/通知レシーバーに通知を送信するように PEMサーバーを構成する必要が

あることに注意してください。SNMPv3トラップを送信するために、pemAgentは、SNMPパケットの認証、暗号

化、および復号化を担当する「ユーザーセキュリティモデル（USM）」を使用します。

また、SNMPv3トラップの送信中に、エージェントは snmp_boot_counterファイルを作成することに注意してく

ださい。このファイルは、agent.cfgの batch_script_dirパラメーターで指定された場所に作成されます。このパラ

メーターが設定されていない場合、または認証制限のためにディレクトリにアクセスできない場合、オペレーティ

ングシステムの一時ディレクトリに、それも不可能な場合はユーザーのホームディレクトリに。

Nagios notification ボックスのフィールドを使用して、アラートがトリガーまたはクリアされたときに

Nagiosネットワークアラートソフトウェアに通知するように PEMサーバーに指示します。

• Submit passive service check result to Nagiosスイッチを Yesに設定して、アラートが

トリガーまたはクリアされたときに Nagiosに通知するように PEMサーバーに指示します。

Script executionボックスのフィールドを使用して、（オプションで）アラートがトリガーされた場合に実行

されるスクリプトを定義し、スクリプトの実行に関する詳細を指定します。

• Execute scriptスライダーを Yesに設定して、アラートがトリガーされた場合に提供されたスクリプ

トを実行するように PEMに指示します。

• Execute on alert cleared スライダーを Yes に設定して、アラートをトリガーした状況が解決さ

れたときに提供されたスクリプトを実行するように PEMに指示します。

• Execute script onの横にあるラジオボタンを使用して、スクリプトを PEMサーバーまたは監視対象

サーバーで実行する必要があることを示します。

• Codeフィールドに PEMが実行するスクリプトを提供します。バッチ/シェルスクリプト、または SQLコー

ドを提供できます。スクリプト内では、次の目的でプレースホルダーを使用できます。

%AlertName% -このプレースホルダーは、トリガーされたアラートの名前に置き換えられます。

%ObjectName% -このプレースホルダーは、アラートがトリガーされたサーバーまたはエージェントの名

前に置き換えられます。

%ThresholdValue% -このプレースホルダーは、アラートがトリガーされたときにメトリックが到達した

しきい値に置き換えられます。

%CurrentValue% -このプレースホルダーは、アラートをトリガーしたメトリックの現在の値に置き換え

られます。

%CurrentState% -このプレースホルダーは、アラートの現在の状態に置き換えられます。

%OldState% -このプレースホルダーは、アラートの以前の状態に置き換えられます。
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%AlertRaisedTime% -このプレースホルダーは、アラートが発生した時刻、またはアラートの状態が最

後に変更された時刻に置き換えられます。

Linuxシステムでスクリプトを呼び出すには、 agent.cfgファイルの batch_script_userパラメー

ターのエントリを変更し、スクリプトの実行に使用するユーザーを指定する必要があります。このパラメー

ターには、非 rootユーザーまたは rootを指定できます。ユーザーを指定しない場合、または指定したユー

ザーが存在しない場合、スクリプトは実行されません。ファイルを変更した後、エージェントを再起動し

ます。

Windows システムでスクリプトを呼び出すには、 AllowBatchJobSteps のレジストリエン

トリを true に設定し、PEM エージェントを再起動します。PEM レジストリエントリは、

HKEY_LOCAL_MACHINE//Software//Wow6432Node//EnterpriseDB//PEM//agentにあります。

アラート属性を定義したら、編集アイコンをクリックしてアラート定義エディターを閉じ、次に保存アイコン

（ Alertsテーブルの右上隅にあります）をクリックします。変更を破棄するには、更新アイコンをクリックしま

す。変更を破棄することを確認するポップアップが表示されます。

注釈: 外部スクリプトでアラート構成プレースホルダー値を使用する必要があるとします。それらをコマンドライ
ン引数として渡すか、環境変数としてエクスポートすることで実行できます。外部スクリプトには適切な実行権限

が必要であることに注意してください。

• 任意のプレースホルダーをコマンドライン引数として使用してスクリプトを実行できます。

例えば:

#!/bin/bash

bash <path_to_script>/script.sh "%AlertName% %AlertLevel% %AlertDetails%"

• 任意のプレースホルダーの環境変数を定義し、スクリプトでそれらの環境変数を使用できます。

例えば:

#!/bin/bash

export AlertName=%AlertName%

export AlertState=%AlertState%

bash <path_to_script>/script.sh
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3.6.2.3 アラートの変更または削除

Alertsテーブルを使用して、既存のアラートを管理するか、新しいアラートを作成します。PEMクライアント

ツリーコントロールでオブジェクトを強調表示して、そのオブジェクトを監視するアラートを表示します。

図 41 アラート表

Alertsテーブルでアラートのいくつかのプロパティを変更できます。

• Alert name列には、アラートの名前が表示されます。アラート名を変更するには、表の名前を置き換え

るだけで、保存アイコンをクリックします。

• Alert template列には、アラートで使用されるプロパティを指定するアラートテンプレートの名前が

表示されます。ドロップダウンリストボックスを使用して、アラートに関連付けられているアラートテンプ

レートを変更できます。

• Alert enable?スイッチを使用して、アラートを有効にする（はい）か無効にする（いいえ）かを指定

します。

• Interval列を使用して、PEMがアラート条件が満たされているかどうかを確認する頻度を指定します。

Default スイッチを No に設定して別の値（分単位）を指定するか、デフォルトスイッチを Yes に戻し

て値をデフォルト設定にリセットします。デフォルトでは、PEMは 1分ごとに各アラートのステータスを

チェックします。
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• History retentionフィールドを使用して、アラートによって収集されたデータを PEMが保存する日

数を指定します。 Defaultスイッチを Noに設定して代替値（日数）を指定するか、デフォルトスイッチ

を Yesに戻して値をデフォルト設定にリセットします。デフォルトでは、PEMは履歴データを 30日間保

存することをお勧めします。

アラートを変更した後、保存アイコン（表の右上隅にある）をクリックして、変更を永続化します。

アラート名の左側にある編集アイコンをクリックして、完全なアラート定義へのアクセスを提供するエディターを

開き、他のアラート属性を変更します。

図 42 アラートの詳細ダイアログ

Alert detailsダイアログのフィールドを使用して、選択したアラートの定義を変更します。アラート定義の

変更が完了したら、 Saveをクリックして変更を保存するか、 Cancelをクリックして変更を保存せずにダイア

ログを終了します。

Deleting an Alert

削除するアラートをマークするには、[アラート]テーブルでアラート名を強調表示し、名前の左側にある削除アイ

コンをクリックします。アラートはリストに残りますが、赤い取り消し線フォントで表示されます。

削除アイコンはトグルとして機能します。削除アイコンをもう一度クリックすると、削除を取り消すことができま

す。 Saveアイコンをクリックすると、アラート定義が完全に削除されます。
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図 43 アラートの削除

3.6.2.4 アラートのコピー

PEMシステムでのアラートの展開を高速化するために、1つのオブジェクトから 1つ以上のターゲットオブジェ

クトにアラート定義をコピーできます。

オブジェクトからアラートをコピーするには、メイン PEM ウィンドウの PEM クライアントツリーコントロー

ルでオブジェクトを強調表示し、 Management メニューから Copy Alerts... オプションを選択します。

Manage Alerts タブが開いたら、 Copy Alerts アイコン（ Quick Links ツールバーにあります）をク

リックして Copy Alert Configurationダイアログを開きます。

Copy Alert Configuration ダイアログは、PEM クライアントツリーコントロールで強調表示されている

オブジェクトのすべてのアラートを、ダイアログで選択したオブジェクトにコピーします。ツリーコントロールを

展開してノードを選択し、ターゲットオブジェクトを指定します。ツリーコントロールでは、ソースオブジェクト

の横に赤い警告インジケーターが表示されます。

アラートを一度に複数のオブジェクトにコピーするには、ターゲットの親ノードを選択します。たとえば、1つの

テーブルからスキーマ内のすべてのテーブルにアラートをコピーするには、スキーマの横にあるチェックボックス

を選択するだけです。PEMは、ソースオブジェクトと同じタイプのターゲットにのみアラートをコピーします。

Ignore duplicates ラジオボタンをオンにして、PEM がターゲットオブジェクトの既存のアラートを、コ
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図 44 アラート設定のコピーダイアログ

ピーされるものと同じ名前で更新しないようにします。 Replace duplicatesオプションを使用して、既存の

アラートをソースオブジェクトからの同じ名前のアラートに置き換えます。

Configure Alerts ボタンをクリックして、 Copy Alert Configuration ダイアログで選択したオブ

ジェクト内またはその下のソースオブジェクトから同じタイプのすべてのオブジェクトにアラートをコピーし

ます。
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3.6.2.5 監査ログアラート

PEMは、 Alertingダイアログを使用して、特定のサーバーまたはエージェントのログファイルに ERRORまた

は WARNINGステートメントが書き込まれたときにトリガーされるアラートを作成できるアラートテンプレートを

提供します。 Alertingダイアログを開くには、PEMクライアントのオブジェクトブラウザツリーコントロール

でサーバーまたはエージェントの名前を強調表示し、Managementメニューから Alerting...を選択します。

特定のサーバーのログファイルにエラーまたは警告メッセージを通知するアラートを作成するには、次のいずれか

のアラートテンプレートを使用するアラートを作成します。

過去 X時間のサーバーMのログファイルのエラー数

過去 X時間のサーバーMのログファイル内の警告の数

過去 X時間のサーバーMのログファイル内のエラーまたは警告の数

特定のエージェントのエラーまたは警告メッセージを通知するアラートを作成するには、次のアラートテンプレー

トのいずれかを使用するアラートを作成します。

過去 X時間のエージェントMのログファイルのエラー数

過去 X時間のエージェントMのログファイル内の警告の数

過去 X時間のエージェントMのログファイル内のエラーまたは警告の数

この機能は AdvancedServerでのみサポートされていることに注意してください。
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3.6.2.6 メールグループの作成

PostgresEnterpriseManagerは、ユーザーの注意が必要な状態についてシステムを監視します。電子メールグループ

を使用して、現在の値がアラート定義で指定されたしきい値から逸脱した場合にサーバーが通知するユーザーの電

子メールアドレスを指定できます。メールグループには、複数のユーザーに通知したり、ユーザー定義の期間中に

特定のユーザーをターゲットにしたりする柔軟性があります。

PEMが電子メール通知を送信する前に、SMTPサーバーを使用して電子メールを配信するように PEMサーバー

を構成する必要があることに注意してください。

Email Groups タブを使用して、SMTP 電子メール受信者のグループを構成します。 Email Groups タブ

にアクセスするには、PEM クライアントの Management メニューから Manage Alerts... を選択します。

Manage Alertsタブが開いたら、クイックリンクツールバーから Email Groupsを選択します。

図 45 [メールグループ]タブ

Email Groupsタブには、現在定義されているメールグループのリストが表示されます。グループ名を強調表示

し、編集アイコン（行の左端）をクリックして、既存のグループを変更します。

新しいメールグループを定義するには、 Email Groupsテーブルの右上隅にある追加アイコン（+）をクリック

します。 Email Group定義ダイアログが開きます。

Email Groupダイアログを使用して、電子メールグループとそのメンバーを定義します。

• Group Nameフィールドにメールグループの名前を入力します。

電子メールグループ定義内の各行は、特定の期間に一意の電子メールアドレスのセットを関連付けます。アラート

がトリガーされると、サーバーは各行で指定された時間を評価し、アラートがトリガーされた時間に定義が関連付

けられているグループメンバーにメッセージを送信します。

グループメンバーテーブルの [追加]アイコン（+）をクリックして [0]タブを開き、指定された期間に通知を受信

するメンバーアドレスを追加します。

•「アドレス」フィールドに Replyに受信者アドレスのコンマ区切りリストを入力します。

• CC Addresses フィールドに電子メールのコピーを受信するアドレスのコンマ区切りリストを入力し

ます。

• Bcc Addressesフィールドに、メールのコピーを受信するアドレスのコンマ区切りリストを入力します

（他の受信者の知識なし）。

3.6. アラート 95



Postgres Enterprise Manager, リリース 8.0

図 46 メールグループの追加

• From Address フィールドに、このグループへのメッセージの送信元の電子メールアドレスを入力し

ます。

• Subject prefixフィールドを使用して、通知が送信されたときに各件名の先頭に追加されるメッセー

ジを提供します。

• From Timeおよび To Time時間セレクターを使用して、この行で識別されるグループメンバーへの通知

の時間範囲を指定します。PEMクライアントホストのロケールで FromTimeと ToTimeの値を指定すると、

PEMサーバーは必要に応じて時間を他のタイムゾーンに変換します。

特定の期間中にメールを受信するメンバーを特定したら、[追加]アイコンをクリックしてテーブルに行を追加し、

別の期間とその時間中に通知されるメールアドレスを指定します。メールグループの定義が完了したら、[保存]ア

イコンをクリックします。
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メールグループを削除するには、 Email Group テーブルでグループの名前を強調表示し、削除アイコン（グ

ループ名の左側にある）をクリックします。

図 47 メールグループの削除

グループ名は Email Group テーブルに赤で表示されます。[保存] アイコンをクリックして、変更を永続化し、

テーブルからグループを削除します。

メールグループを作成したら、 Manage Alerts タブを使用して、グループに通知を送信するアラートの

Notificationの詳細を設定できます。
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3.6.2.7 Webhookの作成

PostgresEnterpriseManagerは、ユーザーの注意が必要な状態についてシステムを監視します。Webhookを使用し

て、現在の値がアラート定義で指定されたしきい値から逸脱した場合に通知を受信するエンドポイントを作成でき

ます。PEMは、トリガーされたイベントに基づいて、複数のWebhookエンドポイント、または特定のターゲット

Webhookエンドポイントに通知を送信します。

設定したアプリケーションのしきい値違反に関するアラートイベントの通知を受信するために webhookを使用す

るように PEMサーバーを設定する必要があることに注意してください。

Webhooksタブを使用して、エンドポイント受信者を設定します。 Webhooksタブにアクセスするには、PEM

クライアントの Managementメニューから Manage Alerts...を選択します。 Manage Alertsタブが開

いたら、 Quick Linksツールバーから Webhooksを選択します。

図 48 Webhooksタブ

Webhooksタブには、現在定義されている受信者アプリケーションのリストがエンドポイントとして表示されま

す。エンドポイントを強調表示し、編集アイコン（行の左端）をクリックして、既存のエンドポイントを変更し

ます。

新しいWebhookを定義するには、テーブルの右上隅にある Addアイコン（+）をクリックします。

Generalタブを使用して、Webhookの基本的な詳細を定義します。

• Nameフィールドに webhookの名前を入力します。

• URLフィールドにすべての通知が配信される webhookURLを指定します。

• Request Methodフィールド、つまり POSTまたは PUTで、呼び出しを行うために使用されるリクエス

トメソッドタイプを設定します。
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図 49 Webhook-新しい Webhookの追加-一般タブ

• デフォルトでは webhooks が有効になります。Webhook を無効にするには、 Enable? を No に設定し

ます。

注釈: 上記の Enable?設定は、 agent.cfgファイルで enable_webhookパラメータが trueに設定されて

いる場合にのみ機能します。デフォルトでは、 enable_webhookパラメーターは、PEMサーバーホストで実行

されているエージェントに対してのみ trueに設定されます。他のホストで実行されている他のすべてのエージェ

ントについては、手動で trueに設定する必要があります。

3.6.2.8 WebhookSSL構成の定義

Windows のそれぞれのエージェント設定ファイルまたはレジストリで WebhookSSL パラメータを定

義できます。WebhookSSL パラメータのリストを見つけることができます `PEM エージェント設定パ

ラメータ<https://www.enterprisedb.com/edb-docs/d/edb-postgres-enterprise-manager/user-guides/agent-user-guide/

latest/managing_pem_agent.html#agent-configuration>`_セクション。エージェント構成パラメーターのいずれ

かを追加または削除した場合は、エージェントを再始動してそれらを適用する必要があります。

• 32 ビット Windows システムでは、Webhook の PEM レジストリエントリは HKEY_LOCAL_MACHINE//

Software//EnterpriseDB//PEM//agent//WEBHOOKにあります

• 64 ビット Windows システムでは、Webhook の PEM レジストリエントリは HKEY_LOCAL_MACHINE//

Software//Wow6432Node//EnterpriseDB//PEM//agent//WEBHOOKにあります

• Linuxシステムでは、Webhookの PEM構成オプションは agent.cfgファイルに保存され、デフォルトでは

/usr/edb/pem/agent/etcにあります
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図 50 例-agent.cfgファイルの WebhookSSLパラメーター

図 51 例-Windowsレジストリの WebhookSSLパラメーター

図 52 Webhooks-新しい Webhookの追加-HTTPヘッダータブ

HTTP Headers タブを使用して、webhookエンドポイントの呼び出し中に渡すヘッダーパラメーターを定義し

ます。

• すべての値は、キーと値のペアとして指定されます。

• Keyフィールドにキーパラメータを指定し、 Valueフィールドに値を指定します。

• 複数の HTTP Headers を追加するには、 HTTP Headers テーブルの右上隅にある Add アイコン（+）

をクリックします。

• HTTP Headers を削除するには、 Key の左側にある Delete アイコンをクリックします。アラートは

リストに残りますが、取り消し線フォントで表示されます。 Save ボタンをクリックして、変更を反映し

ます。

• HTTP Headersを編集するには、 Keyの左にある Editアイコンをクリックします。

Payloadタブを使用して、アラートがトリガーされたときにエンドポイントに送信される JSONデータを定義し

ます。
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図 53 Webhook-新しい Webhookの追加-ペイロードタブ

• Typeは、フォーマットタイプ（つまり JSON）で送信されるデータを指定します。

• Templateを使用して、エンドポイントに送信される JSONデータを構成します。 Template内では、次

のプレースホルダーを使用できます。

– %AlertID% -トリガーされたアラートの ID。

– %AlertName% -トリガーされたアラートの名前。

– %ObjectName% -アラートがトリガーされたサーバーまたはエージェントの名前。

– %ObjectType% -アラートが生成されたタイプ。

– %ThresholdValue% -アラートがトリガーされたときにメトリックが到達したしきい値。

– %CurrentValue% -アラートをトリガーしたメトリックの現在の値。

– %CurrentState% -アラートの現在の状態。

– %OldState% -アラートの以前の状態。

– %AlertRaisedTime% -アラートが発生した時刻、またはアラート状態が変更された最新の時刻。

– %AgentID% -アラートが生成されたエージェントの ID。
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– %AgentName% -アラートが生成されたエージェントの名前。

– %ServerID% -アラートが生成されたサーバーの ID。

– %ServerName% -アラートが生成されたサーバーの名前。

– %ServerIP% -アラートが生成されたサーバーの IPまたはアドレス。

– %ServerPort% -アラートが生成されたサーバーのポート。

– %DatabaseName% -アラートが生成されたデータベースの名前。

– %SchemaName% -アラートが生成されたスキーマの名前。

– %PackageName% -アラートが生成されたパッケージの名前。

– %DatabaseObjectName% -アラートが生成されたテーブル名、関数名などのデータベースオブジェ

クト名。

– %Parameters% -アラートの生成に使用されるカスタムパラメータのリスト。

– %AlertInfo% -アラートの詳細なデータベースオブジェクトレベル情報。

• Test Connectionボタンをクリックして、上記のエンドポイントへの通知配信をテストします。

図 54 Webhook-新しい Webhookの追加-通知タブ

Notificationsタブを使用して、Webhookエンドポイントのアラートレベルを指定します。

• All alertsを Yesに設定して、すべてのアラートレベルで通知を送信できるようにします。

• 特定のアラートレベルに達したときに通知を送信するように PEMに指示するには、アラートレベルの横の

スライダーを Yesに設定します。個々のアラートレベルを設定するには、 All alertsを Noに設定す

る必要があることに注意してください。
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3.6.2.9 Webhookを削除する

Webhookを削除対象としてマークするには、 WebhooksテーブルでWebhook名を強調表示し、名前の左側にあ

る削除アイコンをクリックします。アラートはリストに残りますが、取り消し線フォントで表示されます。

図 55 Webhooks-既存の webhookを削除します

削除アイコンはトグルとして機能します。削除アイコンをもう一度クリックすると、削除を取り消すことができま

す。（保存アイコンをクリックして）作業を保存すると、webhook定義は完全に削除されます。

3.6.2.10 アラートブラックアウトのスケジュール

Management メニューの Schedule Alert Blackout オプションを使用して、メンテナンス中に Postgres

サーバーと PEMエージェントのアラートブラックアウトをスケジュールできます。定義されたブラックアウト期

間中はアラートは発生しません。

アラートブラックアウトをスケジュールするには、 Managementメニューをクリックし、 Schedule Alert

Blackoutを選択します。

図 56 PEM管理メニュー

Schedule Alert Blackoutダイアログが開いたら、ダイアログのタブを使用して、サーバーとエージェント

のブラックアウト期間を定義します。 Serverタブを開き、右上にある追加アイコン（+）をクリックして新しい

行を追加します。

Serverタブのフィールドを使用して、アラートのブラックアウト期間に関する情報を提供します。

• Start timeフィールドを使用して、アラートブラックアウトを開始する日時を指定します。

• Durationフィールドを使用して、アラートをブラックアウトする間隔を指定します。
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図 57 スケジュールアラートブラックアウト-[サーバー]タブ

• Servers フィールドを使用して、アラートをブラックアウトするサーバー名を指定します。複数のサー

バーを選択して、それらのサーバーのアラートを同時にブラックアウトすることもできます。

詳細を入力した後、ダイアログの右下隅にある Saveボタンをクリックして詳細を保存できます。保存すると、編

集できなくなります。特定のサーバーのスケジュールされた間隔では、アラートは Alertsダッシュボードに表

示されません。

ダイアログの Agentタブを使用して、PEMエージェントのブラックアウト期間をスケジュールすることもでき

ます。 Agentタブを開き、右上にある追加アイコン（+）をクリックして新しい行を追加します。

Agentタブのフィールドを使用して、アラートのブラックアウト期間に関する情報を提供します。

• Start timeフィールドを使用して、アラートブラックアウトを開始する日時を指定します。

• Durationフィールドを使用して、アラートをブラックアウトする間隔を指定します。

• Agents フィールドを使用して、アラートをブラックアウトするエージェント名を指定します。その特定

のエージェントにバインドされているサーバーのすべてのサーバーレベルのアラートはブラックアウトし

ます。

詳細を入力した後、ダイアログの右下隅にある Saveボタンをクリックして詳細を保存できます。保存すると、編

集できなくなります。その PEMエージェントのスケジュールされた間隔では、アラートは Alertダッシュボー

ドに表示されません。
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図 58 スケジュールアラートブラックアウト-[エージェント]タブ

ダイアログの右上隅にある Cloneボタンを使用して、アラートブラックアウトのスケジュールを複製できます。

クローンを作成するサーバーまたはエージェントを選択し、 Clone ボタンをクリックして、選択したすべての

サーバーまたはエージェントのクローンコピーを作成します。新しく作成されたスケジュールを必要に応じて編集

し、 Saveをクリックします。

ダイアログの右上隅にある Deleteボタンを使用して、スケジュールされたアラートのブラックアウトを削除で

きます。サーバーまたはエージェントを選択し、右上隅の強調表示された Deleteボタンをクリックして、その

サーバーまたはエージェントに関連付けられているスケジュールされたアラートを削除します。

スケジュールされたアラートバックアウトを削除するサーバーを選択し、Deleteボタンをクリックします。サー

バーは、その行を削除する前に確認を求めます。

Resetボタンを使用して、Alert Blackoutダイアログの詳細をデフォルト設定にリセットできます。現在の

ダイアログ値をリセットした後、保存されたすべてのブラックアウトは影響を受けないことに注意してください。
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図 59 スケジュールアラートブラックアウト-サーバーの選択

図 60 スケジュールアラートブラックアウト-削除の確認
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3.6.3 Nagiosで PEMを使用する

PEMサーバーは、ユーザー定義のアラートがトリガーされると、パッシブアラートの結果を Nagiosネットワーク

アラートソフトウェアに送信できます。トリガーされたアラートを Nagiosに通知するように PEMサーバーに指

示するには、以下を行う必要があります。

• PEM サーバーから Nagios への通知をトリガーするアラートごとに Nagios 通知を有効にします。 host.

cfgファイル、 services.cfgファイルを作成する前、または Nagiosを設定する前に、PEMアラート

を設定する必要があることに注意してください。

• PEMサーバーの Nagios関連の動作を構成します。

• host.cfgおよび services.cfg構成ファイルを作成します。

• 必要に応じて、Nagios構成ファイルを変更し、サーバーを再起動します。

Nagiosアラートを有効にするようにサーバーを構成した後、トリガーされたアラートは、パッシブチェックの結

果を Nagiosサービスに送信します。パッシブアラートの構文は次のとおりです。

<timestamp> PROCESS_SERVICE_CHECK_RESULT; <host_name> ; <service_name> ;

<service_status> ;

どこで:

timestampは、アラートがトリガーされた日時です。

host_nameはサーバーまたはエージェントの名前です。

service_nameはアラートの名前です。

service_statusは数値のサービスステータス値です。

サービスステータスが OKの場合は 0

サービスステータスが警告の場合は 1

2サービスステータスがクリティカルの場合

3サービスステータスが不明の場合

PEMサーバーは、次のルールを使用してサービスステータスを評価します。

• PEMアラートレベルがクリアされている場合、警告メッセージは OKを示します。

• PEMアラートレベルが LOWの場合、警告メッセージにはWARNINGと表示されます。

•「PEMサーバー構成ダイアログで指定された」 is_nagios_medium_alert_as_criticalフラグが

FALSEに設定され、アラートレベルがMEDIUMの場合、警告メッセージはWARNINGになります。

• is_nagios_medium_alert_as_criticalフラグ（PEMサーバー構成ダイアログで指定）が TRUE

に設定され、アラートレベルがMEDIUMの場合、警告メッセージは CRITICALになります。
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• PEMアラートレベルが HIGHの場合、警告メッセージには CRITICALが表示されます。
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3.6.3.1 アラートの Nagios通知を有効にする

PEMサーバーは、有効なアラートごとに通知プロパティの一意のセットを維持します。 Manage Alertsタブ

の Notificationタブを使用して、（トリガーされたときに）特定のアラートがアラート通知を Nagiosに送信

することを指定します。

アラートの通知プロパティを変更するには、アラートによって監視されているオブジェクトの名前を右クリック

し、 Managementメニューから Manage Alerts...を選択します。 Manage Alertsタブが開いたら、ア

ラートを見つけて、 Alertsリストのアラート名の左側にある編集ボタンをクリックします。編集ペインが開い

たら、 Notificationタブを選択します。

Nagios 通知を有効にするには、 Submit passive service check result の隣のスライダーを Yes の

Nagiosに移動します。 Manage Alertsタブを終了する前に、保存アイコンをクリックして変更を保存します。
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図 61 通知タブ
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3.6.3.2 PEMサーバーの Nagios関連の動作の構成

Server Configurationダイアログを使用して、Nagios設定に関する情報を PEMサーバーに提供できます。

Server Configurationダイアログを開くには、PEMクライアントの Managementメニューから Server

Configuration...を選択します。

図 62 サーバー構成ダイアログで Nagiosプロパティを指定

4つのサーバー構成パラメーターは、Nagiosのインストールと Nagiosに関連する PEMサーバーの動作に関する

情報を指定します。

• nagios_cmd_file_name パラメーターを使用して、PEM からパッシブチェックアラートを受信する

Nagios パイプラインファイルの場所を指定します。このパラメーターのデフォルト値は /usr/local/

nagios/var/rw/nagios.cmdです。 nagios.cmdファイルが別の場所にある場合は、値フィールド

でファイルの場所を指定します。

• nagios_enabled パラメーターのスライダーを Yes に移動して、PEM サーバーに Nagios にパッシブ

チェックアラートを送信するように指示します。

• nagios_medium_alert_as_critical スライダーを使用して、中程度のアラートがトリガーされた

場合に PEMサーバーが Nagiosに渡す警告の重大度を指定します。

is_nagios_medium_alert_as_criticalフラグが FALSEに設定され、アラートレベルがMEDIUM

の場合、警告メッセージにはWARNINGと表示されます。
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is_nagios_medium_alert_as_criticalフラグが TRUEに設定され、アラートレベルがMEDIUM

の場合、警告メッセージはクリティカルになります。

• nagios_spool_retention_time パラメーターを使用して、PEM サーバーに保存される通知履歴の

日数を指定します。デフォルト値は 7日です。

パラメーター値を変更した後、保存アイコン（ Server Configurationダイアログの右上隅）をクリックし

て、変更を保存します。
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3.6.3.3 hosts.cfgおよび services.cfgファイルの作成

templates.cfgファイル（デフォルトでは /usr/local/nagios/etc/objectsにあります）は、generic-

host および generic-service のプロパティを指定します。プロパティは、 hosts.cfg および services.cfg

ファイルで使用されるパラメーターを指定します。

ほとんどの場合（PEMがデフォルト構成でインストールされている場合）、hosts.cfgおよび services.cfg

ファイルを作成する前に templates.cfgファイルを変更する必要はありません。必要に応じて、templates.

cfgファイルを変更して、パラメーターの代替値を指定したり、新しいテンプレートを作成したりできます。

Nagios構成ファイルを変更する前に、次のコマンドを使用して、ローカルシステムに存在する PEMホストに関す

る情報を含む hosts.cfgファイルを作成します。

psql -U postgres -p 5433 -d pem -A -t -c /"select pem.

create_nagios_host_config('generic-host')/" > /usr/local/nagios/etc/

objects/hosts.cfg

次に、次のコマンドを使用して、ローカルシステムに存在する PEMサービスに関する情報を含む services.cfg

ファイルを作成します。

psql -U postgres -p 5433 -d pem -A -t -c /"select pem.

create_nagios_service_config('generic-service')/" > /usr/local/nagios/

etc/objects/services.cfg

custom template.cfg ファイルエントリを使用する場合は、上記のコマンドで generic-host または generic-

serviceの代わりにエントリ名を指定します。
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3.6.3.4 Nagios構成ファイルの変更

host.cfgおよび services.cfgファイルを作成したら、Nagios構成ファイルでそれらの場所を指定する必要

があります（デフォルトでは /usr/local/nagios/etc/nagios.cfg）。構成ファイルを変更して、ファイ

ルの場所を指定するエントリを追加します。

cfg_file=/usr/local/etc/objects/hosts.cfg

cfg_file=/usr/local/etc/objects/services.cfg

次のコマンドを使用して、Nagiosが適切に構成されていることを確認できます。

/usr/local/nagios/bin/nagios -v /usr/local/nagios/etc/nagios.cfg

Nagiosが正しく構成されていることを確認したら、Nagiosサービスを再起動します。

/usr/local/nagios/bin/nagios -d /usr/local/nagios/etc/nagios.cfg
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第 4章

キャパシティマネージャー

PEMの CapacityManagerは、収集された統計（メトリック）を分析して、オブジェクトの履歴使用統計を表示する

グラフまたは表を生成し、オブジェクトの予想使用統計を投影できます。特定のホスト、サーバー、データベース、

またはデータベースオブジェクトのメトリックを収集および分析するように CapacityManagerを構成できます。

レポートに含める特定のメトリック（複数可）、メトリックが収集された時間範囲、および分析されるメトリッ

クの高しきい値または低しきい値を選択することにより、CapacityManager レポートの内容を調整できます。

CapacityManagerレポートの開始日と終了日を指定することもできます。レポートの終了日が将来の時間を指定し

ている場合、CapacityManagerは選択されたオブジェクトの過去の使用量を分析し、将来の予測オブジェクト使用

量を推定します。

CapacityManager を開くには、PEM クライアントの Management メニューから Capacity Manager... オ

プションを選択します。CapacityManager ウィザードが開き、 Metrics タブにツリーコントロールが表示され

ます。

Metricsタブのツリーコントロールを展開して、分析するノードのメトリックを確認します。メトリックの名前

の左側にあるチェックボックスをオンにして、レポートにメトリックを含めます。

キャパシティマネージャは、[集計]ドロップダウンリストボックス（[メトリック]タブの下部にある）で指定され

た集計方法を使用します。集約方法は、メトリック値を評価およびプロットする方法を CapacityManagerに指示し

ます。以下から選択してください:

• Average :期間中に記録された値の平均を使用します。

• Maximum :期間中に記録された最大値を使用します。

• Minimum :期間中に記録された最小値を使用します。

• First :期間中に記録された最初の値を使用します。

CapacityManagerレポートからメトリックを削除するには、メトリックの名前の左側にあるチェックボックスをオ

フにします。

Graph/chart metrics individually?から Yesの横にあるスライダーを動かして、CapacityManagerに
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図 1 CapacityManagerダイアログ

「メトリック」タブで選択した各メトリックの個別のレポートを作成するよう指示します。オプションが [いいえ]

に設定されている場合、選択されたすべてのメトリックは単一のグラフまたは表にマージされます。

Generateボタンをクリックしてレポートを画面に表示するか（デフォルトの構成オプションを受け入れます）、

「オプション」タブを使用してサンプリング境界、レポートタイプ、レポート宛先をカスタマイズします。[オプ

ション]タブに表示される時間は、PEMクライアントが存在するタイムゾーンであることに注意してください。

Time Periodボックス内のフィールドを使用して、CapacityManagerレポートの境界を定義します。

• Periodドロップダウンリストボックスを使用して、レポートに使用する期間のタイプを選択します。以下

を選択できます。

開始時間と

終了時間

レポートの開始日と終了日/時間を指定します。

開始時間と

しきい値

開始日時としきい値を指定して、レポートの終了日時を決定します。

履歴日と推

定日

過去の日数であるレポートの開始日と、将来の日数である終了日を指定します。このオプション

は、固定日付を指定しないレポートテンプレートに役立ちます。

履歴日とし

きい値

過去の日数である開始日を指定し、しきい値に達したら終了します。
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図 2 CapacityManagerダイアログ-メトリック選択リスト

レポートの期間のタイプを指定した後、[期間]ボックスの他のオプションから選択して、レポートの期間を定義し

ます。

• Start timeフィールドの横にある日付と時刻のセレクターを使用して、サンプリング期間の開始日時を

指定するか、レポートに含めるデータの履歴日数を選択します。[開始時刻]フィールドで指定された日付と

時刻は、現在の日付/時刻より後であってはなりません。

デフォルトでは、CapacityManagerは現在の日時の 1週間前の開始時刻を選択します。

• レポートの終了境界は、時間、将来の日数、または選択したメトリックがユーザー指定のしきい値に達する

ポイントです。 End timeフィールドの横にある日付と時刻のセレクターを使用して、レポートの終了境

界を指定するか、レポートに含めるデータの外挿日数を選択します。[終了時刻]フィールドで指定された時

刻は、[開始時刻]フィールドで指定された時刻よりも後でなければなりません。

将来の終了日時を選択すると、CapacityManagerは過去の使用情報を使用して、予想される将来の使用を推

定することに注意してください。予想される使用量は履歴データのサンプリングに基づいているため、サン

プリング期間が長くなると、将来の使用傾向の精度が向上します。

しきい値を指定するには、[しきい値] フィールドのドロップダウンリストボックスを使用して、メトリッ

ク、演算子（超過または下）を選択し、メトリックのターゲット値を入力します。しきい値を使用してレ

ポートの終了を定義することを選択した場合、選択したメトリックの値が指定した値を超えるか下回ると、
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図 3 レポートの期間、タイプ、および宛先を指定

CapacityManagerレポートが終了します。

cm_max_end_date_in_years構成パラメーターは、CapacityManagerレポートの終了境界のデフォルトの時

間値を定義します。レポートの終了境界としてしきい値を指定し、最大時間が経過する前に境界の予想使用量が満

たされない場合、レポートは cm_max_date_in_yearsパラメーターで指定された時間に終了します。デフォルトで

は、cm_max_end_date_in_yearsは 5です。[サーバーの構成]ダイアログを使用して、cm_max_end_date_in_years

の値を変更できます。

Reportボックスのフィールドは、レポートタイプと宛先を指定します。 Include on reportラジオボタン

を使用して、CapacityManagerによって生成されるレポートのタイプを指定します。

• Graphを選択して、CapacityManagerに PEMクライアントウィンドウに折れ線グラフの形式でレポートを

表示するよう指示します。

• Table of data を選択して、CapacityManagerにレポートデータを含むテーブルを PEMクライアント

ウィンドウに表示するよう指示します。

• Graph and table of dataを選択して、CapacityManagerに PEMクライアントウィンドウに折れ線

グラフとデータテーブルの両方を表示するよう指示します。

Report destinationラジオボタンを使用して、CapacityManagerにレポートを表示または保存する場所を指

示します。
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• Newタブを選択して、CapacityManagerにレポートを PEMクライアントの新しいタブに表示するよう指示

します。CapacityManagerレポートの第 1世代を表示するには、[新規]タブを選択する必要があります。後

続のレポートについては、前のタブを選択できます。

• Previousタブを選択して、CapacityManagerにレポートを表示するときに以前に開いたタブを再利用す

るよう指示します。

• レポートをファイルとして Downloadを選択し、ファイル名を指定して、指定したファイルにレポートを

書き込むように CapacityManagerに指示します。

レポートの境界を指定し、CapacityManagerレポートのタイプと宛先を選択したら、 Generateボタンをクリッ

クしてレポートを作成します。

図 4 CapacityManagerレポート

ファイルに保存されたレポートは HTML 形式で保存されます。CapacityManager レポートは、ScalableVec-

torGraphics（SVG）をサポートする Web ブラウザーで確認できます。SVG をサポートしないブラウザは、

CapacityManagerグラフを表示できず、不要な文字が含まれる場合があります。
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4.1 キャパシティマネージャテンプレート

レポートを定義したら、今後のレポートのテンプレートとして定義を保存できます。CapacityManagerレポートテ

ンプレートには、すべての PEMユーザーがアクセスできます。レポート定義をテンプレートとして保存するには:

1. Metrics and Optionsタブを使用して、レポートを定義します。

2. Saveボタンをクリックして Save Templateダイアログを開きます。

図 5 CapacityManagerテンプレートの保存

3. Title フィールドにレポート名を入力し、テンプレートをツリーコントロールに保存する場所を選択し

ます。

4. OKをクリックします。

レポートを作成するときに、 Load Templateボタンを使用して既存のテンプレートを参照して開くことができ
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ます。開いたら、レポート定義を必要に応じて変更し、オプションで新しいテンプレートとして保存するか、元の

テンプレートを上書きして保存します。

Manage Templatesボタンを使用して、不要なテンプレートの名前を変更または削除できるダイアログを開き

ます。
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第 5章

監査マネージャー

PEMAuditManagerを使用して、AdvancedServerインスタンスの監査ログ構成を簡素化できます。監査マネージャ

を使用すると、次のようなロギング属性を構成できます。

• PEMがログファイルを収集する頻度

• ログファイルに含まれるデータベースアクティビティのタイプ

• ログファイルをローテーションする頻度（およびタイミング）

監査ログには次のアクティビティが含まれる場合があります。

• データベースインスタンスへのすべての接続

• 失敗した接続試行

• データベースインスタンスからの切断

• すべてのクエリ（SELECTステートメント）

• すべての DMLステートメント（INSERT、UPDATE、DELETE）

• すべての DDLステートメント（CREATE、DROP、ALTERなど）

監査ログが PEM サーバーに保存されると、監査ログダッシュボードを使用して、読みやすい形式で情報を確認

できます。監査ログダッシュボードでは、タイムスタンプの範囲（アクティビティが発生したとき）、アクティビ

ティが発生したデータベース、アクティビティを実行しているユーザー、または呼び出されているコマンドの種類

によってログファイルをフィルタリングできます。
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5.1 AdvancedServerInstanceServiceIDの設定

AdvancedServerインスタンスのロギングを設定するには、サーバーはバインドされたエージェントを備えた PEM

管理サーバーであり、サーバー登録にはサービススクリプトの名前が含まれている必要があります。新しいサー

バーを登録するときは、[新しいサーバー]ダイアログの [詳細設定]タブの [サービス ID]フィールドにサービス名

を含めます。

既存の（登録済みおよび接続済み）サーバーにサービス名を追加する前に、サーバーを切断する必要がありま

す。サーバー名を右クリックし、コンテキストメニューから Disconnect serverを選択します。次に、サー

バー名を右クリックして、コンテキストメニューから Propertiesを選択します。 Advancedタブを選択し、

Service IDフィールドにサービス名を追加します。

図 1 AdvancedServerインスタンスのサービス ID

サービス IDフィールドにより、PEMサーバーはサービスを停止および開始できます。

• AdvancedServer11サービススクリプトの名前は edb-as-12です。

• AdvancedServer11サービススクリプトの名前は edb-as-11です。

• AdvancedServer10サービススクリプトの名前は edb-as-10です。

• AdvancedServer9.6サービススクリプトの名前は edb-as-9.6です。

• AdvancedServer9.5（またはそれ以前）のサービススクリプトの名前は ppas-9。/ xです。 xはバージョンを

指定します。

• PostgreSQL9.6サービススクリプトの名前は postgresql-11です。
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• PostgreSQL9.6サービススクリプトの名前は postgresql-10です。

• PostgreSQL9.6サービススクリプトの名前は postgresql-9.6です。
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5.2 EDB監査構成プローブの設定

AdvancedServerサーバーの監査ログを設定する前に、EDB監査設定プローブが有効になっていることを確認する

必要があります。 Manage Probesタブを開いてプローブのステータスを確認するには、ツリーコントロールで

登録済みの AdvancedServerサーバーの名前を右クリックし、Managementメニューから Manage Probes...

を選択します。

Probe Configurationダイアログの Enabled列が EDB Audit Configuration probeに対して Yes

に設定されていることを確認します。

図 2 EDBAuditConfigurationプローブ

EDB 監査構成が有効になっていない場合は、[プローブの管理] タブの Enabled? スイッチを使用して有効にし

ます。
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5.3 監査マネージャーを使用した監査ログの構成

Audit manager ウィザードを開くには、 Management メニューから Audit Manager... を選択します。

Audit manager - Welcomeダイアログが開きます。

図 3 監査マネージャーのようこそダイアログ

Nextをクリックして続行します。

[サーバーの選択]ツリーコントロールを使用して、監査構成を適用するサーバーを指定します。ツリーコントロー

ルでサーバーを使用可能にするには、PEMによる監視のためにサーバーを登録するときに、Create - Server

ダイアログの Advanced tabに Service IDを指定する必要があります。EDBPostgresAdvancedServerのみ

が監査をサポートしていることに注意してください。PostgreSQLサーバーはツリーコントロールに含まれません。

Nextをクリックして続行します。

Auditing Parameters Configuration ダイアログでは、監査を有効または無効にし、ログレコードを

PEMに収集する頻度を選択できます。

Auditing parameters configurationダイアログのフィールドを使用して、監査設定を指定します。

• Auditingスイッチを使用して、指定したサーバーで監査を有効または無効にします。

• Audit destination ドロップダウンを使用して、監査ログの宛先を選択します。[ファイル] または

[Syslog]を選択します。この機能は AdvancedServer10以降のリリースでのみサポートされていることに注

意してください。
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図 4 監査用に構成するサーバーを選択します

図 5 監査パラメータ設定ダイアログ
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• Import logs to PEMスイッチを使用して、各サーバーから PEMサーバーにログレコードを定期的に

インポートするように PEMに指示します。ログファイルをインポートするには、スイッチを [はい]に設定

します。デフォルトは Noです。

• Collection frequency ドロップダウンリストボックスを使用して、ログ収集が有効になっていると

きに PEMが監視対象サーバーからログレコードを収集する頻度を指定します。

• Log formatドロップダウンリストボックスを使用して、各サーバーに書き込まれる生ログ形式を選択し

ます。ログ収集が有効になっている場合、PEMサーバーは CSV形式を使用します。

• File name フィールドを使用して、ログファイル名を生成するときに使用される形式を指定します。デ

フォルトでは、形式は audit-%Y-%m-%d_%H%M%Sに設定されます。ここで、

auditは「監査ディレクトリ名」フィールドで指定されたファイル名です

Yはログが保存された年です

mはログが保存された月です

dはログが保存された日です

Hはログが保存された時間です

Mはログが保存された分です

Sはログが保存された秒です

• Change Log Directory for selected servers? の横にあるボックスをチェックし、 Audit

Directory Name フィールドを使用して、監査ログが書き込まれるディレクトリ名を指定します。この

ディレクトリは、PEMサーバーのデータディレクトリの下にあります。

Log directoryボックスのフィールドを使用して、ログファイルが保存されるディレクトリに関する情報を指

定します。

• Change log directory for selected servers?スイッチを「はい」に移動して、「ディレクト

リ名」フィールドを有効にします。

• Directory nameフィールドを使用して、監査ログが書き込まれる各サーバー上のディレクトリの名前

を指定します。指定されたディレクトリは、サーバー上のデータディレクトリのサブディレクトリとして作

成されます。

Nextをクリックして続行します。

Audit log configurationダイアログは、監査パラメータ設定ダイアログで監査を有効にしている場合にの

み使用できます。

Audit log configurationダイアログのコントロールを使用して、各サーバーに適用されるログ構成の詳細

を指定します。
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図 6 監査ログ設定ダイアログ

• Connection attemptsスイッチを使用して、接続試行を記録するかどうかを指定します。

Noneは接続ログを無効にします。

Allは、すべての接続試行が記録されることを示します。

Failedは、失敗した接続試行をログに記録します。

• Disconnection attemptsスイッチを使用して、切断をログに記録するかどうかを指定します。指定

してください:

Noneは、切断をログに記録しないことを指定します。

Allは切断ログを有効にします。

• Log statements フィールドを使用して、記録するステートメントタイプを指定します。フィールド内

をクリックして、以下から選択します。

Select - SELECTキーワードを含むすべてのステートメントがログに記録されます。

Error -エラーになったすべてのステートメントがログに記録されます。

DML -すべての DML（データ変更言語）ステートメントがログに記録されます。

DDL -すべての DDL（データ定義言語）ステートメント（データを追加、削除、または変更するステートメ

ント）がログに記録されます。
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Select Allの隣のボックスをオンにして、すべてのステートメントタイプを選択します。

Unselect Allの隣のボックスをオンにして、すべてのステートメントタイプの選択を解除します。

• Audit tag フィールドを使用して、収集されたログの追跡タグを指定します。監査タグ付け機能は、

AdvancedServerバージョン 9.5以降でのみ使用できることに注意してください。複数のサーバーの監査機

能を定義し、1つ以上のサーバーがバージョン 9.5以降である場合、このフィールドは有効になりますが、

選択した場合、タグ付け機能はバージョン 9.5以降のサーバーにのみ適用されます。

Log rotationボックスのフィールドを使用して、各サーバーでログファイルを管理する方法を指定します。

• Enable?スイッチを使用して、ログファイルをローテーションするように指定します。1つのファイルが

管理不能なほど大きくなるのを防ぐために、新しいログファイルを定期的に使用する必要があることに注意

してください。

• Day drop-downリストボックスを使用して、ログファイルをローテーションする日を選択します。

• Size (MB)フィールドを使用して、ログファイルをローテーションするサイズをメガバイト単位で指定し

ます。

• Time (seconds)フィールドを使用して、ログファイルのローテーション間隔を秒数で指定します。

Nextをクリックして続行します。

図 7 監査変更のスケジュールダイアログ

Schedule Auditing Changesダイアログを使用して、監査設定の変更をいつ有効にするかを決定します。
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• 監査構成の変更をすぐに実行する場合は、 Configure logging now? を選択します。影響を受ける

データベースサーバーが再起動されるため、監査の変更が有効になります。

• Time?セレクターを使用して、将来のある時点で行われる監査構成の変更をスケジュールします。ドロッ

プダウンリストから目的の日付と時刻を選択します。影響を受けるデータベースサーバーは、指定された日

付/時刻に再起動され、監査の変更が有効になります。

Finishをクリックして、監査構成プロセスを完了します。

監査マネージャーは、各サーバーに構成を適用するジョブをスケジュールします。ジョブは 2つのタスクで構成さ

れます。1つはサーバー上の監査ログ構成を更新し、もう 1つは新しい構成でサーバーを再起動します。

Scheduled Tasks タブを使用して、スケジュールされたジョブのリストを確認できます。 Scheduled

Tasks タブを開くには、サーバーまたはエージェントの名前を強調表示し、 Management メニューから

Scheduled Tasks...を選択します。
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5.4 監査ログダッシュボードでログを表示する

監査ログダッシュボードを使用して、AdvancedServerデータベースインスタンスから監査ログを表示します。

Audit Logダッシュボードを開くには、サーバーまたはエージェントノードを右クリックし、 Dashboardsメ

ニューから Audit Log Analysis を選択します。 Management メニューにある Dashboards メニューを

ナビゲートして、監査ログダッシュボードを開くこともできます。

図 8 監査ログダッシュボード

監査ログダッシュボードには、監査レコードが新しい順に表示されます（一番上に新しいレコード、一番下に古い

レコード）。

ウィンドウに表示されない古い監査レコードを表示するには、監査レコードのリストを制御する垂直スクロール

バー（ウィンドウの右側にある 2つのうち最も内側のスクロールバー）を使用します。スクロールバーをウィンド

ウの下部に移動すると、古い監査レコードが継続的にロードされて表示されます。

フィルタリングを使用して、表示される監査レコードの数を制限できます。 Show Filters をクリックして、

フィルターパネルを表示します。

filters panelのフィールドを使用して、表示する監査レコードの特定の選択基準を指定します。
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図 9 監査ログダッシュボードフィルタパネル

• Startフィールドを使用して、レポートの開始日を指定します。フィールドでマウスボタンをクリックし

てカレンダーを開き、開始日を選択します。

• Endフィールドを使用して、レポートの終了日を指定します。フィールドでマウスボタンをクリックしてカ

レンダーを開き、終了日を選択します。

• Userフィールドを使用して、特定の Postgresユーザーによってアクティビティが開始されたエントリのみ

を表示します。

• Databaseフィールドを使用して、特定のデータベースでアクティビティが発行されたエントリのみを表

示します。

• Command type フィールドを使用して、アクティビティが指定されたタイプのエントリのみを表示しま

す。指定できるコマンドタイプは、アイドル、認証、および SELECTです。（ユーザーアプリケーションか

ら SQLステートメントを表示するには、アイドルコマンドの種類を指定します。）

Filterをクリックして、フィルタリング基準をログエントリに適用します。
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第 6章

ログマネージャー

PEMLogManagerを使用して、Postgresインスタンスのサーバーログ構成を簡素化できます。ログマネージャーを

使用すると、クリックするだけでサーバーログのパラメーターをすべて変更できます。

• ログファイルが書き込まれる場所

• ログファイルが書き込まれる頻度

• ログファイルに書き込まれる情報の種類

• ログファイルエントリの形式

• ログローテーションプロパティ

Postgresインスタンスのロギングを設定するには、サーバーを PEM管理サーバーとして登録し、登録情報にサー

ビススクリプトの名前を含める必要があります。

Log Managerを開くには、PEMクライアントの Managementメニューから Log Manager...オプション

を選択します。ウィザードが開き、ログマネージャーが表示されます。

Nextをクリックして Server selectionダイアログに進みます。

Server selection ダイアログには、PEM によって監視されているサーバー接続のリストが表示されま

す。LogManager ウィザードが指定された構成を適用するサーバーの名前の横にあるボックスをオンにします。

LogManagerは、サーバー選択ツリーコントロールで名前の左側に赤い感嘆符が表示されているサーバーでは無効

になっています。サーバーが有効にされない理由はいくつかあります。

• Properties ダイアログの Advanced タブで Service ID を指定するサーバーのみが、LogManager

で設定できます。

サービス ID を提供するには、ツリーコントロールでサーバー名を右クリックし、コンテキストメニュー

から Disconnect Server を選択します。プロンプトが表示されたら、パスワードを入力します。次

に、サーバーのコンテキストメニューを開き、 Properties を選択します。 Advanced タブに移動し、

Service IDフィールドにサービスの名前を入力します。 Saveをクリックして変更を保存し、ダイアロ

グを終了します。
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図 1 ログマネージャーのようこそダイアログ

• サーバーにバインドされた PEMエージェントにサーバーを再起動するための十分な権限がない場合、サー

バーは無効になります。

• サーバーにバインドされた PEMエージェントが、関連付けられた PEMサーバーよりも古いバージョンで

ある場合、サーバーは無効になります。

Nextをクリックして続行します。

Log configurationダイアログのオプションを使用して、ログファイルが PEMにインポートされる頻度を指

定し、ログローテーションの詳細を指定します。

Import Logsボックス内のオプションは、ログファイルが PEMにインポートされる頻度を指定します。

• Import logs to PEMラベルの横にあるスイッチを使用して、ログファイルを PEMにインポートして

サーバーログ分析ダッシュボードに表示するかどうかを指定します。

• Import Frequencyドロップダウンリストボックスを使用して、ログファイルを PEMにインポートす

る頻度を指定します。

Log rotation configurationボックスのフィールドを使用して、ログファイルの最大長（寿命またはサイ

ズ）を指定します。

• Rotation Sizeフィールドを使用して、個々のログファイルの最大サイズをメガバイト単位で指定しま
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図 2 LogManagerサーバー選択ダイアログ

す。デフォルト値は 10MBです。0に設定すると、ログファイルの最大サイズに制限はありません。

• Rotation Timeフィールドを使用して、各ログファイルに保存する日数を指定します。デフォルト値は

1日です。

Truncation on Rotationスイッチを使用して、時間ベースのログファイルローテーションのサーバーの動

作を指定します。

• ONを選択して、新しいファイルが取得するのと同じ名前を持つ既存のログファイルをサーバーが上書きす

るように指定します。

• OFFを選択して、サーバーが新しいログファイルエントリが既存のログファイルに新しいログファイルと同

じ名前で追加されるように指定します。これがデフォルトの動作です。

Nextをクリックして続行します。

Where toログダイアログのフィールドを使用して、ログファイルを書き込む場所を指定します。

• Log Destinationボックスからオプションを選択して、サーバーログ出力の宛先を指定します。

– stderrスイッチを Yesに設定して、ログファイルが stderrに書き込まれるように指定します。

– csvlogスイッチを Yesに設定して、ログファイルをコンマ区切り値形式でファイルに書き込むよう

に指定します。 Scheduleダイアログで Import logs to PEMを選択した場合、このオプション
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図 3 ログマネージャのログ設定ダイアログ

は自動的に有効になります（編集できなくなります）。サーバーログファイルを PEMにインポートし

ない場合、このオプションは編集可能です。

– syslogスイッチを Yesに設定して、ログファイルがシステムログファイルに書き込まれるように指

定します。

– Windowsでは、 eventlogスイッチを「はい」に設定して、ログファイルをイベントログに書き込む

ように指定します。

• Log collectionボックス内のオプションを使用して、コレクションの設定を指定します。

– Log Collectorスイッチを Enableに設定して、キャプチャされたログメッセージ（STDERRに

リダイレクトされる）をログファイルにリダイレクトするようにサーバーに指示します。

– Log Silent Modeスイッチを Enableに設定して、制御端末との関連付けを解除して、バックグ

ラウンドでサイレントに実行するようサーバーに指示します。

• Log Directoryボックスのオプションを使用して、ログファイルの場所の設定を指定します。

– Change log directory for selected servers?スイッチを Yesに設定して、ログファイ

ルの各セットを個別のディレクトリに保持するように指定します。

– Directory nameフィールドを使用して、ログファイルが書き込まれるディレクトリを指定します。
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図 4 ログの保存場所ダイアログ

このディレクトリは、監視対象サーバーのインストールディレクトリの下の pg_logディレクトリの下

にあります。

• Log File Nameフィールドを使用して、ログファイル名の形式を指定します。 DEFAULTに設定すると、

形式は enterprisedb-%Y-%m-%d_%H%M%Sになります。

– enterprisedbはファイル名のプレフィックスです

– Yはログが保存された年です

– mはログが保存された月です

– dはログが保存された日です

– Hはログが保存された時間です

– Mはログが保存された分です

– Sはログが保存された秒です

syslogへのロギングが有効になっている場合:

• Syslog Facilityドロップダウンリストボックスを使用して、使用する syslog機能を指定します。
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• Syslog Identフィールドを使用して、システムログの AdvancedServerエントリを識別するプログラム

名を指定します。

Nextをクリックして続行します。

図 5 ログマネージャのログを記録するタイミング

When to log ダイアログのフィールドを使用して、ログファイルエントリを開始するイベントを指定します。

重大度レベル（重大度の順に、最も重大度の高いものから順に）:

• panic -すべてのデータベースセッションを中断させるエラー。

• fatal -セッションを中断させるエラー。

• log -管理者が関心を持つ情報メッセージ。

• error -コマンドを中止させるエラー。

• warning -コマンドは完了するが、期待どおりに実行されない可能性があるエラー条件。

• notice -ユーザーが関心を持つアイテム。これがデフォルトです。

• info -ユーザーが暗黙的に要求する情報。

• debug5から debug1 -開発者に役立つ詳細なデバッグ情報。
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• Client min messagesドロップダウンリストボックスを使用して、クライアントアプリケーションに

送信されるメッセージの最低の重大度レベルを指定します。

• Log min messagesドロップダウンリストボックスを使用して、サーバーログに書き込まれる最低の重

大度レベルを指定します。

• デフォルトでは、エラーメッセージがサーバーログに書き込まれるとき、ログエントリを開始した SQLス

テートメントのテキストは含まれません。 Log min error statementドロップダウンリストボック

スを使用して、SQLステートメントロギングをトリガーする重大度レベルを指定します。指定された重大

度以上のメッセージの場合、メッセージを生成した SQLステートメントがサーバーログに書き込まれます。

• Log min duration statement ドロップダウンリストボックスを使用して、ステートメントの期間

（ミリ秒単位）を指定します。指定されたミリ秒数を超えるステートメントは、サーバーログに書き込まれ

ます。 -1の値は、すべての期間ベースのロギングを無効にします。 0の値は、すべてのステートメントと

その期間を記録します。

• Log temp files フィールドを使用して、ファイルサイズをキロバイト単位で指定します。一時ファイ

ルが指定されたサイズに達すると、ログに記録されます。 -1の値（デフォルト）は、この機能を無効にし

ます。

• Log autoVacuum min durationフィールドを使用して、ミリ秒単位で時間の長さを指定します。自

動バキュームが指定された時間を超えると、アクティビティがログに記録されます。 -1の値（デフォルト）

は、この機能を無効にします。

Nextをクリックして続行します。

What to ログダイアログのフィールドを使用して、デバッグと監査に役立つログエントリオプションを指定し

ます。

Debug optionsボックスのスイッチは、開発者が関心を持つ可能性のあるクエリの実行に関連する情報をログ

ファイルに含めるようにサーバーに指示します。

• Parse treeスイッチを「はい」に設定して、ログファイルに解析ツリーを含めるようにサーバーに指示

します。

• Rewriter outputスイッチを「はい」に設定して、ログファイルにクエリリライタの出力を含めるよう

にサーバーに指示します。

• Execution planスイッチを「はい」に設定して、ログファイルに実行された各クエリの実行計画を含め

るようにサーバーに指示します。

Indent Debug Options Output in Logスイッチが Yesに設定されている場合、サーバーは解析ツリー

エントリ、クエリリライタエントリ、またはクエリ実行プランエントリを含む各行をインデントします。インデン

トにより、結果のログファイルが読みやすくなりますが、ログファイルが長くなります。

General Options ボックスのスイッチを使用して、ログファイルに監査情報を含めるようサーバーに指示し

ます。
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図 6 ログマネージャの [ログを記録する]ダイアログ

• サーバーログにチェックポイントとリスタートポイントを含めるには、Checkpointsスイッチを Yesに

設定します。

• Connectionsスイッチを Yesに設定して、サーバーへの試行された各接続（および正常に認証された接

続）をサーバーログに含めます。

• Disconnectionsスイッチを Yesに設定して、セッション情報とセッション期間を提供する各終了セッ

ションのサーバーログエントリを含めます。

• Duration スイッチを Yes に設定して、ログに記録された各ステートメントの実行に必要な時間をサー

バーログに含めます。

• Hostnameスイッチを Yesに設定して、各サーバーログエントリに IPアドレスとホスト名の両方を含め

ます（デフォルトでは、IPアドレスのみが記録されます）。これによりパフォーマンスが低下する可能性が

あることに注意してください。

• Lock Waitsスイッチを Yesに設定して、ロックを取得するために deadlock_timeoutパラメーターで指

定された時間より長く待機するセッションのログエントリを書き込むようにサーバーに指示します。これ

は、ロック待機がパフォーマンス低下の原因であるかどうかを判断するときに役立ちます。

Error verbosityドロップダウンリストボックスを使用して、サーバーログの各エントリに書き込まれる詳細

を指定します。
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• defaultを選択すると、各サーバーのログエントリにエラーメッセージ、詳細、ヒント、クエリ、コンテ

キストが含まれます。

• エラーメッセージのみを記録するには、 terseを選択します。

• verbose を選択して、エラーメッセージ、詳細、ヒント、クエリ、およびコンテキストエラー情報、

SQLSTATEエラーコードとソースコードファイル名、関数名、エラーを生成した行番号を含めます。

Prefix stringフィールドを使用して、各ログファイルエントリの先頭に書き込まれる printfスタイルの文字

列を指定します。サポートされているオプションの詳細については、log_line_prefixドキュメント（Postgresコア

ドキュメント内）をご覧ください。

http://www.postgresql.org/docs/current/static/runtime-config-logging.html

Statementsドロップダウンリストボックスを使用して、サーバーログに含める SQLステートメントを指定し

ます。デフォルトはなしです。有効なオプションは次のとおりです。

• SQLステートメントのログを無効にするには、 noneを指定します。

• ddlを指定して、CREATE、ALTER、DROPなどの ddl（データ定義言語）ステートメントをログに記録す

るようサーバーに指示します。

• modを指定して、すべての ddlステートメントと、INSERT、UPDATE、DELETE、TRUNCATE、COPYFROM

などのすべての dml（データ変更言語）ステートメントをログに記録するようにサーバーに指示します。

• allを指定して、サーバーにすべての SQLステートメントを記録するよう指示します。

Nextをクリックして続行します。

Schedule logging changesダイアログのオプションを使用して、ロギング構成の変更がいつ適用されるか

を指定します。

• Configure logging now スイッチを Yes に設定して、構成設定を有効にし、ログマネージャーウィ

ザードが完了するとサーバーが再起動するように指定します。

• Configure logging nowを Noに設定して、他のタイムカレンダーセレクターで [スケジュール]を使

用して、適用するログ設定の都合のよい時間を指定し、サーバーを再起動します。

LogManagerウィザードで指定された構成の変更を適用すると、サーバーの再起動により、ユーザーのデータベー

スサーバーの使用が一時的に中断されることに注意してください。

Finishをクリックしてウィザードを終了し、サーバーを再起動するか、スケジュールダイアログで指定された時

間にサーバーの再起動をスケジュールします。
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図 7 ロギング変更のスケジュールダイアログ

6.1 サーバーログ分析ダッシュボードの確認

LogManagerウィザードを起動し、ログファイルを PEMにインポートした後、 Server Log Analysisダッ

シュボードを使用して、選択したサーバーのログファイルを確認できます。 Server Log Analysis ダッ

シュボードを開くには、PEM クライアントツリーコントロールで監視対象サーバーの名前を右クリックし、

Dashboardsメニューをナビゲートして Server Log Analysisを選択します。

Server Log Analysisダッシュボードのヘッダー情報には、サーバーが起動された日時、ページが最後に更

新された日時、およびトリガーされたアラートの現在の数が表示されます。

Server Logテーブルのエントリは時系列で表示され、最新のログエントリが最初に表示されます。スクロール

バーを使用して、ログエントリ内を移動したり、表示されていない列を表示したりします。

サーバーログテーブルの上部の見出しは、各列に格納されている情報を示します。列見出しにカーソルを合わせる

と、各列のコンテンツの説明を含むツールチップが表示されます。

フィルタリングを使用して、表示されるサーバーログレコードの数を制限できます。 Show Filtersをクリッ

クしてフィルターパネルを表示し、フィルターを定義します。

filter definition ボックス内のフィールドを使用して、表示するレポートのサブセットを選択するために

PEMが使用する選択基準を説明します。
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図 8 サーバーログ分析ダッシュボード

図 9 サーバーログフィルターの定義

• Fromフィールドを使用して、表示されたサーバーログの開始日を指定します。

• Toフィールドを使用して、表示されたサーバーログの終了日を指定します。

• Usernameフィールドにロール名を入力すると、そのユーザーが実行したトランザクションのみが表示さ

れます。

• Database fieldにデータベース名を入力して、指定したデータベースに対して実行されたトランザク

ションのみに表示されるレコードをサーバーが制限するように指定します。

• Command Typeフィールドを使用して、フィルターされたレポートに表示されるコマンドの選択基準を指

定します。
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サーバーログをフィルタリングする基準を説明したら、 Filterをクリックして Server Logテーブルにフィ

ルタリングされたサーバーログを表示します。
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Postgresログ分析エキスパート

PEMLogAnalysisExpert は、PostgresEnterpriseManager に登録されているサーバーのログファイルを分析し、

ログファイルエントリに基づいて Postgres クラスターの使用状況の分析を提供するレポートを生成します。

LogAnalysisExpertレポートの情報を使用して、クラスターの使用率と構成を最適化してパフォーマンスを改善す

ることを決定できます。

PEMLogAnalysisExpertを使用する前に、ServerPropertiesダイアログの Advancedタブでサービス IDを指定し、

LogManagerウィザードを使用して PEMサーバーによるログ収集を有効にする必要があります。

Postgres Log Analysis Expertウィザードを開くには、PEMクライアントの Managementメニューか

ら Postgres Log Analysis Expert...オプションを選択します。ウィザードの Welcomeダイアログが

開きます。 Nextをクリックして続行します。

ウィザードの Analyzer selectionダイアログには、選択可能なアナライザーのリストが表示されます。各ア

ナライザーは、ログファイルから収集した情報を含む、対応するテーブル、チャート、またはグラフを生成します。

アナライザーの左側にあるボックスをチェックして、ログ分析エキスパートが対応するテーブル、チャート、グラ

フを準備する必要があることを示します。選択後、 Nextをクリックして、サーバー選択ツリーコントロールに進

みます。

ツリーコントロールを使用して、PostgresLogAnalysisExpertで分析するサーバーを指定します。複数のサーバー

を選択した場合、結果のレポートには、サーバーごとに対応する結果セットが個別の（ただし連続した）リストに

含まれます。 Nextをクリックして、レポートオプションダイアログに進みます。

Optionsセクションのフィールドを使用して、分析方法と結果のテーブルの最大長を指定します。

• Aggregate method ドロップダウンを使用して、LogAnalysisExpert が選択した期間のデータを統合す

るために使用する方法を選択します。以下から選択できます。

– SUMは、指定された期間に収集された値の合計である値を計算するようアナライザーに指示します。

– AVGは、指定された期間に収集された値の平均である値を計算するようにアナライザーに指示します。

– MAXは、指定した期間内に発生する最大値を使用するようアナライザーに指示します。
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図 1 ログ分析エキスパートのようこそダイアログ

– MINは、指定した期間内に発生する最小値を使用するようアナライザーに指示します。

• Time spanフィールドを使用して、アナライザーがグラフ上のポイントの各計算に組み込む分数を指定し

ます。たとえば、Timeスパンが 5分で、Aggregateメソッドが AVGである場合、特定のグラフの各ポイン

トには、5分のタイムスパン内で発生したアクティビティの平均値が含まれます。

• Rows limitフィールドを使用して、テーブルに含める最大行数を指定します。

Time Intervalsセクションのフィールドを使用して、LogAnalysisExpertが分析する時間範囲を指定します。

• Relative daysを「はい」に設定して（+/-）From日付フィールドを有効にし、Fromフィールドで選択

した日時の前または後の日数を指定します。

• Fromフィールドを使用して、分析の開始日時を指定します。

• Toフィールドを使用して、分析の終了日時を指定します。

• (+/-)の開始日セレクタを使用して、分析に含める開始日より前または後の日数を指定します。

レポートオプションを指定したら、[0]をクリックして [レポートの宛先]ダイアログに進みます。

デフォルトオプションを選択し、 Finishを選択して PEMクライアントのタブ付きブラウザーで LogAnalysis-
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図 2 アナライザー選択ダイアログ

Expertレポートを表示するか、レポートのダウンロードの横にあるラジオボタンをクリックして、後で使用するた

めにレポートのコピーを HTMLファイルに保存できます。

レポートをファイルに保存するように指定している場合、レポートがダウンロードされます。
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図 3 サーバー選択ダイアログ

7.1 PostgresLogAnalysisExpertReportのレビュー

レポートをすぐに確認することを選択した場合、PostgresLogAnalysisExpertレポートが PEMClientウィンドウに

表示されます。レポートヘッダーには、レポートが生成された日時、レポートの期間、およびレポートの定義時に

指定された集計方法が表示されます。情報が表示されるサーバーの名前は、レポートの各セクションの先頭に記載

されています。

レポートには、LogAnalysisExpert ウィザードで選択されたテーブル、グラフ、およびチャートが表示されます。

Jump Toボタン（画面の右下隅にあります）を使用して、特定のグラフィックに移動します。

レポートに複数の監視対象サーバーの分析が含まれる場合、グラフと表がセットで表示されます。最初に 1 つの

サーバーの統計を表示するグラフ、テーブル、およびチャート、次にレポート内の次のサーバーのグラフィックを

表示します。

150 第 7 章 Postgresログ分析エキスパート



Postgres Enterprise Manager, リリース 8.0

図 4 レポートオプションダイアログ
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図 5 レポート宛先ダイアログ
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図 6 Postgresログ分析エキスパートレポート
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第 8章

SQLプロファイリングと分析

ほとんどの RDBMS 専門家は、非効率的な SQL コードがほとんどのデータベースパフォーマンスの問題の主な

原因であることに同意しています。DBAと開発者にとっての課題は、大規模で複雑なシステムで実行が不十分な

SQLコードを見つけ、そのコードを最適化してパフォーマンスを向上させることです。

SQL プロファイラコンポーネントを使用すると、データベースのスーパーユーザーは、パフォーマンスの低い

SQLコードを見つけて最適化できます。MicrosoftSQLServerの Profilerのユーザーは、PEMの SQLProfilerの操

作と機能が非常に似ていることに気付くでしょう。SQLプロファイラーは、各 AdvancedServerインスタンスと共

にインストールされます。PostgreSQLを使用している場合は、SQLプロファイラーインストーラーをダウンロー

ドし、プロファイリングする各管理対象データベースインスタンスに SQLプロファイラー製品をインストールす

る必要があります。

SQLProfilerによって監視される各データベースについて、次のことを行う必要があります。

1. postgresql.confファイルを編集します。shared_preload_libraries構成パラメーターに SQLプロファ

イラーライブラリを含める必要があります。

Linuxインストールの場合、パラメーター値には以下を含める必要があります。

$libdir/sql-profiler

Windowsでは、パラメーター値には次のものが含まれます。

$libdir/sql-profiler.dll

2. データベースで SQLProfilerが使用する関数を作成します。SQLプロファイラインストールプログラムは、

Linuxシステムのメイン PostgreSQLインストールディレクトリの share/postgresql/contribサブ

ディレクトリに SQLスクリプト（sql-profiler.sqlという名前）を配置します。Windowsシステムでは、こ

のスクリプトは shareサブディレクトリにあります。サーバーを PEMに登録するときに指定したメンテ

ナンスデータベースでこのスクリプトを呼び出す必要があります。

3. 変更を有効にするには、サーバーを停止して再起動します。

注:SQLプロファイラーを構成する前に PEMクライアントで PEMサーバーに接続している場合は、サーバーとの
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接続を切断して再接続し、SQLプロファイラー機能を有効にする必要があります。SQLProfilerプラグインのイン

ストールと構成の詳細については、次の EDBWebサイトから入手可能な PEMインストールガイドを参照してく

ださい。

http://enterprisedb.com/products-services-training/products/documentation
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8.1 新しい SQLトレースの作成

SQLプロファイラーは、特定の SQLワークロードをキャプチャして表示し、SQLトレースで分析します。キャプ

チャした SQLトレースをすぐに開始してレビューすることも、キャプチャしたトレースを保存して後でレビュー

することもできます。SQL プロファイラーを使用して、最大 15 個の名前付きトレースを作成および保存できま

す。メニューオプションを使用して、トレースを作成および管理します。

8.1.1 トレースを作成する

Create trace...ダイアログを使用して、SQLプロファイラーがインストールおよび構成されているデータ

ベースの SQLトレースを定義できます。インストールおよび構成済み。ダイアログにアクセスするには、PEMク

ライアントツリーコントロールでデータベースの名前を強調表示します。[管理] メニューから [SQL プロファイ

ラー]プルアッドメニューに移動し、[トレースの作成...]を選択します。

図 1 [トレースオプション]タブ

Trace optionsタブのフィールドを使用して、新しいトレースに関する詳細を指定します。

• [名前]フィールドにトレースの名前を入力します。

• User filterフィールドをクリックして、クエリがトレースに含まれるロールを指定します。必要に応

じて、[すべて選択]の横のボックスをオンにして、すべてのロールからのクエリを含めます。

• Database filter フィールドをクリックして、トレースするデータベースを指定します。必要に応じ

て、[すべて選択]の横のボックスをオンにして、すべてのデータベースに対するクエリを含めます。

• trace size in the Maximum Trace File Sizeフィールドを指定します。SQLプロファイラー

は、指定されたサイズにほぼ達するとトレースを終了します。

•「作成」ボタンを選択したときにトレースを開始するには、 Run Nowフィールドに「はい」を指定します。

[いいえ]を選択して、[スケジュール]タブのフィールドを有効にします。
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図 2 [トレーススケジュールの作成]タブ

Scheduleタブのフィールドを使用して、新しいトレースのスケジュールの詳細を指定します。

• Start timeフィールドを使用して、トレースの開始時間を指定します。

• End timeフィールドを使用して、トレースの終了時間を指定します。

• Repeat?フィールドに「はい」を指定すると、トレースが毎日指定された時間に繰り返されることを示し

ます。[定期ジョブオプション]タブのフィールドを有効にするには、[いいえ]を選択します。

図 3 [定期的なジョブオプションの作成]タブ

Periodic job optionsタブのフィールドは、繰り返しトレースに関するスケジュールの詳細を指定します。

[日]セクションのフィールドを使用して、ジョブを実行する日を指定します。

• Week daysフィールドをクリックして、トレースを実行する曜日を選択します。

• Month daysフィールドをクリックして、トレースを実行する月の日を選択します。
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• Monthsフィールドをクリックして、トレースを実行する月を選択します。

Timesセクションのフィールドを使用して、トレース実行のタイムスケジュールを指定します。

• Hoursフィールドをクリックして、トレースを実行する時間を選択します。

• Minutesフィールドをクリックして、トレースを実行する時間を選択します。

Create trace...ダイアログが完了したら、 Createをクリックして、新しく定義されたトレースを開始す

るか、後でトレースをスケジュールします。

図 4 トレース結果を表示する SQLプロファイラタブ

トレースをすぐに実行することを選択すると、トレース結果が PEMクライアントに表示されます。
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8.1.2 既存のトレースを開く

前のトレースを表示するには、PEM クライアントツリーコントロールでプロファイルされたデータベースの名

前を強調表示します。 Managementメニューから SQLプロファイラのプルアサイドメニューに移動し、 Open

trace.... を選択します。 SQL Profiler toolbar メニューを使用してトレースを開くこともできます。

Open trace...オプションを選択します。[トレースを開く...]ダイアログが開きます。

図 5 既存のトレースを開く

トレースリストのエントリを強調表示し、[開く]をクリックして、選択したトレースを開きます。選択したトレー

スが [SQLプロファイラー]タブで開きます。
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8.1.3 トレースのフィルタリング

フィルターは（1つ以上の）ルールの名前付きセットであり、それぞれがトレースビューからイベントを非表示に

できます。トレースにフィルターを適用すると、非表示のイベントはトレースから削除されず、表示から除外され

るだけです。

フィルターアイコンをクリックして Trace Filterダイアログを開き、フィルターを定義するルール（または

ルールセット）を作成します。各ルールは、イベントを呼び出したロールの ID、またはイベント中に呼び出され

たクエリタイプに基づいて、現在のトレース内のイベントを選別します。

既存のフィルターを開くには、 Openボタンを選択します。新しいフィルターを定義するには、Add (+)アイコ

ンをクリックして、「一般」タブに表示されているテーブルに行を追加し、ルールの詳細を指定します。

• Typeドロップダウンリストボックスを使用して、フィルタールールを適用するトレースフィールドを指定

します。

• Conditionドロップダウンリストボックスを使用して、SQLプロファイラが値をトレースのフィルタリ

ング時に適用する演算子のタイプを指定します。

– 指定した値を含む Matches toフィルターイベントを選択します。

– Does not matchを選択して、指定された値を含まないイベントをフィルタリングします。

–「値」フィールドで指定された文字列と完全に一致するイベントをフィルタリングするには、Is equal

toを選択します。

– Is not equalを選択して、「値」フィールドで指定された文字列と完全に一致しないイベントをフィ

ルタリングします。

–「値」フィールドで指定された文字列で始まるイベントをフィルタリングするには、 Starts withを

選択します。

–「値」フィールドで指定された文字列で始まらないイベントをフィルタリングするには、 Does not

start withを選択します。

–「値」フィールドで指定された数値より小さい数値を持つイベントをフィルタリングするには、 Less

thanを選択します。

–「値」フィールドで指定された数値より大きい数値を持つイベントをフィルタリングするには、Greater
thanを選択します。

–「値」フィールドで指定された数値以下の数値を持つイベントをフィルタリングするには、Less than

or equal toを選択します。

–「値」フィールドで指定された数値以上の数値を持つイベントをフィルタリングするには、 Greater

than or equal toを選択します。
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• Value フィールドを使用して、SQL プロファイラーが検索する文字列、数値、または正規表現を指定し

ます。

ルールの定義が終了したら、追加（+）アイコンをクリックして、フィルターに別のルールを追加します。フィル

ターからルールを削除するには、ルールを強調表示して [削除]アイコンをクリックします。

Saveボタンをクリックして、フィルターを適用せずにフィルター定義をファイルに保存します。フィルタを適用

するには、 OKをクリックします。 Cancelを選択してダイアログを終了し、フィルターへの変更を破棄します。
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8.1.4 トレースを削除する

トレースを削除するには、PEMクライアントツリーコントロールでプロファイルされたデータベースの名前を強

調表示します。 Management メニューから SQL プロファイラーのプルアサイドメニューに移動し、 Delete

trace(s)....を選択します。SQLプロファイラーのツールバーメニューを使用してトレースを削除すること

もできます。 Delete trace(s)...オプションを選択します。 Delete tracesダイアログが開きます。

図 6 [トレースの削除…]ダイアログ

トレース名の左側にあるアイコンをクリックして 1つ以上のトレースを削除対象としてマークし、 Deleteをク

リックします。PEMクライアントは、選択したトレースが削除されたことを確認します。
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8.1.5 スケジュールされたトレースの表示

スケジュールされたトレースのリストを表示するには、PEMクライアントツリーコントロールでプロファイルさ

れたデータベースの名前を強調表示します。 Management メニューから SQL プロファイラのプルアサイドメ

ニューに移動し、Scheduled traces...を選択します。SQLプロファイラのツールバーメニューを使用して

リストに移動することもできます。 Scheduled traces...オプションを選択します。

図 7 スケジュールされたトレースの確認

Scheduled traces...ダイアログには、実行を待機しているトレースのリストが表示されます。トレース名

の左側にある編集ボタンをクリックして、トレースに関する詳細情報にアクセスします。

• Statusフィールドには、現在のトレースのステータスが一覧表示されます。

• トレースが有効な場合、 Enabled?スイッチは「はい」を表示します。無効になっている場合はいいえ。

• Nameフィールドには、トレースの名前が表示されます。

• Agentフィールドには、トレースの実行を担当するエージェントの名前が表示されます。

• Last runフィールドには、トレースの最後の実行の日付と時刻が表示されます。

• Next runフィールドには、次にスケジュールされているトレースの日付と時刻が表示されます。

• Createdフィールドには、トレースが定義された日時が表示されます。
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8.2 インデックスアドバイザーの使用

IndexAdvisorは AdvancedServer9.0以降で配布されます。インデックスアドバイザは、SQLプロファイラと連携

して、収集された SQLステートメントを調べ、基になるテーブルのインデックス作成の推奨事項を作成して、SQL

応答時間を改善します。インデックスアドバイザーは、スーパーユーザーによって呼び出されるすべての DML

（INSERT、UPDATE、DELETE）および SELECTステートメントで機能します。

インデックスアドバイザーからの診断出力には以下が含まれます。

• 推奨されるインデックスから予測されるパフォーマンスの利点

• 推奨されるインデックスの予測サイズ

• 推奨インデックスの作成に使用できる DDLステートメント

インデックスアドバイザーを使用する前に、以下を行う必要があります。

1. index_advisor ライブラリーを shared_preload_libraries パラメーターに追加して、各 AdvancedServer ホス

トの postgresql.confファイルを変更します。

2. Index Advisor contrib モジュールをインストールします。モジュールをインストールするには、

psql クライアントまたは PEM クエリツールを使用してデータベースに接続し、次のコマンドを呼び出し

ます。

/i <complete_path>/share/contrib/index_advisor.sql

3. サーバーを再起動して、変更を有効にします。

インデックスアドバイザは、SQLプロファイラによってキャプチャされたトレースデータに基づいてインデックス

の推奨事項を作成できます。 SQL Profiler Trace Dataペインで 1つ以上のクエリを強調表示し、 Index

Advisorツールバーボタンをクリックします（または [表示]メニューから [インデックスアドバイザー]を選択

します）。IndexAdvisorの詳細な使用情報については、EDBPostgresAdvancedServerGuideをご覧ください。

注:インデックスアドバイザーは、非スーパーユーザーによって呼び出されたステートメントを分析できません。

非スーパーユーザーによって呼び出されたステートメントを分析しようとすると、サーバーログに次のエラーが含

まれます。

ERROR:access to library /"index_advisor/" is not allowed

インデックスアドバイザーの構成と使用の詳細については、EDB から入手可能な EDBPostgresAdvancedServer-

Guideを参照してください。

https://www.enterprisedb.com/resources/product-documentation
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第 9章

チューニングウィザード

チューニングウィザードは、PostgreSQLまたは AdvancedServerのインストールを確認し、予想されるワークロー

ドに最適なインストールの調整に役立つ一連の構成オプションを推奨します。ベンチマークシステムまたは作業負

荷の高いシステムでは、最適なパフォーマンスを実現するために追加の手動調整が必要になる場合があることに注

意してください。

チューニングウィザードを使用する前に、サーバーの [プロパティ]ダイアログの [詳細設定]タブにある [サービス

ID]フィールドでサービスの名前を指定する必要があります。PEMは、チューニング後にサービスを再起動する

ときにサービス名を使用します。

チューニングウィザードは、バインドされた PEM エージェントと同じサーバーに存在するサーバーに対しての

み推奨事項を作成できます。サーバーの定義時に [リモート監視]フィールドで [はい]の値を指定した場合、サー

バーはチューニングウィザードのツリーコントロールに表示されません。

チューニングウィザードを開くには、PEM クライアントの Management メニューから Tuning Wizard...

を選択します。チューニングウィザードが開き、歓迎されます。

Nextをクリックして、サーバー選択ダイアログに進みます。

ツリーコントロールの Serversノードを展開して、PEMによって現在監視されている、チューニングに使用で

きるサーバーのリストを表示します。サーバー名の左側にあるチェックボックスをオンにして、チューニングする

サーバーを選択します。

注釈: そのサーバーのサービス名がサーバーの [プロパティ]ダイアログで提供されていない場合、チューニング

ウィザードはツリーコントロールのサーバー名の左側に赤い警告記号を表示します。

Nextをクリックして、構成ダイアログに進みます。

Machine utilizationフィールドでオプションを選択して、選択したサーバーによって実行される作業のタ

イプを指定します。サーバーによって実行される作業の種類によって、チューニングウィザードがシステムリソー

スを割り当てる方法が決まります。
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図 1 チューニングウィザードの [ようこそ]ダイアログ

図 2 サーバーの選択ダイアログ
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図 3 構成ダイアログ

• Dedicatedを選択して、システムリソースの大半をデータベースサーバー専用にします。

• Mixed useを選択して、適量のシステムリソースをデータベースサーバー専用にします。

• Developer workstationを選択して、比較的少量のシステムリソースをデータベースサーバー専用に

します。

Workload Selectionフィールドでオプションを選択して、選択したサーバーで通常実行されるワークロード

のタイプを指定します。

• 選択したサーバーが主にオンライントランザクションワークロードの処理に使用される場合は、 OLTPを選

択します。

• 選択したサーバーがトランザクション処理とデータレポートの両方を提供する場合は、 Mixed を選択し

ます。

• サーバーが大量のデータのレポートに使用される場合は、 Data warehouseを選択します。

Nextをクリックして Tuning Changes Summaryダイアログに進みます。

Tuning Changes Summaryダイアログのツリーコントロールには、チューニングウィザードによって分析さ

れた各サーバーに推奨されるパラメーター設定の変更が表示されます。サーバーまたはパラメーター名の横にある

チェックボックスを使用して、チューニングウィザードがプレビューレポートに含めるか適用する推奨事項を選択

します。
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図 4 チューニング変更の概要ダイアログ

• パラメーター名の左側にあるチェックボックスは、チューニングウィザードにパラメーター設定が含まれる

ことを指定します。

• サーバー名の左側にあるチェックボックスは、指定されたサーバーの推奨されるすべてのパラメーター設定

をチューニングウィザードに含めることを指定します。

レポートに含めるまたは適用するチューニングウィザードの推奨事項を指定し、 Next をクリックして続行し

ます。

Schedule or Run?ダイアログを使用して、PEMが変更を適用する時間を指定するか、推奨される変更の詳細

を示すレポートを生成します。

選択したアクションは、チューニングの変更の概要に記載されているすべての変更に適用されます。レポートを

生成することを選択した場合、PEM は現在の値のリストと [チューニングの変更の概要] ダイアログで選択した

構成パラメーターへの推奨される変更を含むレポートを作成します。変更を実装するには、 Tuning Changes

Summaryダイアログで変更するパラメーターを指定して、チューニングウィザードをもう一度呼び出す必要があ

ります。

Schedule changesを選択して、スケジュールオプションを表示および指定します。

次のことができます。

• Configuration now? スライダーを Yes に設定して、チューニングウィザードの推奨事項を適用し、

サーバーを再起動します。
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図 5 スケジュールまたは実行？ダイアログ

• Configuration now?スライダーを Noに設定して、時間を有効にしますか？フィールドを選択し、カ

レンダーセレクタを使用して、PEMがチューニングウィザードの推奨事項を適用してサーバーを再起動す

る時間を指定します。変更を適用する時間をスケジュールする場合、変更推奨のプレビューは提供されない

ことに注意してください。

Generate reportを選択して、レポートオプションを表示します。

次のことができます。

• View report now? スライダーを Yes に設定して、チューニングウィザードレポートを画面に表示し

ます。

• View report now?スライダーを Noに設定して Save the report to fileフィールドを有効に

し、カレンダーセレクターを使用して、PEMがチューニングウィザードレポートを書き込むファイル名と

場所を指定します。

Finishボタンをクリックして、チューニングウィザードの変更を適用するか、レポートを生成してチューニング

ウィザードを終了します。

変更したサーバーの postgresql.confファイルを確認することで、チューニングウィザードが推奨される変

更を実装していることを確認できます。チューニングウィザードは、変更が適用されると、postgresql.confファイ

ル内の変更された各パラメーターの上にコメントを追加します。

サーバーに照会することにより、パラメーター値を確認することもできます。たとえば、shared_buffersパラメー
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図 6 スケジュールまたは実行？ダイアログ

図 7 チューニングウィザードレポート

タの値を確認するには、クエリツール（[ツール]メニューからアクセス）または psqlクライアントを使用して SQL

コマンドラインを開き、コマンドを発行します。

SHOW shared_buffers;

サーバーから返された値は、パラメーターが変更されたことを確認します。
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図 8 postgresql.confファイルの変更の確認
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第 10章

PostgresExpert-ベストプラクティスの実施

PostgresExpertユーティリティは、パフォーマンス、セキュリティなどを最適化するために Postgresサーバーを最

適に構成する方法に関する専門家のアドバイスを提供します。PostgresExpertは、ベストプラクティスの逸脱につ

いてサーバーを分析することにより、PostgreSQLの「DBAinabox」として機能します。PostgresExpertには 3つ

の専門家が含まれています。

• 構成エキスパート。

• スキーマエキスパート。

• セキュリティの専門家。

各エキスパートに特定のルールを選択して分析するか、すべてのルールを受け入れてから、注意が必要なベストプ

ラクティスの問題を詳述する PostgresExpertレポートを確認できます。
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10.1 PostgresExpertWizardを使用する

PostgresExpert ウィザードを使用するには、PEM クライアントの Management メニューから Postgres

Expert オプションを選択します。ウィザードの Welcome ウィンドウが開いたら、 Next をクリックして

続行します。

図 1 PostgresExpertWelcomeダイアログ

ウィザードは、指定されたサーバーまたはデータベースを PostgresExpertが評価する Experts and Rulesを

選択できるツリーコントロールを表示します。

図 2 PEMエージェントインストーラーのようこそダイアログ
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ツリーコントロールは、3つのエキスパートの見出しの下にルールを分類します。

• Configuration Expert rulesから選択して、サーバーまたはオペレーティングシステムのパラメー

ター設定を分析し、システムパフォーマンスを改善する可能性のある調整を見つけます。

• Schema Expert rulesから選択して、スキーマオブジェクトを分析します（不足している主キー、イ

ンデックスのない外部キーの検索など）。

• Security Expert rulesから選択してシステムを確認し、セキュリティの脆弱性を見つけます。

エキスパートまたはルールの左側にあるチェックマークインジケーターを使用して、チェックされたアイテムに関

連するベストプラクティスの逸脱がないか、Postgresエキスパートが選択されたサーバーの構成を分析する必要が

あることを示します。

次のことができます。

• エキスパートの名前の横にあるチェックボックスをオンにして、ツリーコントロールのそのノードの下にリ

ストされているすべての構成アイテムを選択または選択解除します。

• Servers/Databases の隣のボックスをチェックして、ツリーコントロール内のすべての項目について

選択したサーバーを確認するように PostgresExpertに指示します。

• Servers/Databasesの横にあるボックスの選択を解除して、すべてのルールのチェックを外します。次

に、ツリーコントロール内を移動し、PostgresExpertで評価するアイテムのみを指定します。

選択後、 Nextをクリックして、サーバー/データベースツリーコントロールに進みます。

図 3 サーバー/データベースダイアログ

PostgresExpert で分析するサーバーとデータベースを選択または選択解除します。複数のサーバーまたはデータ

ベースを選択した場合、結果のレポートには各ターゲットの個別の分析が含まれます。完了したら、 Next をク
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リックしてレポートの宛先を選択します。

図 4 レポートの宛先を指定

デフォルトのオプションを選択し、 Finish をクリックして PostgresExpert から画面上のレポートを表示する

か、レポートのダウンロードの横にあるチェックボックスをオンにして、後で使用するためにレポートのコピーを

HTMLファイルに保存します。レポートをファイルに保存することを選択した場合、ダウンロードはすぐに開始

されます。ファイルはデフォルトのダウンロードディレクトリに保存されます。
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10.2 Postgresエキスパートの推奨事項の確認

PostgresExpertは、選択されたサーバーの高、中、低の重大度別に分類された、選択されたルールの分析を含む簡

単にナビゲートされるレポートを生成します。

図 5 Postgresエキスパートレポート

レポートヘッダーにはレポートの概要が含まれ、レポートが生成された日付と時刻、分析されたルールの数、

PostgresExpert で見つかったベストプラクティスからの逸脱の数が含まれます。 Jump to ドロップダウンリス

トボックスを使用してサーバーを選択し、そのサーバーの推奨事項を対象とするレポートのセクションに移動し

ます。

レポートの本文には、分析用に選択された各サーバーの詳細な調査結果が含まれています。調査結果は専門家に

よってソートされています。各エキスパートの見出し内で、ルール違反は重大度ごとにランク付けされます。

PostgresExpert レポートの各ルールをクリックして、そのルールの詳細と推奨事項を表示します。各ルール内で

は、セクションの見出しに次が表示されます。

• Advisorセクションには、推奨を促した PostgresExpertadvisorの名前がリストされます。

• Triggerセクションには、アラートを生成したルールの説明が表示されます。

• Recommended Valueセクションには、PostgresExpertが選択したパラメーターの設定を推奨する値が表

示されます。

• Descriptionセクションには、アラートの原因となったパラメーターに関する情報とアドバイスが表示

されます。

• Current Valuesセクションには、PostgresExpertの評価に影響を与えるパラメーターの現在の値が表示

されます。
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図 6 ルールの詳細な推奨事項
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第 11章

Reports

ローカルおよびリモートで管理されているすべてのサーバーのシステム構成レポートとコア使用率レポートを生成

できます。このレポートを生成するには、 Managementメニューから Reportsを選択します。

レポートには次のオプションがあります。

• システム構成レポート（JSON）

• システム構成レポート（HTML）

• コア使用状況レポート（JSON）

• コア使用状況レポート（HTML）

システム構成またはコア使用状況レポートをダウンロードできるのは、スーパーユーザーまたは pem_adminロー

ル権限を持つユーザーのみです。

また、これらのレポートの情報には、最新のプローブ実行時間が反映されることに注意してください。
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11.1 システム構成レポート

システム構成レポートは、ブラウザツリーの下にリストされている PEM エージェントグループ、PEM サー

バーディレクトリグループ、およびカスタムグループに関する詳細情報を提供します。これらのグループには、

PostgresEnterpriseManager、PEMAgent、およびデータベースサーバーを含めることができます。このレポートは、

HTML形式および JSON形式でダウンロードできます。

Postgres Enterprise Manager Summaryは以下に関する詳細を提供します:

• PostgresEnterpriseManagerバックエンドデータベースサーバーのバージョン

• アプリケーションのバージョン

• アプリケーションにアクセスするユーザー名

• Pythonバージョン

• フラスコバージョン

• プラットフォーム固有の情報

Summaryは、エージェントとサーバーの数に関する情報を提供します。

図 1 システム構成レポート-PEMの概要と概要
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Group:PEM Agentsパネルには、PEMエージェント、CPUコア、ディスク使用率、およびメモリ情報に関す

る詳細が表示されます。

図 2 システム構成レポート-PEMエージェント
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Group:PEM Server Directoryは、次に関する詳細を提供します。

• データベースサーバーのバージョン

• ホスト

• ポート

• データベース名

• データベースサイズ

• 表領域サイズ

図 3 システム構成レポート-グループサーバー名

ここで Group Server Nameは、サーバーが追加されるグループ名に依存することに注意してください。
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11.2 コア使用レポート

コア使用状況レポートは、次のものに固有のコアの数に関する詳細情報を提供します。

• サーバーの種類

• データベースのバージョン

• プラットフォームとグループ名

このレポートは、ローカルで管理されているサーバーに関する詳細情報も提供します。

• 種類

• ホスト

• ポート

• プラットフォーム

• コア

• RAM
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図 4 コア使用レポート
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第 12章

フェールオーバーマネージャーの監視

EDBFailoverManagerを使用してレプリケーションシナリオを監視している場合は、FailoverManagerを手動でイ

ンストールして構成する必要があります。FailoverManagerのインストールの詳細については、次の EDBWebサ

イトにアクセスしてください。

https://www.enterprisedb.com/products/edb-postgres-platform/edb-postgres-failover-manager

ストリーミングレプリケーションダッシュボードでフェールオーバーマネージャークラスターの状態を監視するに

は、クラスターの各ノードの server Properties ダイアログの Advanced タブで次の情報を入力する必要

があります。

• EFM Cluster Nameフィールドを使用して、フェールオーバーマネージャークラスターの名前を指定し

ます。クラスター名は、クラスタープロパティファイルの名前のプレフィックスです。たとえば、クラス

タープロパティファイルの名前が efm.propertiesの場合、クラスター名は efmです。

• EFM Installation Pathフィールドを使用して、FailoverManagerバイナリファイルの場所を指定し

ます。デフォルトでは、FailoverManagerのバイナリファイルは /usr/efm-<X>/binにインストールさ

れます。

<X>は EFMバージョンです。

サーバーを登録すると、 Streaming Replication Analysisダッシュボードには、ダッシュボードの下部

近くにある EFMクラスターに関するステータス情報が表示されます。

StreamingReplicationAnalysisダッシュボードの Failover Manager Cluster Statusセクションには、監

視対象クラスターに関する情報が表示されます。

Failover Manager Cluster Informationテーブルは、フェールオーバーマネージャークラスターに関

する情報を提供します。

• Properties列には、クラスタプロパティの名前が表示されます。

• Values列には、プロパティの現在の値が表示されます。

https://www.enterprisedb.com/products/edb-postgres-platform/edb-postgres-failover-manager
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図 1 FailoverManagerクラスターステータスレポート

Failover Manager Node Status テーブルには、フェールオーバーマネージャークラスターの各ノードに

関する情報が表示されます。

• Agent Type 列には、ノードに存在するエージェントのタイプが表示されます。可能な値は、Primary、

Replica、Witness、Idle、および Promotingです。

• Address列には、ノードの IPアドレスが表示されます。

• Agent列には、ノードに存在するエージェントのステータスが表示されます。

• DB列には、ノードにあるデータベースのステータスが表示されます。

• XLog Location列には、データベースのトランザクションログの場所が表示されます。

• Status Information列には、ノードに関するエラー関連情報が表示されます。

• XLog情報列には、トランザクションログに関するエラー関連情報が表示されます。

• VIP列には、ノードに関連付けられている VIPアドレスが表示されます。

• ノードの VIPがアクティブな場合、 VIP Status列には Trueが表示され、VIPがアクティブでない場合

は Falseが表示されます。
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12.1 プライマリノードの交換

PEM クライアントを使用して、フェールオーバーマネージャークラスターのプライマリノードをレプリカノー

ドに置き換えることができます。フェールオーバープロセスを開始するには、 Toolsメニューの Serverから

Replace Cluster Primaryを選択します。ダイアログが開き、現在のプライマリノードを交換することを確

認するよう求められます。

図 2 クラスターのプライマリノードの交換

Yesを選択して、現在のプライマリノードをフェールオーバーマネージャークラスターから削除し、レプリカノー

ドをフェールオーバーマネージャークラスター内の読み取り/書き込みプライマリノードの役割に昇格させます。

最も高いプロモーション優先度（フェールオーバーマネージャーで定義）を持つノードが新しいプライマリノード

になります。PEMは、ジョブステータスを報告するダイアログを表示します。

図 3 プロモーションの確認

ジョブが完了して Streaming Replication Analysis ダッシュボードが更新されると、 Failover

Manager Node Statusテーブルを確認して、レプリカノードがフェールオーバーマネージャークラスター内

でプライマリの役割に昇格されたことを確認できます。
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12.2 スイッチオーバー EFMクラスター

PEMクライアントを使用して、フェールオーバーマネージャークラスターのプライマリノードをレプリカノード

に置き換えることができます。スイッチオーバープロセスを開始するには、 Toolsメニューから Switchover

EFM Clusterを選択します。ダイアログが開き、EFMクラスターをスイッチオーバーすることを確認するよう

求められます。

図 4 スイッチオーバー EFMクラスター

Yesを選択してフェールオーバーマネージャースイッチオーバーを開始し、レプリカノードを読み取り/書き込み

プライマリノードの役割に昇格させ、プライマリデータベースをフェールオーバーマネージャークラスター内の新

しいレプリカとして再構成します。最も高いプロモーション優先度（フェールオーバーマネージャーで定義）を持

つノードが新しいプライマリノードになります。PEMは、ジョブステータスを報告するダイアログを表示します。

図 5 プロモーションの確認

ジョブが完了して Streaming Replication Analysis ダッシュボードが更新されると、 Failover

Manager Node Statusテーブルを確認してスイッチオーバーが発生したことを確認できます。
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第 13章

xDBレプリケーションクラスターの監視

xDBレプリケーションシナリオの一部である AdvancedServerまたは PostgreSQLデータベースから統計を取得す

るように PEM を構成する前に、xDB レプリケーションを手動でインストールおよび構成する必要があります。

xDBレプリケーションソリューションおよびドキュメントの詳細については、次の EDBWebサイトにアクセスし

てください。

`http://www.enterprisedb.com/products-services-training/products-overview/xdb-replication-server-multi-
master<http://www.enterprisedb.com/products-services-training/products-overview/xdb-％ 20replication-
server-multi-master>`__

PEMxDBレプリケーションプローブは、EDBPostgresAdvancedServerまたは PostgreSQLデータベースであるパ

ブリケーションデータベースを持つ xDBマルチプライマリまたはシングルプライマリレプリケーションを使用す

るクラスターのラグデータを監視します。他の独自のデータベースホスト（つまり、Oracleまたは SQLServer）と

AdvancedServer または PostgreSQL の間でレプリケーションを設定している場合、プローブはラグ情報を返すこ

とができないことに注意してください。

デフォルトでは、 xDB Replicationプローブは無効になっています。 xDB Replicationプローブを有効

にするには、サーバーの名前を右クリックし、コンテキストメニューから Connectを選択します。プロンプトが

表示されたら、認証情報を提供します。接続後、ツリーコントロールのサーバーノードを展開し、複製されたデー

タベースの名前を強調表示します。次に、 Managementメニューから Manage Probes...を選択します。

Manage Probesタブのフィールドを使用して、xDBレプリケーションプローブを設定します。

• Defaultスライダーを Noに移動して、プローブ実行間の分と秒を変更します。

• Enabled?スライダーを使用して、xEMReplicationプローブを実行するように PEMに指示します。

• Data Retentionフィールドの Defaultスライダーを「いいえ」に設定して、プローブが取得した情

報を PEMが保存する日数を変更します。

プローブを有効にすると、返されたメトリックを使用して、PEMクライアントでカスタムチャートとダッシュボー

ドを作成できます。
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図 1 [プローブの管理]タブ
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第 14章

Performance Diagnostic

パフォーマンス診断ダッシュボードを使用して、待機イベントを監視することにより、Postgres インスタンスの

データベースパフォーマンスを分析できます。診断グラフを表示するために、PEMは EDB待機状態モジュールに

よって収集されたデータを使用します。

パフォーマンス診断機能は、PEM7.6バージョン以降の AdvancedServerデータベースと、PostgreSQLデータベー

スの PEM8.0以降でサポートされています。

注釈: PostgreSQLデータベースの場合、PerformanceDiagnosticsは、サポートされている CentOSまたは RHEL

プラットフォームにインストールされているバージョン 10、11、および 12でのみサポートされています。

EDB 待 機 状 態 の 詳 細 に つ い て は 、「EDBPostgresAdvancedServerGuide<https://www.enterprisedb.com/

edb-docs/d/edb-postgres-advanced-server/user-guides/user-guide/latest/」を 参 照 し て く だ さ い perfor-

mance_analysis_and_tuning.html＃ edb-wait-states>`_。

データの選択を絞り込むことにより、複数のレベルで待機状態データを分析できます。グラフの各レベルは、上位

レベルで選択したデータに基づいて作成されます。

前提条件:

• PostgreSQL の場合、 edb.repo から edb_wait_states_<X> パッケージをインストールする必要が

あります。 <X>は PostgreSQLサーバーのバージョンです。このパッケージをインストールする手順につ

いては、EDBBuildRepository<https://repos.enterprisedb.com/>`_を参照してください。AdvancedServer の

場合、 ``edb-as<X>-server-edb-modules`をインストールする必要があります。 <X>は AdvancedServerの

バージョンです。

• EDBPostgresAdvancedServer の EDB 待機状態モジュールがインストールされていることを確認したら、

postgresql.confファイルのライブラリのリストを以下のように構成します。

shared_preload_libraries = '$libdir/edb_wait_states'

データベースサーバーを再起動し、メンテナンスデータベースに次の拡張機能を作成します。

https://www.enterprisedb.com/edb-docs/d/edb-postgres-advanced-server/user-guides/user-guide/latest/
https://www.enterprisedb.com/edb-docs/d/edb-postgres-advanced-server/user-guides/user-guide/latest/
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CREATE EXTENSION edb_wait_states;

• パフォーマンス診断ダッシュボードにアクセスするには、スーパーユーザー権限が必要です。

上記の前提条件が満たされていない場合、パフォーマンス診断ダッシュボードへのアクセス中に次のエラーが表示

されます。

図 1 パフォーマンス診断エラーダイアログ

パフォーマンス診断ダッシュボードを開くには、PEMクライアントの Toolsメニューから Serverを選択して

から Performance Diagnostic...を選択します。

図 2 パフォーマンス診断ダッシュボード

デフォルトでは、最上部のパフォーマンス診断グラフは、現在の日付と時刻から過去 1 時間のデータを取得しま

す。このグラフは、アクティブなセッションの数を含む時系列を示しています。この時系列の各ポイントは、特定

の時間および最後の 15秒間のアクティブなセッションおよび待機イベントを表します。これらのセッションは、

待機イベントを待機しているかどうか、または特定の時点で CPUを使用している場合とそうでない場合がありま
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す。この時系列は、 edb_wait_states拡張機能によって収集された待機イベントサンプルに基づいて生成さ

れます。

Preferences ダイアログを使用して、新しいブラウザタブにパフォーマンス診断を表示することもできます。

Open in New Browser Tab?を使用して、新しいブラウザタブにパフォーマンス診断ダッシュボードを表示

します。

最初のグラフの範囲選択は 10分です。 Lastドロップダウンリストボックスを使用して、グラフを表示する期間

を選択できます。過去 1時間、過去 4時間、過去 12時間、または過去 24時間を選択します。データを表示する日

付と時刻を選択することもできます。

図 3 パフォーマンス診断ダッシュボード-時間変更オプション

最初のグラフには、選択した時間間隔でのアクティブなセッションの数（および待機イベントタイプ）が表示され

ます。最初のグラフのタイムラインを絞り込んで、特定の期間のデータを分析できます。

次のセクションでは、最初のグラフで選択した時間間隔に基づいて次のグラフをプロットします。

1. ドーナツグラフ-最初のグラフで選択した時間範囲に従って、合計待機イベントタイプが表示されます。こ

れらのセッションがイベントの待機に費やした時間を理解するのに役立ちます。

2. 折れ線グラフ-各ポイントが各サンプル時間のアクティブセッションを表す時系列をプロットします。

各待機イベントタイプと CPU使用率を明確に区別するために、各待機イベントタイプのグラフは異なる色で表示

されます。
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待機イベントを分析する Line graphの特定の時間を選択します。3番目のセクションでは、2番目のグラフで

選択した特定の時間に基づいて、パフォーマンス診断ダッシュボードに待機イベントの詳細が表示されます。3番

目のセクションでは、3つのタブに待機イベントの詳細が表示されます。

• SQLタブには、選択したサンプル時間の待機イベントを持つ SQLクエリのリストが表示されます。

• Usersタブには、選択したサンプル時間のユーザーごとにグループ化された待機イベントの詳細が表示さ

れます。

• Waits タブには、選択したサンプル時間の各待機イベントタイプに属する待機イベントの数が表示され

ます。

図 4 パフォーマンス診断ダッシュボード-最初の待機イベントタイプグラフでの時間範囲の選択

グラフの凡例をクリックすると、すべてのグラフで特定の待機イベントタイプを表示または非表示にできます。こ

れにより、特定の待機イベントタイプの分析が容易になります。

3つのタブすべての下の行に表示されるデータをフィルタリングできます。列ヘッダーをクリックして、データを

アルファベット順に並べ替えることもできます。

SQLタブ

ユーザータブ
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図 5 パフォーマンス診断ダッシュボード-各グラフの凡例をクリックして、特定の待機イベントタイプを表示および非表示

図 6 パフォーマンス診断-フィルターが適用された [SQL]タブ

図 7 パフォーマンス診断-[ユーザー]タブ
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待機タブ

図 8 パフォーマンス診断-待機タブ

[SQL]タブの任意の行にある目のアイコンをクリックして、その特定の行のクエリの詳細を含む新しいタブを表示

します。このページには、クエリ IDセクションで選択された特定のサンプル時間にドロップダウンリストにクエ

リ IDとそれに対応するセッション IDが表示されます。データを分析する選択したクエリのセッション IDを選択

できます。選択したセッション IDとクエリ IDに対応する詳細が表示されます。クエリ情報テーブルには、SQL

クエリも表示されます。SQLクエリが部分的に表示されている場合は、セクションの下部にある下矢印をクリッ

クして、完全な SQLクエリを表示します。

Wait event typesセクションには、選択したセッション IDおよびクエリ IDの待機イベントタイプの総数が

表示されます。次の 2種類のグラフが表示されます。

1. ドーナツグラフ-カテゴリデータの割合を示し、各ピースのサイズが各待機イベントタイプの割合を表し

ます。

2. タイムラインバーグラフ-一定期間にわたる待機イベントタイプの数の傾向を視覚化するために使用でき

ます。

明確に区別するために、各待機イベントタイプは棒グラフで異なる色で表されます。

Wait eventsセクションには、クエリの実行中に発生したすべての待機イベントを表示するテーブルがありま

す。待機イベントの数の多い順にデータを表示します。2番目の表は、クエリ全体の実行期間にわたって発生した

サンプル時間で待機イベントを表示します。これにより、一定期間にわたるクエリ実行中の待機イベントを分析で

きます。その特定のクエリ IDとセッション IDに対して EDB待機状態拡張機能によって収集された実際のサンプ

ルが表示されます。
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図 9 パフォーマンス診断-クエリダッシュボード
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参照先

次のセクションは参照用に提供されています。次の表で言及されている項目は変更される可能性があることに注意

してください。

15.1 PEMサーバー構成パラメーター-リファレンス

グローバル構成オプションを使用して、PEMサーバーの動作の側面を変更できます。構成パラメーターのリスト

は変更される可能性があることに注意してください。

Parameter name Value and Unit Description

audit_log_retention_time 30日間 監査ログが PEMサーバーに保持される日

数を指定します。

auto_create_agent_alerts true エージェントの登録時にデフォルトのエー

ジェントレベルのアラートを自動的に作成

するかどうかを指定します。

auto_create_server_alerts true サーバーがエージェントにバインドされた

ときに、デフォルトのサーバーレベルのア

ラートを自動的に作成するかどうかを指定

します。

chart_disable_bullets False ダッシュボードおよびCapacityManagerレ

ポートの折れ線グラフの箇条書きを有効/

無効にします。

cm_data_points_per_report 50 CapacityManagerレポートのチャートにプ

ロットするデータポイントの数を指定しま

す。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Parameter name Value and Unit Description

cm_max_end_date_in_years 5年 CapacityManagerがデータを推定する最大

時間を指定します。レポートのしきい値

ベースの終了日が無期限に推定されないよ

うにします。

dash_alerts_timeout 60秒 アラートダッシュボードのコンポーネン

トが自動更新されるまでの秒数を指定しま

す。

dash_db_comrol_span 7日間 データベース分析ダッシュボードおよび

サーバー分析ダッシュボードのコミット/

ロールバック分析チャートにプロットする

データの日数を指定します。

dash_db_comrol_timeout 1800秒 データベース分析ダッシュボードおよび

サーバー分析ダッシュボードでコミット/

ロールバック折れ線グラフが自動更新され

るまでの秒数を指定します。

dash_db_connovervw_timeout 300秒 データベース分析ダッシュボードで接続概

要の円グラフが自動更新されるまでの秒数

を指定します。

dash_db_eventlag_span 7日間 データベース分析ダッシュボードの slony

レプリケーションのイベント数ラグチャー

トにプロットするデータの日数を指定しま

す。

dash_db_eventlag_timeout 1800秒 データベース分析ダッシュボードで slony

レプリケーションのイベントラグの折れ線

グラフが自動更新されるまでの秒数を指定

します。

dash_db_hottable_rows 25行 データベース分析ダッシュボードの HOT

テーブル分析テーブルに表示する行数を指

定します。

dash_db_hottable_timeout 300秒 データベース分析ダッシュボードでホット

テーブルテーブルが自動更新されるまでの

秒数を指定します。

dash_db_io_span 7日間 データベース分析ダッシュボードおよび

I/O 分析ダッシュボードのデータベース

I/O 分析チャートにプロットするデータの

日数を指定します。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Parameter name Value and Unit Description

dash_db_io_timeout 1800秒 データベース分析ダッシュボードおよび

I/O 分析ダッシュボードでデータベース

I/O 折れ線グラフが自動更新されるまでの

秒数を指定します。

dash_db_rowact_span 7日間 データベース分析ダッシュボード、I/O 分

析ダッシュボード、およびサーバー分析

ダッシュボードの行アクティビティ分析グ

ラフにプロットするデータの日数を指定し

ます。

dash_db_rowact_timeout 1800秒 データベース分析ダッシュボード、I/O 分

析ダッシュボード、およびサーバー分析

ダッシュボードで行アクティビティの折れ

線グラフが自動更新されるまでの秒数を指

定します。

dash_db_storage_timeout 300秒 データベース分析ダッシュボードでスト

レージ棒グラフが自動更新されるまでの秒

数を指定します。

dash_db_timelag_span 7日間 データベース分析ダッシュボードの Slony

レプリケーションのタイムラグチャートに

プロットするデータの日数を指定します。

dash_db_timelag_timeout 1800秒 データベース分析ダッシュボードで Slony

レプリケーションのタイムラグ折れ線グラ

フが自動更新されるまでの秒数を指定しま

す。

dash_db_useract_span 7日間 データベース分析ダッシュボードのユー

ザーアクティビティ分析チャートにプロッ

トするデータの日数を指定します。

dash_db_useract_timeout 1800秒 データベース分析ダッシュボードでユー

ザーアクティビティの折れ線グラフが自動

更新されるまでの秒数を指定します。

dash_efm_timeout 300秒 ストリーミングレプリケーションダッシュ

ボードでフェールオーバーマネージャー

ノードステータスとフェールオーバーマ

ネージャークラスター情報の折れ線グラ

フが自動更新されるまでの秒数を指定しま

す。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Parameter name Value and Unit Description

dash_global_overview_timeout 30秒 グローバル概要ダッシュボードのコンポー

ネントが自動更新されるまでの秒数を指定

します。

dash_header_timeout 60秒 すべてのダッシュボードのヘッダーの情

報が自動更新されるまでの秒数を指定しま

す。

dash_io_chkpt_span 7日間 I/O 分析ダッシュボードのチェックポイン

トチャートにプロットするデータの日数を

指定します。

dash_io_chkpt_timeout 1800秒 I/O 分析ダッシュボードでチェックポイン

ト折れ線グラフが自動更新されるまでの秒

数を指定します。

dash_io_hotindx_timeout 300秒 I/O 分析ダッシュボードでホットインデッ

クスバーチャートが自動更新されるまでの

秒数を指定します。

dash_io_hottbl_timeout 300秒 I/O 分析ダッシュボードでホットテーブル

の棒グラフが自動更新されるまでの秒数を

指定します。

dash_io_index_objectio_rows 25行 I/O 分析ダッシュボードおよびオブジェク

トアクティビティ分析ダッシュボードのイ

ンデックスアクティビティテーブルに表示

される行数を指定します。

dash_io_index_objectio_timeout 60秒 I/O 分析ダッシュボードおよびオブジェク

トアクティビティ分析ダッシュボードでイ

ンデックスアクティビティテーブルが自動

更新されるまでの秒数を指定します。

dash_io_objectio_rows 25行 I/O 分析ダッシュボードおよびオブジェク

トアクティビティ分析ダッシュボードのオ

ブジェクト I/O詳細テーブルに表示される

行数を指定します。

dash_io_objectio_timeout 300秒 I/O 分析ダッシュボードおよびオブジェク

トアクティビティ分析ダッシュボードでオ

ブジェクト I/O詳細テーブルが自動更新さ

れるまでの秒数を指定します。

dash_memory_hostmemact_span 7日間 メモリ分析ダッシュボードのホストメモリ

アクティビティ分析チャートにプロットす

るデータの日数を指定します。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Parameter name Value and Unit Description

dash_memory_hostmemact_timeout 1800秒 メモリ分析ダッシュボードでホストメモリ

アクティビティの折れ線グラフが自動更新

されるまでの秒数を指定します。

dash_memory_hostmemconf_timeout 300秒 ホストのメモリ構成の円グラフがメモリ分

析ダッシュボードおよびサーバー分析ダッ

シュボードで自動更新されるまでの秒数を

指定します。

dash_memory_servmemact_span 7日間 メモリ分析ダッシュボードのサーバーメモ

リアクティビティ分析チャートにプロット

するデータの日数を指定します。

dash_memory_servmemact_timeout 1800秒 メモリ分析ダッシュボードでサーバーメモ

リアクティビティの折れ線グラフが自動更

新されるまでの秒数を指定します。

dash_memory_servmemconf_timeout 300秒 [メモリ分析] ダッシュボードで [サーバー

メモリ構成] 円グラフが自動更新されるま

での秒数を指定します。

dash_objectact_objstorage_rows 15行 オブジェクトアクティビティ分析ダッシュ

ボードのオブジェクトストレージテーブル

に表示する行数を指定します。

dash_objectact_objstorage_timeout 300秒 オブジェクトアクティビティ分析ダッシュ

ボードでオブジェクトストレージテーブ

ルが自動更新されるまでの秒数を指定しま

す。

dash_objectact_objtopindexes_timeout 300秒 オブジェクトアクティビティ分析ダッシュ

ボードで上位 5つの最大インデックスの棒

グラフが自動更新されるまでの秒数を指定

します。

dash_objectact_objtoptables_timeout 300秒 オブジェクトアクティビティ分析ダッシュ

ボードで上位 5つの最大テーブルの棒グラ

フが自動更新されるまでの秒数を指定しま

す。

dash_os_cpu_span 7日間 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードの CPU チャートにプロットする

データに相当する日数を指定します。

dash_os_cpu_timeout 1800秒 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードで CPU 折れ線グラフが自動更新さ

れるまでの秒数を指定します。

次のページに続く
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表 1 – 前のページからの続き

Parameter name Value and Unit Description

dash_os_data_span 7日間 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードの I/O折れ線グラフにプロットする

データの日数を指定します。

dash_os_disk_span 7日間 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードの使用率チャートにプロットする

データの日数を指定します。

dash_os_hostfs_timeout 1800秒 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードでホストファイルシステムの詳細

テーブルが自動更新されるまでの秒数を指

定します。

dash_os_io_timeout 1800秒 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードで I/O折れ線グラフが自動更新され

るまでの秒数を指定します。

dash_os_memory_span 7日間 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードのメモリチャートにプロットする

データの日数を指定します。

dash_os_memory_timeout 1800秒 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードでメモリの折れ線グラフが自動更新

されるまでの秒数を指定します。

dash_os_packet_span 7日間 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードのパケットチャートにプロットする

データに相当する日数を指定します。

dash_os_packet_timeout 1800秒 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードでネットワークパケットの折れ線グ

ラフが自動更新されるまでの秒数を指定し

ます。

dash_os_process_span 7日間 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードのプロセスチャートにプロットする

データに相当する日数を指定します。

dash_os_process_timeout 1800秒 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードでプロセス折れ線グラフが自動更新

されるまでの秒数を指定します。

dash_os_storage_timeout 1800秒 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードでストレージの円グラフが自動更新

されるまでの秒数を指定します。
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dash_os_traffic_span 7日間 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードのトラフィックチャートにプロット

するデータの日数を指定します。

dash_os_traffic_timeout 1800秒 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードでトラフィックの折れ線グラフが自

動更新されるまでの秒数を指定します。

dash_os_util_timeout 1800秒 オペレーティングシステム分析ダッシュ

ボードで使用率線グラフが自動更新される

までの秒数を指定します。

dash_probe_log_timeout 300秒 プローブログテーブルが自動更新されるま

での秒数を指定します

dash_replication_archivestat_span 7日間 StreamingReplicationAnalysis ダ ッ シ ュ

ボードの WAL アーカイブステータスチ

ャートにプロットするデータの日数を指定

します。

dash_replication_archivestat_timeout 1800秒 StreamingReplication ダッシュボードで

WALArchiveStatus 折れ線グラフが自動更

新されるまでの秒数を指定します。

dash_replication_pagelag_span 7日間 StreamingReplication ダッシュボードの

WALLagPages チャートにプロットする

データの日数を指定します。

dash_replication_pagelag_timeout 1800秒 StreamingReplication ダッシュボードで

WALLagPages 折れ線グラフが自動更新さ

れるまでの秒数を指定します。

dash_replication_segmentlag_span 7日間 StreamingReplication ダッシュボードの

WALLagSegments チャートにプロットす

るデータの日数を指定します。

dash_replication_segmentlag_timeout 1800秒 StreamingReplication ダッシュボードで

WALLagSegments 折れ線グラフが自動更

新されるまでの秒数を指定します。

dash_replication_timelag_span 7日間 ストリーミングレプリケーションダッシュ

ボードのレプリケーションラグタイムチ

ャートにプロットするデータの日数を指定

します。
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dash_replication_timelag_timeout 1800秒 ストリーミングレプリケーションダッシュ

ボードでレプリケーションラグタイムの折

れ線グラフが自動更新されるまでの秒数を

指定します。

dash_server_buffers_written 168時間 サーバー分析ダッシュボードのバックグ

ラウンドライタ統計グラフにプロットする

データの日数を指定します。

dash_server_buffers_written_timeout 300秒 サーバー分析ダッシュボードでバックグラ

ウンドライタ統計の折れ線グラフが自動更

新されるまでの秒数を指定します。

dash_server_connovervw_timeout 300秒 サーバー分析ダッシュボードで接続概要円

グラフが自動更新されるまでの秒数を指定

します。

dash_server_database_timeout 300秒 ServerAnalysis ダッシュボードでデータ

ベーステーブルが自動更新されるまでの

秒数を指定します。

dash_server_dbsize_span 7日間 サーバー分析ダッシュボードのデータベー

スサイズ分析にプロットするデータの日数

を指定します。

dash_server_dbsize_timeout 1800秒 ServerAnalysis ダッシュボードでデータ

ベースサイズの折れ線グラフが自動更新

されるまでの秒数を指定します。

dash_server_disk_timeout 1800秒 サーバー分析ダッシュボードでディスク折

れ線グラフが自動更新されるまでの秒数を

指定します。

dash_server_global_span 7日間 サーバー分析ダッシュボードのディスク折

れ線グラフにプロットするデータの日数を

指定します。

dash_server_sharedbuff_span 7日間 サーバー分析ダッシュボードの共有バッ

ファーチャートにプロットするデータの日

数を指定します。

dash_server_sharedbuff_timeout 1800秒 サーバー分析ダッシュボードで共有バッ

ファーの折れ線グラフが自動更新されるま

での秒数を指定します。

dash_server_tabspacesize_span 7日間 サーバー分析ダッシュボードのテーブルス

ペースサイズチャートにプロットするデー

タの日数を指定します。
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dash_server_tabspacesize_timeout 1800秒 ServerAnalysis ダッシュボードで Ta-

blespaceSize 折れ線グラフが自動更新さ

れるまでの秒数を指定します。

dash_server_useract_span 7日間 サーバー分析ダッシュボードのユーザーア

クティビティチャートにプロットするデー

タの日数を指定します。

dash_server_useract_timeout 1800秒 サーバー分析ダッシュボードでユーザーア

クティビティの折れ線グラフが自動更新さ

れるまでの秒数を指定します。

dash_sessact_lockact_timeout 300秒 セッションアクティビティ分析ダッシュ

ボードでセッションロックアクティビティ

テーブルが自動更新されるまでの秒数を指

定します。

dash_sessact_workload_timeout 300秒 セッションアクティビティ分析ダッシュ

ボードでセッションワークロードテーブ

ルが自動更新されるまでの秒数を指定しま

す。

dash_sess_waits_nowaits_timeout 300秒 セッションが待機数パイで待機するまでの

秒数を指定します

dash_sess_waits_timewait_timeout 300秒 SessionWaitsAnalysis ダッシュボードで、

セッション待機時間ごとの円グラフが自動

更新されるまでの秒数を指定します。

dash_sess_waits_waitdtl_timeout 300秒 SessionWaitsAnalysis ダッシュボードで

SessionWaitsDetailsテーブルが自動更新さ

れるまでの秒数を指定します。

dash_storage_dbdtls_timeout 300秒 ストレージ分析ダッシュボードでデータ

ベースの詳細テーブルが自動更新されるま

での秒数を指定します。

dash_storage_dbovervw_timeout 300秒 ストレージ分析ダッシュボードでデータ

ベース概要の円グラフが自動更新されるま

での秒数を指定します。

dash_storage_hostdtls_timeout 300秒 ホストの詳細テーブルが自動更新されるま

での秒数を指定します

dash_storage_hostovervw_timeout 300秒 ホスト概要の円グラフがストレージ分析

ダッシュボードで自動更新されるまでの秒

数を指定します。
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dash_storage_tblspcdtls_timeout 300秒 ストレージ分析ダッシュボードで [テーブ

ルスペースの詳細] テーブルが自動更新さ

れるまでの秒数を指定します。

dash_storage_tblspcovervw_timeout 300秒 ストレージ分析ダッシュボードで表領域概

要円グラフが自動更新されるまでの秒数を

指定します。

dash_sys_waits_nowaits_timeout 300秒 [システム待機数] 円グラフが [システム待

機数分析] ダッシュボードで自動更新され

るまでの秒数を指定します。

dash_sys_waits_timewait_timeout 300秒 SystemWaitsBy 円グラフが SystemWaits-

Analysisダッシュボードで自動更新される

までの秒数を指定します。

dash_sys_waits_waitdtl_timeout 300秒 システム待機分析ダッシュボードでシステ

ム待機詳細テーブルが自動更新されるまで

の秒数を指定します。

deleted_charts_retention_time 7日間 カスタムチャート（ユーザー定義のダッ

シュボードに表示）が保存される日数を指

定します。

deleted_probes_retention_time 7日間 カスタムプローブ（ユーザー定義のダッ

シュボードに表示）が保存される日数を指

定します。

download_chart_format jpeg ダウンロードしたチャートを保存する形式

を指定します。jpeg または png の場合が

あります。

flapping_detection_state_change 3 特定のアラートをフラッピングとして定義

するために、指定された間隔内で検出され

た状態変化の数を指定します。フラッピン

グは、「 N +1*（min（probe_interval）*2）]分

にわたって N を超える状態変化が発生し、

細かい状態が Noneでない場合に開始され

ます。 Nのデフォルト値は 2または 3で、

min（probe_interval）はアラートで使用さ

れるすべてのプローブの最小間隔です。ゼ

ロ状態の変化が [2 N * min（probe_interval）

] 分以上経過すると、フラッピングは終了

します。
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job_retention_time 30日間 非定期的なスケジュールされたタスクとそ

れに関連する日数を指定します

long_running_transaction_minutes 5分 長時間実行と見なされるまでにクエリが実

行される分数を指定します。

nagios_cmd_file_name <ファイル名> パッシブサービスチェックの結果が送信さ

れる nagios コマンドファイルを指定しま

す。

nagios_enabled t アラート通知を nagios に送信するかどう

かを指定します。

nagios_medium_alert_as_critical f nagiosで中レベルの PEMアラートがクリ

ティカルと見なされるかどうかを指定しま

す。

nagios_spool_retention_time 7日間 破棄される前にスプールテーブルに nagios

メッセージを保持する日数を指定します。

probe_log_retention_time 30日間 プローブログレコードが保持される日数を

指定します。

reminder_notification_interval 24時間 アラートがクリアされていない場合にリマ

インダーメールが送信されるまでの時間数

を指定します。

server_log_retention_time 30日間 サーバーログが PEMサーバーに保持され

る日数を指定します。

show_data_tab_on_graph False 「true」の場合、各グラフに「データ」タ

ブが追加されます。[データ]タブを選択し

て、グラフにプロットされているデータを

確認します。

smtp_authentication False SMTP を介した認証を有効/無効にするか

どうかを指定します。

smtp_enabled true 電子メールの送信を有効/無効にするかど

うかを指定します。

smtp_encryption False 暗号化された接続を使用して SMTP 電子

メールを送信するかどうかを指定します。

smtp_password SMTP サーバーへの接続に使用するパス

ワードを指定します。

smtp_port 25 電子メールの送信に使用される SMTP

サーバーポートを指定します。

smtp_server 127.0.0.1 電子メールの送信に使用される SMTP

サーバーのホストアドレスを指定します。
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smtp_spool_retention_time 7日間 送信された電子メールメッセージが破棄さ

れるまでスプールテーブルに保持される日

数を指定します。

smtp_username SMTP サーバーへの接続に使用するユー

ザー名を指定します。

snmp_community 公開 トラップを送信するときに使用される

SNMP コミュニティを指定します。SN-

MPv1 および SNMPv2 でのみ使用されま

す。

snmp_enabled true SNMP トラップの送信を有効/無効にする

かどうかを指定します。

snmp_port 162 SNMP トラップの送信に使用される

SNMPサーバーポートを指定します。

snmp_server 127.0.0.1 SNMP トラップの送信に使用される

SNMP サーバーホストアドレスを指定し

ます。

snmp_spool_retention_time 7日間 送信されたトラップが破棄されるまでス

プールテーブルに保持される日数を指定し

ます。

snmp_security_name SNMPトラップを送信するためのユーザー

名またはセキュリティ名を指定します。

SNMPv3でのみ使用されます。

snmp_security_engine_id SNMP サーバー上の SNMP エージェント

のエンジン IDを指定します。SNMPv3で

のみ使用されます。

snmp_security_level NOAUTH_NOPRIV セキュリティレベルを指定します。可能

な値は、AUTH_NOPRIV-認証、プライバ

シーなしまたは AUTH_PRIV-認証、プラ

イバシーまたは NOAUTH_NOPRIV-認証

なし、プライバシーなしです。SNMPv3で

のみ使用されます。

snmp_context_name SNMPトラップを送信する際の MIBオブ

ジェクトの識別子であるコンテキスト名を

指定します。SNMPv3でのみ使用
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snmp_context_engine_id SNMPトラップを送信する際の MIBオブ

ジェクトの識別子であるコンテキストエン

ジン ID を指定します。指定しない場合、

snmp_security_engine_idが使用されます。

SNMPv3でのみ使用されます。

snmp_authentication_protocol なし SNMP トラップの認証タイプを指定しま

す。可能な値は NONE、HMACMD5また

はHMACSHAです。SNMPv3でのみ使用

されます。

snmp_privacy_protocol なし SNMPトラップのプライバシープロトコル

を指定します。可能な値は、NONE、DES、

AES128、IDEA、AES192、または AES256

です。SNMPv3でのみ使用されます。

snmp_authentication_password snmp_security_name に記載されているセ

キュリティ名に関連付けられた認証パス

ワードを指定します。SNMPv3 にのみ使

用されます。

snmp_privacy_password snmp_security_name に記載されているセ

キュリティ名に関連付けられているプライ

バシーパスワードを指定します。SNMPv3

にのみ使用されます。

webclient_help_pg EDB がホストする

ドキュメント

オンライン PostgreSQLコアドキュメント

の場所を指定します。

15.2 CapacityManagerのメトリック-リファレンス

利用可能な CapacityManagerメトリックはプラットフォームによって異なり、変更される可能性があることに注意

してください。使用可能なメトリックには、以下の表に記載されているメトリックが含まれる場合があります。

メトリック名 説明

＃デッドタプル 選択したテーブル内の無効なタプルの数。

＃ DeadTuples+ 選択したテーブル内の無効なタプルの累積数。

＃インデックススキャンによって取得され

たヒープタプル

インデックススキャンによってフェッチされたヒープタプルの

数。

＃インデックススキャンによって取得され

たヒープタプル

インデックススキャンによってフェッチされたヒープタプルの累

積数。
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メトリック名 説明

＃アイドルバックエンド + 現在アイドル状態のバックエンドクライアントの累積数。

＃インデックススキャン 指定されたオブジェクトで実行されたインデックススキャンの

数。

＃インデックススキャン + 指定されたオブジェクトで実行されたインデックススキャンの累

積数。

＃インデックスタプルの読み取り 読み取られたインデックスタプルの数。

＃インデックスタプル読み取り + 読み取られたインデックスタプルの累積数。

＃ライブタプル トランザクションから見えるタプルの数。

＃ライブタプル + トランザクションから見えるタプルの累積数。

＃ ANALYZEで推定されるページ ANALYZEが推定したページ数。

＃ ANALYZE+によって推定されるページ ANALYZEによって推定された累積ページ数。

＃順次スキャン 特定のテーブルで実行された順次スキャンの数。

＃シーケンシャルスキャン + 特定のテーブルで実行された順次スキャンの累積数。

＃シーケンシャルスキャンタプル 特定のテーブルで順次スキャンされるタプルの数。

＃シーケンシャルスキャンタプル + 特定のテーブルで順次スキャンされるタプルの累積数。

＃削除されたタプル 削除されたタプルの数。

＃削除されたタプル + 削除されたタプルの累積数。

＃ ANALYZEによって推定されるタプル ANALYZEによって推定されたライブ（表示）タプルの数。

＃ ANALYZE+によって推定されるタプル ANALYZEによって推定されたライブタプルの累積数。

＃タプル HOT更新 HOTが更新されたタプルの数。HOT更新では、新しいタプルは

元のタプルと同じブロックに存在し、タプルはインデックスエン

トリを共有します。

＃タプル HOTアップデート + HOTが更新されたタプルの累積数。

＃挿入されたタプル 指定されたテーブルに挿入されたタプルの数。

＃挿入されたタプル + 指定されたテーブルに挿入されたタプルの累積数。

＃タプルの更新 選択したテーブルで更新されたタプルの数。

＃更新されたタプル + 選択したテーブルで更新されたタプルの累積数。

ヒットしたブロック キャッシュで見つかったブロックの数。

ヒットブロック + キャッシュで見つかったブロックの累積数。

読み取りブロック 読み取られたブロックの数。

読み取りブロック + 読み取られたブロックの累積数。

InfiniteCacheからのブロック読み取り InfiniteCacheから読み取られたブロックの数。

InfiniteCache+からの読み取りブロック InfiniteCacheから読み取られたブロックの累積数。

書かれたブロック 書き込まれたブロックの数。

書かれたブロック + 書き込まれたブロックの累積数。

割り当てられたバッファ 割り当てられたバッファの数。

割り当てられたバッファ + 割り当てられたバッファの累積数。
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メトリック名 説明

書き込まれたバッファ-バックエンド サーバープロセス（クライアントアプリケーションに接続されて

いるプロセス）によってディスクに書き込まれたバッファーブ

ロックの数。

書き込まれたバッファ-バックエンド + サーバープロセスによってディスクに書き込まれたバッファーブ

ロックの累積数。

書き込まれたバッファ-チェックポイント チェックポイントプロセスによってディスクに書き込まれたブ

ロックの数。

書き込まれたバッファ-チェックポイント + チェックポイントプロセスによってディスクに書き込まれたブ

ロックの累積数。

書き込まれたバッファ-クリーニングスキ

ャン

autovacuum プロセスによってディスクに書き込まれたブロック

の数。

書き込まれたバッファー-スキャン + のク

リーニング

autovacuum プロセスによってディスクに書き込まれたブロック

の累積数。

受信バイト数（KB） クライアントから受信したバイト数（キロバイト単位）。

受信バイト（KB）+ 受信した累積バイト数（キロバイト単位）。

送信バイト数（KB） クライアントに送信されたバイト数（キロバイト単位）。

送信バイト数（KB）+ 送信された累積バイト数（キロバイト単位）。

チェックポイント-時限 チェックポイント間隔によってトリガーされたチェックポイント

操作の数。

チェックポイント-時限 + チェックポイント間隔によってトリガーされたチェックポイント

操作の累積数。

チェックポイント-時間指定なし チェックポイントサイズによってトリガーされるチェックポイン

ト操作の数。

チェックポイント-Untimed+ チェックポイントサイズによってトリガーされたチェックポイン

ト操作の累積数。

データベースサイズ（MB） 指定されたデータベースのサイズ（メガバイト単位）。

空き RAMメモリ 空き RAMメモリの量（メガバイト単位）。

空きスワップメモリ ディスク上の空きスワップ領域の量（メガバイト単位）。

ヒットしたヒープブロック キャッシュで見つかったヒープブロックの数。

ヒープブロック Hit+ キャッシュ内で見つかったヒープブロックの累積数。

ヒープブロックの読み取り 読み込まれたヒープブロックの数。

ヒープブロック読み取り + 読み取られたヒープブロックの累積数。

ヒットしたインデックスブロック キャッシュで見つかったインデックスブロックの数。

インデックスブロック Hit+ キャッシュで見つかったインデックスブロックの累積数。

読み取りインデックスブロック 読み取られたインデックスブロックの数。

インデックスブロック読み取り + 読み取られたインデックスブロックの累積数。

インデックスサイズ（MB） 指定されたインデックスのサイズ（メガバイト単位）。

次のページに続く
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表 2 – 前のページからの続き

メトリック名 説明

パケットで破棄 廃棄されたインバウンドパケットの数。

パケット破棄 + 破棄されたインバウンドパケットの累積数。

パケット内エラー エラーを含むインバウンドパケットの数。

パケット内エラー + エラーを含む受信パケットの累積数。

リンク帯域幅（Mbit/s） ネットワークアダプターの速度（メガビット/秒）。

負荷平均-15分 CPU飽和（パーセント）-15分間のサンプリング平均。

負荷平均-1分 CPU飽和（パーセント）-1分間のサンプリング平均。

負荷平均-5分 CPU飽和（パーセント）-5分間のサンプリング平均。

負荷率 CPU飽和率（パーセント）。

準備されたトランザクションの数 + 準備されたトランザクションの累積数。

WALファイルの数 + 先行書き込みログファイルの累積数。

送信パケット破棄 廃棄された送信パケットの数。

廃棄パケット + 廃棄された発信パケットの累積数。

送信パケットエラー エラーを含む送信パケットの数。

送信パケットエラー + エラーを含む送信パケットの累積数。

受信したパケット 受信したパケットの数。

受信パケット + 受信したパケットの累積数。

送信されたパケット 送信されたパケットの数。

送信パケット + 送信されたパケットの累積数。

サイズ（MB） ディスクの合計サイズ（メガバイト単位）。

インデックスのサイズ（MB） 指定したテーブルのインデックスのサイズ（メガバイト単位）。

利用可能なスペース（MB） 現在使用可能なディスク領域（メガバイト単位）。

使用済みスペース（MB） 現在使用されているディスク容量（メガバイト単位）。

テーブルサイズ（MB） 指定されたテーブルのサイズ（メガバイト単位）。

テーブルスペースサイズ（MB） 指定された表スペースのサイズ（メガバイト単位）。

一時バッファー（MB） 一時バッファーのサイズ（メガバイト単位）。

トーストブロックヒット キャッシュで見つかった TOASTブロックの数。

トーストブロック Hit+ キャッシュで見つかった TOASTブロックの累積数。

トーストブロック読み取り 読み取られた TOASTブロックの数。

トーストブロック読み取り + 読み取られた TOASTブロックの累積数。

合計 RAMメモリ システム上の RAMメモリの合計量（メガバイト単位）。

合計スワップメモリ システム上のスワップ領域の合計量（メガバイト単位）。

インデックスとトースト付きの合計テーブ

ルサイズ

指定されたテーブルの合計サイズ（インデックスおよび関連する

特大の属性を含む）。

中止されたトランザクション 中止されたトランザクションの数。

中止されたトランザクション + 中止されたトランザクションの累積数。

コミットされたトランザクション コミットされたトランザクションの数。

次のページに続く
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表 2 – 前のページからの続き

メトリック名 説明

コミットされたトランザクション + コミットされたトランザクションの累積数。

タプルが削除されました 指定されたテーブルから削除されたタプルの数。

タプルが削除されました + 指定されたテーブルから削除されたタプルの累積数。

ANALYZEによって推定されるタプル 指定されたテーブル内の表示可能なタプルの数。

ANALYZE+によって推定されるタプル 指定されたテーブル内の表示可能なタプルの累積数。

取得したタプル 指定されたテーブルからフェッチされたタプルの数。

取得したタプル + 指定されたテーブルからフェッチされたタプルの累積数。

タプル HOT更新 HOTが更新されたタプルの数。HOT更新では、新しいタプルは

元のタプルと同じブロックに存在し、タプルはインデックスエン

トリを共有します。

タプル HOTアップデート + HOTが更新されたタプルの累積数。HOT更新では、新しいタプ

ルは元のタプルと同じブロックに存在し、タプルはインデックス

エントリを共有します。

タプルが挿入されました 指定されたテーブルに挿入されたタプルの数。

タプルが挿入されました + 指定されたテーブルに挿入されたタプルの累積数。

返されたタプル 結果セットで返されるタプルの数。

返されたタプル + 結果セットで返されるタプルの累積数。

タプルが更新されました 指定されたテーブルで更新されたタプルの数。

タプルが更新されました + 指定されたテーブルで更新されたタプルの累積数。

WALセグメントサイズ（MB） 先行書き込みログのセグメントサイズ（メガバイト単位）。

注釈: メトリックの名前に続く「+」は、メトリックのデータが累積的に収集されることを示します。「+」記号が

後に続かないメトリックは、「ポイントインタイム」値として収集されます。

15.3 PEMプローブ-リファレンス

プローブは、PEMエージェントによって監視されているデータベースオブジェクトに関する情報を取得するスケ

ジュールされたタスクです。PEMは収集された情報を使用して、各ダッシュボードに表示されるグラフを作成し

ます。[プローブの管理]タブ（[管理]メニューからアクセス）を使用すると、データ収集スケジュールと、特定の

プローブから返された情報を PEMが保持する期間を変更できます。
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プローブ名 プローブによって監視される情報 レベル

バックグラウンドライターの統

計

このプローブは、バックグラウンドライターに関する

情報を監視します。次の情報が含まれます。

時限チェックポイントの数

要求されたチェックポイントの数

書き込まれたバッファーの数（チェックポイントごと）

書き込まれたバッファーの数（バックグラウンドライ

ターによる）

バックグラウンドライターのサイクル数

書き込まれたバックグラウンドバッファの数

割り当てられたバッファの数

サーバー

ブロックされたセッション情報 このプローブは、ブロックされたセッションに関する

情報を提供します。

サーバー

CPU使用率 このプローブは、CPU使用率情報を監視します。 エージェント

データとログファイルの分析 このプローブは、ログファイルに関する情報を監視し

ます。次の情報が含まれます。

ログファイルの名前

ログファイルが存在するディレクトリ

サーバー

データベース統計 このプローブは、データベース統計を監視します。次

の情報が含まれます。

バックエンドの数

コミットされたトランザクションの数

ロールバックされたトランザクションの数

読み取られたブロックの数

ヒットしたブロックの数

返された行の数

フェッチされた行の数

挿入された行の数

更新された行の数

削除された行の数

サーバー

ディスクビジー情報 このプローブは、ディスクアクティビティに関する情

報を監視します。

注:このプローブは、MacOSX、Solaris、または HP-UX

ではサポートされていません

エージェント

ディスク容量 このプローブは、ディスク容量の使用状況に関する情

報を監視します。次の情報が含まれます。

使用されているディスク容量

利用可能なディスク容量

エージェント

次のページに続く
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表 3 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 レベル

EDB監査構成 このプローブは、EDBPostgresAdvancedServerの監査

ログ設定を監視します。

サーバー

フェールオーバーマネージャー

クラスター情報

このプローブは、フェールオーバーマネージャークラ

スターを監視し、クラスターに関する情報を返します。

フェールオーバーマネージャーバイナリのクラスター

名とパスが [サーバーのプロパティ]ダイアログで指定

されない限り、このプローブは無効になります。

サーバー

フェールオーバーマネージャー

ノードの状態

このプローブは、フェールオーバーマネージャークラ

スターを監視し、クラスター内の各ノードに関する詳

細を返します。フェールオーバーマネージャーバイナ

リのクラスター名とパスが [サーバーのプロパティ]ダ

イアログで指定されない限り、このプローブは無効に

なります。

サーバー

関数統計 このプローブはデータベースを監視し、機能に関する

情報を取得します。次の情報が含まれます。

関数名

引数のタイプ

戻り値

データベース

インデックスサイズ このプローブはデータベースを監視し、インデックス

に関する情報を取得します。次の情報が含まれます。

インデックスの名前

データが収集された時間

インデックスのサイズ（MB単位）

データベース

インデックス統計 このプローブは、インデックス統計を監視します。次

の情報が含まれます。

インデックススキャンの数

読み取られた行の数

フェッチされた行の数

読み取られたブロックの数

ヒットしたブロックの数

データベース

インストール済みパッケージ このプローブは、現在インストールされているパッ

ケージを監視します。収集される情報は次のとおり

です。

インストールされたパッケージの名前

インストールされたパッケージのバージョン

プローブが実行された日時

エージェント

次のページに続く
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表 3 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 レベル

IO分析 このプローブは、ディスク I/O情報を監視します。情

報には以下が含まれます。

読み取られたブロックの数

書き込まれたブロックの数

プローブが実行された日時

注:このプローブは MacOSXではサポートされていま

せん

エージェント

負荷平均 このプローブは、CPUの負荷平均を監視します。次の

情報が含まれます。

1分間の平均負荷

5分間の負荷平均

15分間の平均負荷

注:このプローブはWindowsではサポートされていま

せん

エージェント

ロック情報 このプローブはロック情報を監視します。次の情報が

含まれます。

データベース名

ロックタイプ

ロックモード

ロックを保持しているプロセス

サーバー

メモリ使用量 このプローブは、システムメモリ使用量に関する情報

を監視します。

エージェント

ネットワーク統計 このプローブは、ネットワーク統計を監視します。次

の情報が含まれます。

インターフェイスの IPアドレス

送信されたパケットの数

受信したパケットの数

送信されたバイト数

受信したバイト数

リンク速度（MB/秒）

エージェント

準備されたトランザクションの

数

このプローブは、準備されたトランザクションの数を

保存します。

サーバー

WALファイルの数 このプローブは、WALファイルの数を監視します。 サーバー

次のページに続く

220 第 15 章参照先



Postgres Enterprise Manager, リリース 8.0

表 3 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 レベル

オブジェクトカタログ:データ

ベース

このプローブは、データベースとそのプロパティのリ

ストを監視します。情報には以下が含まれます。

データベース名

データベースのエンコードタイプ

データベースでユーザー接続またはシステム接続が許

可されている場合

サーバー

オブジェクトカタログ:外部

キー

このプローブは、外部キーとそのプロパティのリスト

を監視します。次の情報が含まれます。

外部キーを含むテーブルの名前

外部キーが参照するテーブルの名前

テーブルが存在するデータベースの名前

テーブルが存在するスキーマの名前

スキーマ

オブジェクトカタログ:機能 このプローブは、関数とそのプロパティのリストを監

視します。次の情報が含まれます。

関数の名前

関数が存在するスキーマの名前

関数が存在するデータベースの名前

スキーマ

オブジェクトカタログ:インデ

ックス

このプローブは、インデックスとそのプロパティのリ

ストを監視します。次の情報が含まれます。

インデックスの名前

インデックスが関連付けられているテーブルの名前

インデックステーブルが存在するデータベースの名前

スキーマ

オブジェクトカタログ:スキー

マ

このプローブは、スキーマのリスト、およびそれらに

関連付けられているデータベースとサーバーを監視し

ます。

データベース

オブジェクトカタログ:シーケ

ンス

このプローブは、シーケンスとそのプロパティのリス

トを監視します。

スキーマ

オブジェクトカタログ:テーブ

ル

このプローブは、テーブル情報のリストを監視します。

次の情報が含まれます。

テーブル名

テーブルが存在するスキーマの名前

スキーマが存在するデータベースの名前

テーブルに主キーがあるかどうかを示すブールインジ

ケーター

スキーマ

オブジェクトカタログ:テーブ

ルスペース

このプローブは、テーブルスペースのリストを監視し

ます。

サーバー

次のページに続く
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表 3 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 レベル

オペレーティングシステム情報 このプローブは、オペレーティングシステムの詳細と

起動時間を監視します。

エージェント

パッケージカタログ このプローブは、現在インストールに使用可能なパッ

ケージを監視します。収集される情報は次のとおり

です。

パッケージ名

パッケージのバージョン

エージェント

PGHBAConf このプローブは、pg_hba.conf ファイルから認証設定

情報を監視します。

サーバー

サーバー情報 このプローブはサーバー情報を監視します。 サーバー

セッション情報 このプローブは、セッション情報を監視します。次の

情報が含まれます。

セッションユーザーの名前

セッションがサーバーに接続した日付と時刻

情報が収集されたときのセッションのステータス（ア

イドル、待機など）

クライアントのアドレスとポート番号

サーバー

設定 このプローブは、現在 GUC変数に割り当てられてい

る値を監視します。

サーバー

SQLプロテクト このプローブはサーバーを監視し、SQL インジェク

ション攻撃に関する情報を取得します。

サーバー

Slonyレプリケーション このプローブは、Slonyを使用して複製されたクラス

ターの遅延データを監視します。

データベース

ストリーミングレプリケーショ

ン

このプローブは、ストリーミングレプリケーションを

使用しているクラスターを監視し、以下に関する情報

を取得します。

送信された Xlogロケーション（バイト単位）

書き込み Xlogの場所（バイト単位）

フラッシュ Xlogの場所（バイト単位）

再生 Xlogの場所（バイト単位）

Xlogラグ（セグメント）

Xlogラグ（ページ単位）

サーバー

次のページに続く
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表 3 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 レベル

ストリーミングレプリケーショ

ンの遅延時間

このプローブは、ストリーミングレプリケーションを

使用しているクラスターを監視し、以下に関する遅延

情報を取得します。

レプリケーションの遅延時間（秒単位）

レプリケーションの現在のステータス（実行中/一時停

止）

サーバー

ストリーミングレプリケーショ

ンデータベースの競合

このプローブは、ストリーミングレプリケーションを

使用しているデータベースを監視し、発生した競合に

関する情報を取得します。これには、次の理由でキャ

ンセルされたクエリに関する情報が含まれます。

ドロップ表領域の競合の数

ロックタイムアウトの競合の数

古いスナップショットの競合の数

固定されたバッファーの競合の数

デッドロック競合の数

サーバー

テーブル膨張 このプローブは、現在のテーブルの膨張に関する情報

を監視します。次の情報が含まれます。

テーブルの名前

テーブルが存在するスキーマの名前

推定ページ数

無駄なページの推定数

行ごとの推定バイト数

データベース

テーブル凍結 XID このプローブは、各テーブルの凍結された XID を監

視します。

スキーマ

次のページに続く
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表 3 – 前のページからの続き

プローブ名 プローブによって監視される情報 レベル

テーブルサイズ このプローブは、テーブル統計を監視します。次の情

報が含まれます。

順次スキャンの数

順次スキャン行の数

インデックススキャンの数

インデックススキャン行の数

挿入された行の数

更新された行の数

削除された行の数

ライブ行の数

デッド行の数

最後の VACUUM

最後の自動バキューム

最後の分析

最後の自動分析

ANALYZEが推定したページ数

ANALYZEによって推定された行数

データベース

テーブル統計 このプローブは、テーブルスペースとそのサイズのリ

ストを監視します。

サーバー

表領域サイズ このプローブは、テーブルスペースとそのサイズのリ

ストを監視します。

サーバー

ユーザー情報 このプローブは、現在のユーザーのリストを監視しま

す。格納される情報は次のとおりです。

ユーザー名

ユーザーの種類（スーパーユーザーと非スーパーユー

ザー）

ユーザーが接続されているサーバー

サーバー

WALアーカイブステータス このプローブは、WAL アーカイブのステータスを監

視します。格納される情報は次のとおりです。

完了したWALアーカイブの数

保留中のWALアーカイブの数

最終アーカイブ時間

WALアーカイブの数が失敗しました

最後の失敗の時刻

サーバー

xDBレプリケーション このプローブは、xDBレプリケーションを使用してレ

プリケートされたクラスターのラグデータを監視しま

す。

データベース
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15.4 PEM事前定義アラートテンプレート-リファレンス

アラート定義には、PEM がシステム統計と比較するシステム定義またはユーザー定義の条件セットが含まれ

ています。統計がその統計に指定された境界から逸脱すると、アラートがトリガーされ、PEM クライアント

は/AlertsOverview/ ページに警告を表示し、オプションで監視ユーザーに通知を送信します。

次の表に、アラートの作成に使用できるシステム定義のアラートテンプレートを示します。このリストは変更され

る可能性があり、システムによって異なる場合があります。

15.4.1 エージェントに適用可能なテンプレート

テンプレート名 説明

負荷平均（1分） 1分間のシステム負荷平均。

負荷平均（5分） 5分間のシステム負荷平均。

負荷平均（15分） 15分間のシステム負荷平均。

CPUコアあたりの負荷平均（1分） CPUコアごとの 1分間のシステム負荷平均。

CPUコアあたりの負荷平均（5分） CPUコアごとの 5分間のシステム負荷平均。

CPUコアあたりの負荷平均（15分） CPUコアごとの 15分間のシステム負荷平均。

CPU使用率 平均 CPU消費量。

実行中の CPUの数 K ％使用率のしきい値を超えて実行されている CPU

の数

空きメモリの割合 総システムメモリの割合としての空きメモリ。

メモリ使用率 使用されているメモリの割合。

スワップ消費 消費されたスワップ領域（メガバイト単位）。

スワップ消費率 消費されたスワップ領域の割合。

ディスク消費 消費されたディスク容量（メガバイト単位）。

ディスク消費率 消費されたディスクの割合。

利用可能なディスク 使用可能なディスク容量（メガバイト単位）。

ディスク使用率 使用中のディスクの割合。

最も使用されているディスクの割合 システムで最も使用されているディスクの使用率。

ホスト上の合計テーブルの膨張 ホスト上のテーブルによって浪費される合計スペース

（MB単位）。

ホスト上の最大テーブル膨張 ホスト上のテーブルによって浪費される最大スペース

（MB単位）。

ホスト上の平均的なテーブルの膨張 ホスト上のテーブルによって浪費される平均スペース

（MB単位）。

ホスト上のテーブルサイズ ホスト上のテーブルのサイズ（MB単位）。

ホスト上のデータベースサイズ ホスト上のデータベースのサイズ（MB単位）。

次のページに続く
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表 4 – 前のページからの続き

テンプレート名 説明

過去 X 時間のエージェント N のログファイルのエ

ラー数。

過去 X 時間のエージェント N のログファイルのエ

ラー数

過去 X 時間のエージェント N のログファイル内の警

告の数

過去 X 時間のエージェント N のログファイル内の警

告の数。

過去 X 時間のエージェント N のログファイル内の警

告またはエラーの数

過去 X 時間のエージェント N のログファイル内の警

告またはエラーの数。

パッケージバージョンの不一致 カタログごとにパッケージのバージョンの不一致を確

認してください。

ホスト上の合計マテリアライズドビューの膨張 ホスト上のマテリアライズドビューによって浪費され

る合計スペース（MB単位）。

ホスト上の最高のマテリアライズドビューの膨張 ホスト上のマテリアライズドビューによって浪費され

る最大のスペース（MB単位）。

ホスト上の平均マテリアライズドビューの膨張 ホスト上のマテリアライズドビューによって浪費され

る平均スペース（MB単位）。

ホスト上のマテリアライズドビューサイズ ホスト上のマテリアライズドビューのサイズ（MB単

位）。

エージェントダウン 指定されたエージェントは現在ダウンしています。

15.4.2 サーバーに適用可能なテンプレート

テンプレート名 説明

サーバーの合計テーブルの膨張 サーバー内のテーブルによって浪費される合計スペー

ス（MB単位）。

最大のテーブル（膨張していないサイズの倍数） サーバー内の最大のテーブル。独自の推定非膨張サイ

ズの倍数として計算されます。NMB より小さいテー

ブルを除外します。

サーバーで最大のテーブルの膨張 サーバー内のテーブルによって浪費される最大スペー

ス（MB単位）。

サーバーの平均的なテーブルの膨張 サーバー内のテーブルによって浪費される平均スペー

ス（MB単位）。

サーバーのテーブルサイズ サーバー内のテーブルのサイズ（MB単位）。

サーバーのデータベースサイズ サーバー内のデータベースのサイズ（MB単位）。

WALファイルの数 先行書き込みログファイルの総数。

準備されたトランザクションの数 準備状態のトランザクションの数。

合計接続数 サーバー内の接続の総数。

次のページに続く
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表 5 – 前のページからの続き

テンプレート名 説明

合計接続数の割合 最大の割合としてのサーバー内の接続の総数

max_connections サーバーで許可される接続、設定。

未使用の非スーパーユーザー接続 サーバー上の未使用の非スーパーユーザー接続の数、

user_info、設定。

max_connectionsのパーセンテージとしての未使用の

非スーパーユーザー接続

サーバー上の未使用の非スーパーユーザー接続の数

（max_connections、user_info、設定のmax_connections

の割合として）。

許可されていないロック サーバー内の許可されていないロックの数。

バックエンドによって書き込まれたバッファーの割合 バックエンドによって書き込まれたバッファーと書き

込まれたバッファーの合計の割合。

チェックポイントによって書き込まれたバッファーの

割合

チェックポイントによって書き込まれたバッファーの

割合と書き込まれたバッファーの合計。

1秒あたりに書き込まれるバッファー 最後の 2プローブサイクルで書き込まれた 1秒あたり

のバッファー数。

1秒あたりに割り当てられるバッファー 最後の 2つのプローブサイクルで 1秒あたりに割り当

てられたバッファーの数。

アイドル状態の接続 アイドル状態のサーバー内の接続の数。

アイドル状態の接続 アイドル状態のトランザクションにあるサーバー内の

接続の数。

max_connections のパーセンテージとしての、アイド

ル状態の接続

サーバーで許可されている最大接続の割合としての、

サーバーでのアイドル状態の接続数の設定。

長時間実行されるアイドル接続 N秒を超えてアイドル状態になっているサーバー内の

接続の数。

長時間実行されるアイドル接続とアイドルトランザク

ション

サーバー内でアイドル状態になっている接続の数、ま

たは N秒を超えてアイドル状態のトランザクション。

長時間実行されるアイドルトランザクション N秒を超えてトランザクションでアイドル状態になっ

ているサーバー内の接続の数。

長期実行トランザクション N秒を超えて実行されているサーバー内のトランザク

ションの数。

長時間実行クエリ N秒以上実行されているサーバー内のクエリの数。

長時間の Vacuum N秒を超えて実行されているサーバーでのバキューム

操作の数。

長時間の自動バキューム N秒以上実行されているサーバーの自動バキューム操

作の数。

コミット済みトランザクションの割合 過去 N 分間にコミットしたサーバーとロールバック

したサーバーのトランザクションの割合。

次のページに続く
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表 5 – 前のページからの続き

テンプレート名 説明

共有バッファーのヒット率 過去 N 分間に共有バッファーで満たされたサーバー

内のブロック読み取り要求の割合。

挿入されたタプル 過去 N分間にサーバーに挿入されたタプル。

InfiniteCacheバッファーヒット率 過去 N分間に、InfiniteCacheで満たされたサーバー内

のブロック読み取り要求の割合。

取得したタプル 過去 N分間にサーバーからフェッチされたタプル。

タプルが返されました 過去 N分間にサーバーからタプルが返されました。

デッドタプル サーバー内の推定デッドタプルの数。

タプルが更新されました 過去 N分間にサーバーでタプルが更新されました。

タプルを削除しました 過去 N分間にサーバーから削除されたタプル。

タプルのホットな更新 直前の N 分間にサーバーでホットタプルが更新され

ました。

順次スキャン 過去 N分間のサーバーでの全表スキャンの数。

インデックススキャン 過去 N 分間のサーバーでのインデックススキャンの

数。

ホットアップデート率 過去 N 分間のサーバー内のホットアップデートの割

合。

ライブタプル サーバー内の推定ライブタプルの数。

デッドタプルの割合 サーバー内の推定デッドタプルの割合。

最後の Vacuum サーバーで最後にバキュームが行われてからの時間。

最後の AutoVacuum サーバーでの最後の自動バキュームからの時間。

最後の分析 サーバーで最後に分析してからの時間。

最後の自動分析 サーバーでの最後の自動分析からの時間。

過去 N分間にバックエンドによって書き込まれたバッ

ファーの割合

バックエンドによって書き込まれたバッファの割合

と、過去 Nにおけるバックエンドの合計バッファの割

合

テーブル数 サーバー内のテーブルの総数。

関数数 サーバー内の機能の総数。

シーケンス数 サーバー内のシーケンスの総数。

ユーザーは N日で期限切れになります ユーザーの有効期限が切れるまでの日数。

テーブルサイズの割合としてのインデックスサイズ テーブルのサイズの割合としてのサーバー内のイン

デックスのサイズ。

テーブルサイズの割合 oc_index、table_size による最

大インデックス。

テーブルのサイズの割合として計算されたサーバーの

最大インデックス。

過去 X時間のサーバーMのログファイルのエラー数 過去 X時間のサーバーMのログファイルのエラー数。

過去 X時間のサーバー Mのログファイル内の警告の

数

過去 X時間のサーバー Mのログファイル内の警告の

数。

次のページに続く
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表 5 – 前のページからの続き

テンプレート名 説明

過去 X時間のサーバー Mのログファイル内の警告ま

たはエラーの数

過去 X時間のサーバー Mのログファイル内の警告ま

たはエラーの数。

過去 N分間に検出された攻撃の数 過去 N分間に発生した SQLインジェクション攻撃の

数。

過去 N分間にユーザー名別に検出された攻撃の数 過去 N分間に発生したユーザー名別の SQLインジェ

クション攻撃の数。

レプリカサーバーの数は、書き込み場所によってプラ

イマリより遅れています

ストリーミングレプリケーション:レプリカサーバー

の数は、書き込み場所によってプライマリよりも遅れ

ます。

フラッシュサーバーの数によって、レプリカサーバー

の数がプライマリサーバーより遅れている

ストリーミングレプリケーション:フラッシュサーバー

の数が、フラッシュの場所によってプライマリよりも

遅れています。

複製サーバーの数は、再生場所によってプライマリよ

りも遅れています

ストリーミングレプリケーション:複製サーバーの数

は、再生場所によってプライマリよりも遅れています。

レプリカサーバーが書き込み場所によってプライマリ

より遅れる

ストリーミングレプリケーション:レプリカサーバー

は、MB単位の書き込み場所によってプライマリより

遅れます。

レプリカサーバーがフラッシュの場所によってプライ

マリに遅れをとる

ストリーミングレプリケーション:レプリカサーバー

は、MB単位のフラッシュ位置によってプライマリよ

り遅れています。

複製サーバーは、リプレイの場所によってプライマリ

より遅れています

ストリーミングレプリケーション:レプリカサーバー

は、MB単位の再生場所によってプライマリに遅れを

とっています。

レプリカサーバーは、サイズ（MB）によってプライ

マリよりも遅れます

ストリーミングレプリケーション:レプリカサーバー

は、MB単位でプライマリより遅れています。

レプリカサーバーは、WAL セグメントによってプラ

イマリより遅れています

ストリーミングレプリケーション:レプリカサーバー

は、WAL セグメントによってプライマリより遅れて

います。

レプリカサーバーがWALページによってプライマリ

に遅れをとる

ストリーミングレプリケーション:レプリカサーバー

は、WAL ページによってプライマリサーバーより遅

れています。

サーバーの合計マテリアライズドビューの膨張 サーバー内のマテリアライズドビューによって浪費さ

れる合計スペース（MB単位）。

最大のマテリアライズドビュー（膨張していないサイ

ズの倍数による）

サーバー内の最大のマテリアライズドビュー。独自の

推定非膨張サイズの倍数として計算されます。NMB

より小さいマテリアライズドビューを除外します。
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テンプレート名 説明

サーバーで最も高いマテリアライズドビューの膨張 サーバーのマテリアライズドビューによって浪費され

る最大の領域（MB）。

サーバーの平均マテリアライズドビューの膨張 サーバーのマテリアライズドビューによって浪費され

る平均スペース（MB単位）。

サーバーのマテリアライズドビューサイズ サーバーのマテリアライズドビューのサイズ（MB単

位）。

ビュー数 サーバー内のビューの総数。

マテリアライズドビューカウント サーバー内のマテリアライズドビューの総数。

監査構成の不一致 監査構成パラメーターの不一致を確認する

サーバーダウン 現在、指定されたサーバーにアクセスできません。

保留中のWALアーカイブの数 ストリーミングレプリケーション:レプリカで再生す

るために保留中のWALファイルの数。

プライマリサーバーからレプリカサーバーのラグ時間

（分）

ストリーミングレプリケーション:レプリカノードが

プライマリノードより遅れている分数。

ログ構成の不一致 ログ構成パラメーターの不一致を確認してください。

15.4.3 データベースに適用可能なテンプレート

テンプレート名 説明

データベースの合計テーブルの膨張 データベース内のテーブルによって浪費される合計ス

ペース（MB単位）。

最大のテーブル（膨張していないサイズの倍数） データベース内の最大のテーブル。独自の推定非膨張

サイズの倍数として計算されます。NMB より小さい

テーブルを除外します。

データベース内で最大のテーブルの膨張 データベース内のテーブルによって浪費される最大領

域（MB単位）。

データベースの平均的なテーブルの膨張 データベース内のテーブルによって浪費される平均ス

ペース（MB単位）。

データベースのテーブルサイズ データベース内のテーブルのサイズ（MB単位）。

データベースサイズ データベースのサイズ（MB単位）。

合計接続数 データベース内の接続の総数。

max_connectionsの割合としての合計接続 サーバーの設定で許可される最大接続の割合としての

データベース内の接続の総数。

許可されていないロック データベース内の許可されていないロックの数。

アイドル状態の接続 アイドル状態のデータベース内の接続の数。

次のページに続く
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表 6 – 前のページからの続き

テンプレート名 説明

アイドル状態の接続 トランザクションでアイドル状態のデータベース内の

接続の数

max_connections の割合としての、アイドル状態の接

続

サーバーで許可されている最大接続数の割合として

の、アイドル状態のデータベース内の接続数。

長時間実行されるアイドル接続 N秒を超えてアイドル状態になっているデータベース

内の接続の数。

長時間実行されるアイドル接続とアイドルトランザク

ション

N 秒を超えてアイドル状態またはトランザクション

でアイドル状態になっているデータベース内の接続の

数。

長時間実行されるアイドルトランザクション トランザクションで N 秒以上アイドル状態になって

いるデータベース内の接続の数。

長期実行トランザクション N秒を超えて実行されているデータベース内のトラン

ザクションの数。

長時間実行クエリ N 秒以上実行されているデータベース内のクエリの

数。

長時間の Vacuum N 秒を超えて実行されているデータベース内のバ

キューム操作の数。

長時間の自動バキューム N秒を超えて実行されているデータベース内の自動バ

キューム操作の数。

コミット済みトランザクションの割合 過去 N分間にコミットしたデータベースとロールバッ

クしたデータベースのトランザクションの割合。

共有バッファーのヒット率 過去 N 分間に共有バッファーで満たされた、データ

ベース内のブロック読み取り要求の割合。

InfiniteCacheバッファーヒット率 過去 N分間に、InfiniteCacheで満たされたデータベー

ス内のブロック読み取り要求の割合。

取得したタプル 過去 N 分間にデータベースからフェッチされたタプ

ル。

タプルが返されました 過去 N分間にデータベースから返されたタプル。

挿入されたタプル 過去 N分間にデータベースに挿入されたタプル。

タプルが更新されました 過去 N分間にデータベースで更新されたタプル。

タプルを削除しました 過去 N分間にデータベースから削除されたタプル。

タプルのホットな更新 直前の N 分間にデータベースでホットタプルが更新

されました。

順次スキャン 過去 N分間のデータベースでの全表スキャンの数。

インデックススキャン 過去 N 分間のデータベース内のインデックススキャ

ンの数。

次のページに続く
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表 6 – 前のページからの続き

テンプレート名 説明

ホットアップデート率 過去 N 分間のデータベース内のホットアップデート

の割合。

ライブタプル データベース内の推定ライブタプルの数。

デッドタプル データベース内の推定デッドタプルの数。

デッドタプルの割合 データベース内の推定デッドタプルの割合。

最後の Vacuum データベースの最後のバキュームからの時間。

最後の AutoVacuum データベースの最後の自動バキュームからの時間。

最後の分析 データベースで最後に分析してからの時間。

最後の自動分析 データベースでの最後の自動分析からの時間。

テーブル数 データベース内のテーブルの総数。

関数数 データベース内の関数の総数。

シーケンス数 データベース内のシーケンスの総数。

テーブルサイズの割合としてのインデックスサイズ データベース内のインデックスのサイズ（テーブルサ

イズの割合として）。

テーブルサイズの割合による最大のインデックス テーブルのサイズ oc_index、table_size の割合として

計算されたデータベース内の最大インデックス。

データベース凍結 XID データベースの凍結トランザクション ID の経過時間

（現在のトランザクションの前のトランザクション）。

で検出された攻撃の数 過去 N分間に発生した SQLインジェクション攻撃の

数。最後の N分

で検出された攻撃の数 SQLインジェクション攻撃の数は、過去N分間にユー

ザー名ごとに発生しました。

テーブルスペースのドロップによりキャンセルされた

クエリ

ストリーミングレプリケーション:テーブルスペース

のドロップによりキャンセルされたクエリの数。

ロックタイムアウトが原因でキャンセルされたクエリ ストリーミングレプリケーション:ロックタイムアウ

トが原因でキャンセルされたクエリの数。

古いスナップショットが原因でキャンセルされたクエ

リ

ストリーミングレプリケーション:古いスナップショッ

トが原因でキャンセルされたクエリの数。

固定されたバッファのためにキャンセルされたクエリ ストリーミングレプリケーション:固定されたバッ

ファーのためにキャンセルされたクエリの数。

デッドロックによりキャンセルされたクエリ ストリーミングレプリケーション:デッドロックが原

因でキャンセルされたクエリの数。

すべての slonyクラスターで遅れているイベントの合

計

SlonyReplication:すべての slony クラスターで遅れて

いるイベントの合計。

1つの slonyクラスターで遅れているイベント SlonyReplication:1 つの slony クラスターで遅れてい

るイベント。

次のページに続く
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表 6 – 前のページからの続き

テンプレート名 説明

1つの slonyクラスターの遅延時間（分） Slony レプリケーション:1 つの slony クラスターの遅

延時間（分）。

xdbシングルプライマリレプリケーションで遅れてい

る合計行

xDB レプリケーション:xdb シングルプライマリレプ

リケーションの合計行遅れ

xdbマルチプライマリレプリケーションで遅れている

合計行

xDB レプリケーション:xdb マルチプライマリレプリ

ケーションで遅れている合計行。

データベース内の合計マテリアライズドビューの膨張 データベース内のマテリアライズドビューによって浪

費される合計スペース（MB単位）。

最大のマテリアライズドビュー（膨張していないサイ

ズの倍数による）

データベース内の最大のマテリアライズドビュー。推

定の肥大化していないサイズの倍数として計算されま

す。NMB より小さいマテリアライズドビューを除外

します。

データベース内の最高のマテリアライズドビューの膨

張

データベースのマテリアライズドビューによって浪費

されるスペースの最大量（MB）。

データベースの平均マテリアライズドビューの膨張 データベース内のマテリアライズドビューによって浪

費される平均スペース（MB単位）。

データベースのマテリアライズドビューサイズ データベース内のマテリアライズドビューのサイズ

（MB単位）。

ビュー数 データベース内のビューの総数。

マテリアライズドビューカウント データベース内のマテリアライズドビューの総数。

15.4.4 スキーマに適用可能なテンプレート

テンプレート名 説明

スキーマの合計テーブルの膨張 スキーマ内のテーブルによって浪費される合計スペー

ス（MB単位）。

最大のテーブル（膨張していないサイズの倍数） スキーマ内の最大テーブル。独自の推定非膨張サイズ

の倍数として計算されます。NMB より小さいテーブ

ルを除外します。

スキーマで最大のテーブルの膨張 スキーマ内のテーブルによって浪費されるほとんどの

スペース（MB単位）。

スキーマの平均的なテーブルの膨張 スキーマ内のテーブルによって浪費される平均スペー

ス（MB単位）。

スキーマ内のテーブルサイズ スキーマ内のテーブルのサイズ（MB単位）。

挿入されたタプル 過去 N分間にスキーマに挿入されたタプル。

タプルが更新されました 過去 N分間にスキーマでタプルが更新されました。

次のページに続く
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表 7 – 前のページからの続き

テンプレート名 説明

タプルを削除しました 過去 N分間にスキーマからタプルが削除されました。

タプルのホットな更新 過去 N 分間にスキーマ内でホットタプルが更新され

ました。

順次スキャン 過去 N分間のスキーマ内の全表スキャンの数。

インデックススキャン 過去 N 分間のスキーマ内のインデックススキャンの

数。

ホットアップデート率 過去 N 分間のスキーマ内のホットアップデートの割

合。

ライブタプル スキーマ内の推定ライブタプルの数。

デッドタプル スキーマ内の推定デッドタプルの数。

デッドタプルの割合 スキーマ内の推定デッドタプルの割合。

最後の Vacuum スキーマの最後のバキュームからの時間。

最後の AutoVacuum スキーマの最後の自動バキュームからの時間。

最後の分析 スキーマで最後に分析してからの時間。

最後の自動分析 スキーマの最後の自動分析からの時間。

テーブル数 スキーマ内のテーブルの総数。

関数数 スキーマ内の関数の総数。

シーケンス数 スキーマ内のシーケンスの総数。

テーブルサイズの割合としてのインデックスサイズ スキーマ内のインデックスのサイズ（テーブルサイズ

の割合として）。

テーブルサイズの割合による最大のインデックス テーブルのサイズ、oc_index、table_sizeの割合として

計算されたスキーマ内の最大インデックス

マテリアライズドビューの膨張 マテリアライズドビューによって浪費されるスペース

（MB単位）。

スキーマ内の合計マテリアライズドビューの膨張 スキーマ内のマテリアライズドビューによって浪費さ

れる合計スペース（MB単位）。

肥大化していないサイズの倍数としてのマテリアライ

ズドビューサイズ

マテリアライズドビューのサイズ。推定される肥大化

していないサイズの倍数として。

最大のマテリアライズドビュー（膨張していないサイ

ズの倍数による）

スキーマ内の最大のマテリアライズドビュー。独自の

推定非膨張サイズの倍数として計算されます。NMB

より小さいマテリアライズドビューを除外します。

スキーマ内の最高のマテリアライズドビューの膨張 スキーマのマテリアライズドビューによって無駄に

なったスペースの最大量（MB）。

スキーマの平均マテリアライズドビューの膨張 スキーマのマテリアライズドビューによって浪費され

る平均スペース（MB単位）。

マテリアライズドビューサイズ マテリアライズドビューのサイズ（MB単位）。

次のページに続く
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表 7 – 前のページからの続き

テンプレート名 説明

スキーマのマテリアライズドビューサイズ スキーマ内のマテリアライズドビューのサイズ（MB

単位）。

ビュー数 スキーマ内のビューの総数。

マテリアライズドビューカウント スキーマ内のマテリアライズドビューの総数。

マテリアライズドビューの凍結 XID マテリアライズドビューの凍結されたトランザクショ

ン ID の経過時間（現在のトランザクションの前のト

ランザクション）。
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15.4.5 テーブルに適用可能なテンプレート

テンプレート名 説明

テーブルの膨張 テーブルによって浪費されたスペース（MB単位）。

テーブルサイズ テーブルのサイズ（MB単位）。

ubloatedサイズの倍数としてのテーブルサイズ 推定の肥大化していないサイズの倍数としてのテーブ

ルのサイズ。

挿入されたタプル 最後の N分間にテーブルに挿入されたタプル。

タプルが更新されました 過去 N分間にテーブルでタプルが更新されました。

タプルを削除しました 過去 N分間にテーブルからタプルが削除されました。

タプルのホットな更新 最後の N分間に、テーブルでホットタプルが更新され

ました。

順次スキャン 過去 N分間のテーブルの全テーブルスキャンの数。

インデックススキャン 過去 N 分間のテーブルでのインデックススキャンの

数。

ホットアップデート率 過去 N 分間のテーブル内のホットアップデートの割

合。

ライブタプル テーブル内の推定ライブタプルの数。

デッドタプル テーブル内の推定デッドタプルの数。

デッドタプルの割合 テーブル内の推定デッドタプルの割合。

最後の Vacuum テーブルに最後にバキュームが行われてからの時間。

最後の AutoVacuum テーブルの最後の自動バキュームからの時間。

最後の分析 テーブルで最後に分析してからの時間。

最後の自動分析 テーブルでの最後の自動分析からの時間。

行数 テーブル内の推定行数。

テーブルサイズの割合としてのインデックスサイズ テーブルのサイズの割合としての、テーブルのイン

デックスのサイズ。

テーブル凍結 XID テーブルの凍結されたトランザクション ID の経過時

間（現在のトランザクションの前のトランザクショ

ン）。

15.4.6 グローバルテンプレート

テンプレート名 説明

エージェントダウン 最近報告していないエージェントの数。

サーバーダウン 現在アクセスできないサーバーの数。

アラートエラー エラー状態のアラートの数。
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おわりに

PostgresEnterpriseManager の目標は、単一のコンソールで企業全体のすべてのデータベースサーバーをインテリ

ジェントに管理できるソリューションを提供することです。この目的を達成するために、PEMは、視覚的なデー

タベース管理に必要なすべてのコア機能と、データベースサーバーのパフォーマンスと設計の管理を支援する多数

の高度なコンポーネントを提供します。

PostgresEnterpriseManagerの詳細については、EDBのWebサイト（http://www.enterprisedb.com）にアクセスし

てください。PEMのオンラインドキュメント、およびその他のチュートリアルや教材があります。

EDB はエンタープライズ PostgreSQL 企業であり、世界で最も先進的なオープンソースデータベースである

PostgreSQLに基づいてサポートする製品とサービスを世界中に提供しています。EDBの製品は、優れたパフォー

マンス、大規模なスケーラビリティ、および独自のデータベース製品との互換性を必要とするトランザクション集

約型のアプリケーションに最適です。EDBの製品は、機能や品質を犠牲にすることなく、独自のデータベースに

代わる経済的なオープンソースの代替物または補完物を提供します。

トレーニング、コンサルティング、またはエンタープライズサポートオプションについて話し合う場合は、EDB

にご連絡ください。`EDB<http://www.enterprisedb.com/>`__は、北米、ヨーロッパ、アジアにオフィスを構えてい

ます。EDBは 2004年に設立され、マサチューセッツ州ベッドフォードに本社を置いています。詳細については、

`http://www.enterprisedb.com<http://www.enterprisedb.com/>`__をご覧ください。

Sales Inquiries:

sales-us@enterprisedb.com（米国）

sales-intl@enterprisedb.com（国際）

+1-781-357-3390または 1-877-377-4352（米国のみ）

General Inquiries:

info@enterprisedb.com

info.asiapacific@enterprisedb.com（APAC）

info.emea@enterprisedb.com（EMEA）

http://www.enterprisedb.com
http://www.enterprisedb.com/
http://www.enterprisedb
http://www.enterprisedb.com/
mailto:sales-us@enterprisedb
mailto:sales-intl@enterprisedb
mailto:info@enterprisedb.com
mailto:info.asiapacific@enterprisedb
mailto:info.emea@enterprisedb


Postgres Enterprise Manager, リリース 8.0

EDB Postgres Enterprise Manager Enterprise Features Guide

著作権 ©2007-2020EnterpriseDBCorporation。無断複写・転載を禁じます。

EnterpriseDB®Corporation34CrosbyDrive、Suite201、Bedford、MA01730、USA

T+17813573390F+19784671307Einfo@enterprisedb.comwww.enterprisedb.com

• EDB および PostgresEnterpriseManager は、EnterpriseDBCorporation の登録商標です。EDB および EDB-

Postgresは、EnterpriseDBCorporationの商標です。Oracleは、Oracle、Incの登録商標です。その他の商標

は、それぞれの所有者の商標です。

• EDBは、存在する場合、EDBPostgresEnterpriseManagerのログオン UIの設計、コーディングのベストプ

ラクティスの確立、レビュー、入力検証を検証します。EDBは追加の入力コンポーネントに対して同じア

プローチに従いますが、製品の性質上、限定された検証が可能な信頼できるユーザーによって入力および送

信されるフリーフォーム SQL、WMIまたはその他の文字列を受け入れる必要がある場合があります。この

ような場合、ユーザーが誤った入力や危険な入力を禁止することはできません。

• EDBは、将来、認証された信頼できるユーザーからのフリーフォーム SQL、WMIまたはその他の潜在的

に危険な入力を受け入れる製品に機能を追加する権利を留保しますが、そのような機能はすべて、可能な限

り最小のリスクを提供するように設計およびテストされます可能であれば、スーパーユーザーまたは同等の

特権が必要です。

• EDBは、すべての潜在的な脅威を予測できることを保証しません。したがって、すべての潜在的な脆弱性

が対処または検討されたことをプロセスが完全に保証することはできません。

EnterpriseDB、EDBPostgres、EDBPostgresAdvancedServer、PostgresEnterpriseManager、および DynaTuneは、En-

terpriseDBCorporationの商標です。その他の名前は、それぞれの所有者の商標である場合があります。©2020。

238 第 16 章おわりに

mailto:T+17813573390F+19784671307Einfo@enterprisedb.comwww.enterprisedb.com


239

索引

Alerting, 76
Audit Log Alerting, 94
Audit Manager, 123

Capacity Manager, 115
Conclusion, 237
Configuring Nagios-related behavior of the PEM

Server, 111
Copying a Probe, 75
Copying an Alert, 92
Creating a Custom Alert Template, 80
Creating a Custom Chart, 44
Creating a Custom Dashboard, 37
Creating a Custom Probe, 68
Creating a New Alert, 85
Creating a Webhook, 98
Creating an Email Group, 95
Creating an Ops Dashboard, 41
Customizing Probes, 66

Deleting a Probe, 74

Enabling Nagios Notification for an Alert, 109

Importing a Capacity Manager Template, 49

Log Manager, 135

Managing Custom Dashboards, 36
Modifying or Deleting an Alert, 90
Modifying the Nagios Configuration File, 114
Monitoring an xDB Replication Cluster, 191
Monitoring Failover Manager, 187

PEM Query Tool, 3
Performance Diagnostic, 193
Performance Monitoring and Management, 31
Postgres Expert, 175
Probes, 52

Reference, 201
Reports, 181

Schedule Alert Blackout, 103
SQL profiler, 155

The PEM Query Tool, 3
The PEM Schema Diff Tool, 25
Tuning Wizard, 167

Using Dashboards to View Performance
Information, 31

Using PEM with Nagios, 107
Using the Alerts Dashboard, 77
Using the Manage Alerts Tab, 79
Using the Manage Charts tab, 42


	The PEM Query Tool
	SQLエディターパネル
	データ出力パネル
	データ出力タブ
	説明タブ
	グラフィカルタブ
	分析タブ
	統計タブ
	メッセージタブ
	通知タブ

	クエリ履歴パネル
	接続状態
	マクロ

	The PEM Schema Diff Tool
	スキーマ差分オブジェクト比較パネル
	SchemaDiffDDL比較パネル

	パフォーマンスの監視と管理
	ダッシュボードを使用してパフォーマンス情報を表示する
	カスタムダッシュボードの管理
	カスタムダッシュボードの作成
	Opsダッシュボードの作成

	[チャートの管理]タブを使用する
	カスタムチャートの作成
	キャパシティマネージャテンプレートのインポート

	プローブ
	プローブのカスタマイズ
	カスタムプローブの作成
	プローブの削除
	プローブのコピー

	アラート
	アラートダッシュボードの使用
	[アラートの管理]タブの使用
	カスタムアラートテンプレートの作成
	新しいアラートを作成する
	アラートの変更または削除
	アラートのコピー
	監査ログアラート
	メールグループの作成
	Webhookの作成
	WebhookSSL構成の定義
	Webhookを削除する
	アラートブラックアウトのスケジュール

	NagiosでPEMを使用する
	アラートのNagios通知を有効にする
	PEMサーバーのNagios関連の動作の構成
	hosts.cfgおよびservices.cfgファイルの作成
	Nagios構成ファイルの変更



	キャパシティマネージャー
	キャパシティマネージャテンプレート

	監査マネージャー
	AdvancedServerInstanceServiceIDの設定
	EDB監査構成プローブの設定
	監査マネージャーを使用した監査ログの構成
	監査ログダッシュボードでログを表示する

	ログマネージャー
	サーバーログ分析ダッシュボードの確認

	Postgresログ分析エキスパート
	PostgresLogAnalysisExpertReportのレビュー

	SQLプロファイリングと分析
	新しいSQLトレースの作成
	トレースを作成する
	既存のトレースを開く
	トレースのフィルタリング
	トレースを削除する
	スケジュールされたトレースの表示

	インデックスアドバイザーの使用

	チューニングウィザード
	PostgresExpert-ベストプラクティスの実施
	PostgresExpertWizardを使用する
	Postgresエキスパートの推奨事項の確認

	Reports
	システム構成レポート
	コア使用レポート

	フェールオーバーマネージャーの監視
	プライマリノードの交換
	スイッチオーバーEFMクラスター

	xDBレプリケーションクラスターの監視
	Performance Diagnostic
	参照先
	PEMサーバー構成パラメーター-リファレンス
	CapacityManagerのメトリック-リファレンス
	PEMプローブ-リファレンス
	PEM事前定義アラートテンプレート-リファレンス
	エージェントに適用可能なテンプレート
	サーバーに適用可能なテンプレート
	データベースに適用可能なテンプレート
	スキーマに適用可能なテンプレート
	テーブルに適用可能なテンプレート
	グローバルテンプレート


	おわりに
	索引

